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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

21 世紀 NY
過去に到着

私
は
地
球
人
Ｍ
。

現
在
は
月
に
住
ん
で
い
る
。

１
０
０
年
前
の
Ｎ
Ｙ
に
タ
イ

ム
ト
リ
ッ
プ
し
て
飛
ん
で
き

た
の
。
も
ち
ろ
ん
愛
犬
の

C
H

IC
H

I

と
一
緒
よ
。
そ
し

た
ら
写
真
で
見
た
２
０
０
年

前
の
景
色
と
変
わ
っ
て
な

く
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
。
こ
こ
は

過
去
と
未
来
と
を
結
ぶ
地
下

鉄
駅
。
未
来
に
帰
る
わ
。

　

ま
る
で
レ
イ
・
ブ
ラ
ッ

ド
ベ
リ
の
Ｓ
Ｆ
小
説
の
よ

う
な
昼
下
が
り
。
︵
地
下
鉄

ア
ス
タ
ー
プ
レ
ー
ス
駅
で
、

２
０
２
３
年
９
月
２
日
撮
影
。

写
真
・
三
浦
良
一
︶

地
域
経
済
発
展
を
調
査
す
る

非
営
利
機
関
カ
ウ
ン
シ
ル
・
フ

ォ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ン

ド
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
サ
ー

チ
︵
Ｃ
２
Ｅ
Ｒ
︶
は
こ
の
ほ
ど
、

米
国
主
要
都
市
の
今
年
第
１
四

半
期
の
消
費
者
物
価
指
数
を
発

表
し
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
物
価

は
国
内
で
最
も
高
か
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
た
。

同
機
関
は
国
内
２
７
１
都
市

を
対
象
に
、
今
年
１
月
１
日
〜

３
月
31
日
の
住
居
費
、光
熱
費
、

食
費
、
交
通
費
、
医
療
費
、
そ

の
ほ
か
の
生
活
日
用
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
価
格
を
比
較
し
た
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
物
価
は
国
内
平

均
の
倍
以
上
２
２
２
％
と
最
高

で
、２
位
は
ホ
ノ
ル
ル︵
１
７
９

％
︶、
３
位
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
︵
１
６
９
％
︶
だ
っ
た
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
特
に
、
富

裕
層
が
多
い
一
方
、
空
き
物
件

が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
住

居
費
は
国
内
平
均
の
４
・
８
倍

で
、
エ
ン
タ
メ
や
ア
ル
コ
ー
ル

類
、
服
飾
、
食
費
も
軒
並
み
国

内
最
高
と
な
っ
て
い
る
。
日
本

か
ら
の
旅
行
者
も
、
円
安
の
影

響
も
受
け
て
、
市
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
食
事
を
し
て
﹁
ラ
ー
メ

ン
と
餃
子
を
食
べ
て
日
本
円
で

６
０
０
０
円
は
な
い
で
し
ょ

う
﹂
と
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。

以
下
上
位
10
位
は
、
４
位
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
、
５
位
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
オ
レ
ン
ジ
郡
、
６
位
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
︵
ロ
ン
グ
ビ
ー

チ
︶、
７
位
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、

８
位
ボ
ス
ト
ン
、
９
位
シ
ア
ト

ル
、
10
位
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
、

Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
13
位
ク
イ
ー
ン

ズ
、
15
位
ナ
ッ
ソ
ー
郡
が
上
位

に
あ
が
っ
て
い
る
。

１
位
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

物
価
は
倍
、
住
居
費
４
・
８
倍

米国で最も

物価の高い所

ワ
ー
ド
・
ゲ
ー
ム
用
に
開
発

さ
れ
た
辞
書
ア
プ
リ
を
展
開
す

る
ワ
ー
ド
・
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
Ｘ

は
こ
の
ほ
ど
、
米
国
勢
調
査
局

の
デ
ー
タ
を
基
に
、
Ｎ
Ｙ
市
内

の
各
地
区
で
、
英
語
・
ス
ペ
イ

ン
語
以
外
に
最
も
多
く
話
さ
れ

て
い
る
言
語
を
分
析
し
た
調
査

結
果
を
公
表
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
市
都
市
計
画
局
に
よ
る

と
、
同
市
内
で
は
２
０
０
言
語

以
上
が
話
さ
れ
て
お
り
﹁
約
半

分
の
市
民
は
自
宅
で
は
英
語
以

外
の
言
語
を
話
し
、
約
25
％
に

当
た
る
１
８
０
万
人
の
英
語
レ

ベ
ル
は
流
暢
と
は
言
え
な
い
程

度
﹂
と
解
説
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
を
地
区

別
に
見
る
と
、
中
国
語
を
共
通

語
と
し
て
い
る
地
区
が
最
も
多

く
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
サ
ン
セ

ッ
ト
・
パ
ー
ク
や
ク
イ
ー
ン
ズ

の
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
、
西
半
球
で

は
人
口
最
多
で
あ
る
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
中
華
街
を
含
む
15
地
区

に
及
ぶ
。

Ｎ
Ｙ
の
最
多
使
用

言
語
は
中
国
語

民間調査機関全米平均比

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
５
日
、

住
民
がA

irbnb

の
よ
う
な
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
使
っ
て
家

を
貸
し
出
す
こ
と
を
制
限
す
る

厳
し
い
新
規
制
の
施
行
を
開
始

し
た
。
こ
の
動
き
に
よ
り
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
か
ら
数
千
件

の
物
件
が
削
除
さ
れ
る
見
込
み

だ
。
こ
れ
は
、
大
都
市
と
ホ
ー

ム
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
企
業
と
の
長

年
に
わ
た
る
確
執
に
お
け
る
、

最
新
か
つ
最
も
重
大
な
進
展
と

な
る
。
６
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
紙
に
よ
る
と
、
市

は
、A

irbnb

や
そ
の
他
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
た
短

期
賃
貸
の
普
及
が
家
賃
を
押
し

上
げ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
住

宅
不
足
を
助
長
し
て
い
る
と
主

張
し
て
い
る
。
新
規
則
は
こ
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る

﹁
事
実
上
の
禁
止
﹂
に
等
し
い

と
し
、
他
の
批
評
家
は
、
市
は

ホ
テ
ル
業
界
の
ロ
ビ
ー
活
動
に

屈
し
、
観
光
客
の
た
め
の
安
価

な
選
択
肢
を
締
め
出
し
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。

　

何
年
も
の
間
、
市
は
既
存
の

法
律
で
は
、
ホ
ス
ト
が
滞
在
中

に
立
ち
会
わ
な
い
限
り
、
30
日

未
満
の
滞
在
者
に
家
を
貸
す
こ

と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
て
き

た
。
市
は
ま
た
、
一
度
に
2
人

以
上
の
ゲ
ス
ト
が
滞
在
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
ず
、
ゲ
ス
ト
は
家

全
体
に
す
ぐ
に
出
入
り
で
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て

い
る
。　

︵
関
連
記
事
５
面
に
︶

30日以内のNY短期滞在
Airbnbの自宅貸し出し

NY市が５日から禁止

https://www.slidemethod.com/countdown
https://goshikiprinting.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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昨
年
設
立
50
周
年
を
迎
え
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術
家

協
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
、
松
田
常

葉
会
長
︶
は
８
月
31
日
か
ら
９

月
14
日
︵
木
︶
ま
で
天
理
文
化

協
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
西
13
丁
目

43
Ａ
番
地
︶
で
第
51
回
年
次
展

覧
会
を
開
催
し
て
い
る
。
１
日

夕
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
が
開
か
れ
、政
府
関
係
者
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
学
生
、
ビ
ジ

ネ
ス
関
係
者
ら
約
２
０
０
人
以

上
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。
会

場
で
は
１
点
２
０
０
ド
ル
以
下

の
小
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ら
れ
、
収
益
金
︵
作
品
価
格

の
50
％
︶
は
ハ
ワ
イ
マ
ウ
イ
島

の
火
災
被
災
者
救
済
基
金
に
寄

付
さ
れ
る
。
ま
た
、
今
展
優
秀

作
品
２
点
に
与
え
ら
れ
る
﹁
マ

ッ
ク
ス
・
ブ
レ
ッ
チ
ャ
ー
Ｊ
Ｒ

賞
﹂
に
今
年
は
小
野
田
昌
子
さ

ん
の
作
品
﹁
ホ
ワ
ッ
ト
・
ア
・

ワ
ン
ダ
フ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
﹂
に

贈
ら
れ
た
。
ま
た
元
理
事
の

故
末
村
敬
三
氏
の
厚
意
に
よ

る
﹁
末
村
敬
三
賞
﹂
に
は
先
月

８
月
に
94
歳
で
亡
く
な
っ
た
ロ

ス
郁
子
さ
ん
の
作
品
﹁
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
・
ブ
レ
ー
ク
﹂
に
贈
ら

れ
、
長
男
の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
さ
ん

が
賞
を
松
田
会
長
か
ら
受
け
取

っ
た
。

　

出
品
作
家
は
、
青
柳
愛
子
、

藤
原
未
佳
子
、
古
川
文
香
レ
オ

ナ
ー
ト
、
佳
奈
ヘ
ン
デ
ル
、
林

幸
江
、
平
之
内
美
穂
、
石
田
純

一
郎
、
柏
木
文
子
、
越
光
桂
子
、

松
田
常
葉
、
三
浦
良
一
、
長
倉

一
美
、
小
野
田
昌
子
、
ロ
ス
郁

子
、
竹
下
宏
、
山
本
か
り
ん
、

Y
U

K
A

K
O

、
遊
真
あ
つ
こ
の

現
会
員
と
２
０
２
０
年
に
亡
く

な
っ
た
名
誉
会
長
の 

飯
塚
国

雄
の
19
人
。
入
場
無
料
。
開
廊

時
間
は
月
〜
木
曜
が
正
午
か
ら

午
後
６
時
、
土
曜
は
正
午
か
ら

午
後
３
時
ま
で
。
金
・
日
休
館
。

予
約
不
要
。
問
い
合
わ
せ
は

Ｅ
メ
ー
ル JA

A
N

Y
office@

gm
ail.com

ま
で
。

ジョシュアさん（左） 小野田さん（左）

Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会

年
次
展
覧
会
盛
大
に
開
催

NY映画祭開催へ

　

今
年
も
９
月
29
日
か
ら
10
月

15
日
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
映

画
界
最
大
の
催
し
物
で
あ
る
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
映
画
祭
が
開
催
さ

れ
る
。
61
周
年
を
迎
え
る
本
年

は
、
リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー

の
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
各

地
５
会
場
で
上
映
さ
れ
る
。
世

界
の
話
題
作
を
集
め
た
32
作
品

が
上
映
さ
れ
る
メ
イ
ン
部
門
の

ほ
か
、
注
目
さ
れ
る
新
作
、
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
実
験
映
画

な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。

　

メ
イ
ン
部
門
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
作
品
は
ト
ッ
ド
・
ヘ
イ
ン
ズ

監
督
が
ナ
タ
リ
ー
・
ポ
ー
ト
マ

ン
と
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ム
ー
ア

の
二
大
ス
タ
ー
を
迎
え
ア
メ

リ
カ
文
化
を
分
析
す
る
ド
ラ

マ
﹃M
ay D

ecem
ber

﹄。
中

間
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
エ
ル
ヴ
ィ

ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
夫
人
を
描
く

ソ
フ
ィ
ア
・
コ
ッ
ポ
ラ
監
督
の

﹃Priscilla

﹄。
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ

は
、
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ン
監
督
の

﹃Ferrari

﹄
で
伝
説
的
レ
ー
ス
・

カ
ー
の
産
み
の
親
︵
ア
ダ
ム
・

ド
ラ
イ
ヴ
ァ
ー
︶を
解
剖
す
る
。

一
作
ご
と
に
話
題
に
な
る
監
督

作
品
で
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
エ

リ
セ
︵
ス
ペ
イ
ン
︶、
ア
キ
・

カ
ウ
リ
ス
マ
キ
︵
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
︶
、
ア
グ
ネ
シ
ュ
カ
・
ホ
ラ

ン
ド︵
ポ
ー
ラ
ン
ド
︶、マ
ル
コ
・

ヴ
ェ
ロ
ッ
キ
オ
︵
イ
タ
リ
ア
︶、

ホ
ン
・
サ
ン
ス
︵
韓
国
︶、ワ
ン
・

ビ
ン
︵
中
国
︶
等
の
新
作
が
期

待
を
高
め
さ
せ
る
。

　

話
題
作
を
集
め
た
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
部
門
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

作
品
、
ブ
ラ
ド
リ
ー
・
ク
ー
パ

ー
監
督
・
主
演
に
よ
る
音
楽
家

レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
テ
イ
ン

の
伝
記
映
画
﹃M

aestro

﹄
を

は
じ
め
、
ペ
ド
ロ
・
ア
ル
モ
ド

ヴ
ァ
ル
の
西
部
劇
メ
ロ
ド
ラ

マ
短
編
﹃Strange W

ay of 
Life

﹄、
ス
パ
イ
小
説
家
ジ
ョ

ン
・
ル
カ
レ
を
描
く
エ
ロ
ー
ル
・

モ
リ
ス
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

﹃T
he P

igeon
 T

u
n

n
el

﹄
、

ギ
リ
シ
ャ
を
舞
台
に
エ
マ
・
ス

ト
ー
ン
主
演
の
ド
ラ
マ
が
生
演

奏
付
き
で
上
映
さ
れ
る
ヨ
ル
ゴ

ス
・
ラ
ン
テ
イ
モ
ス
監
督
の

﹃B
leat

﹄
な
ど
が
上
映
さ
れ
る
。

  

日
本
関
係
で
は
濱
口
竜
介

監
督
の
﹃
悪
は
存
在
し
な
い

(E
vil D

oes N
ot E

xist)

﹄
、

ヴ
ィ
ム
・
ヴ
ェ
ン
ダ
ー
ズ
監

督
が
役
所
広
司
を
主
演
に
日

本

で

撮

影

し

た
﹃Perfect 

D
ays

﹄、
宮
崎
駿
監
督
の
ア

ニ
メ
新
作
﹃
君
た
ち
は
ど
う

生
き
る
か
︵T

he B
oy and 

the H
eron)

﹄、

空

音

央

監

督
が
父
で
あ
る
坂
本
龍
一
の

最
後
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
撮
っ

た
﹃R

y
uichi Sakam

oto | 
O

pus

﹄
が
あ
る
。

  

尚
、
ジ
ム
・
ジ
ャ
ー
ム
ッ
シ

ュ
監
督
に
よ
る
映
画
祭
ポ
ス
タ

ー
は
、
加
山
雄
三
の
顔
が
あ
る

レ
コ
ー
ド
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
使

用
し
て
い
る
。︵
平
野
共
余
子
︶

       　
　
　

◇

　

会
場
は
ア
リ
ス
・
タ
リ
ー
劇

場
︵
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
と
65
丁

目
︶、
ウ
オ
ル
タ
ー
・
リ
ー
ド

劇
場
︵
65
丁
目
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
と
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
ア

ベ
ニ
ュ
ー
の
間
︶
ほ
か
。
詳
細

はw
w

w
.film

linc.org

坂本龍一の最後のコンサート『Ryuichi Sakamoto | Opus』© Neo Sora

29
日
か
ら
開
幕

メ
イ
ン
部
門
は
世
界
か
ら
32
作
品

http://kkobo.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://japanvillage.com/
tel:2122136069
https://sobaya.square.site/
https://aantcinc.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://www.hondag.com
http://www.filmlinc.org
http://www.filmlinc.org
http://www.filmlinc.org
mailto:JAANYoffice@gmail.com
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た
べ
も
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

も
み
じ
真
魚
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

初
個
展
﹁
い
た
だ
き
ま
す
﹂
が

９
月
21
日
︵
木
︶
か
ら
26
日
︵
火
︶

ま
で
、
オ
ン
・
ザ
・
フ
リ
ン
ジ
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵72 W

arren 
St. 

︶
で
開
催
さ
れ
る
。

　

も
み
じ
真
魚
は
、
武
蔵
野
美

術
大
学
油
絵
学
科
卒
。
﹁
光
﹂

堀崎剛志
セラミックでインスタ盆栽

と
﹁
色
彩
﹂
に
特
化
し
た
表
現

を
得
意
と
し
、
２
０
１
９
年
か

ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
毎
日
イ
ラ
ス
ト

更
新
を
ス
タ
ー
ト
。
20
年
秋
の

初
個
展
﹁
美
味
し
い
３
６
５
日

展
﹂
の
成
功
後
、
香
港
、
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
に
お
い
て
﹁
本
物
よ

り
美
味
し
そ
う
﹂
な
食
事
の
ア

ー
ト
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
日

本
を
始
め
、
北
米
、
ア
ジ
ア
圏

な
ど
海
外
で
も
フ
ァ
ン
を
多
数

持
つ
。 

代
表
作
に
画
集
﹁
飯

テ
ロ
！
﹂﹁
甘
テ
ロ
！
﹂︵
パ
ル

コ
出
版
︶
が
あ
る
。
日
本
食
は

も
ち
ろ
ん
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や

全
米
で
食
べ
た
も
の
か
ら
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
描

い
た
描
き
お
ろ
し
の
新
作
も
発

表
す
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
正

午
か
ら
午
後
７
時
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
９
月

21
日
︵
木
︶
午
後
６
時
か
ら

８
時
ま
で
。
詳
細
はhttps://

w
w

w
.m

aom
om

iji.com
/

﹁
い
た
だ
き
ま
す
﹂

も
み
じ
真
魚

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
コ
ン

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
堀
崎
剛
志
が
６
日
︵
水
︶

か
ら
11
日
︵
月
︶
ま
で
、
マ
ジ

ソ
ン
街
６
２
５
番
地
の
会
場
に

て
開
催
さ
れ
て
い
る
﹁
ス
プ
リ

ン
グ
・
ブ
レ
イ
ク
・
ア
ー
ト
フ

ェ
ア
﹂
で
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
さ
れ

ソ
ロ
ブ
ー
ス
で#

イ
ン
ス
タ

盆
栽
シ
リ
ー
ズ
を
発
表
し
て

い
る
。#

イ
ン
ス
タ
盆
栽
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

︵Instagram

︶
に
掲
載
さ
れ

る
世
界
中
の
盆
栽
を
モ
チ
ー
フ

に
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
で
制
作
し
た

も
の
で
、
堀
崎
が
近
年
手
掛
け

て
い
る
作
品
。

　

堀
崎
は
１
９
７
４
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
大
学
第
二
文
学
部

美
術
専
修
在
学
中
よ
り
、
漆
芸

家
・
大
西
長
利
氏
に
師
事
。
語

学
留
学
で
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
に

移
住
、
現
代
美
術
に
出
会
い
、

２
０
０
５
年
か
ら
世
界
各
地
で

作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
入

場
料
は
41
ド
ル
74
セ
ン
ト
〜

１
０
６
ド
ル
75
セ
ン
ト
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
springbreakartshow

.com

https://www.nipponclub.org/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/vote.html
https://www.cosmeproud.com
https://www.maomomiji.com/
https://www.maomomiji.com/
https://www.maomomiji.com/
https://www.maomomiji.com/
http://www.springbreakartshow.com
http://www.springbreakartshow.com
http://www.springbreakartshow.com
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リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー
と

ブ
グ
リ
シ
・
ダ
ン
ス
・
シ
ア
タ

ー
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
﹁
テ
ー
ブ

ル
・
オ
ブ
・
サ
イ
レ
ン
ス
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
9
・
11
﹂
が
11
日

︵
月
︶
午
前
８
時
10
分
か
ら
、

噴
水
の
あ
る
ジ
ョ
シ
ー
・
ロ
バ

ー
ト
ソ
ン
・
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ

れ
る
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

２
０
１
１
年
に
ジ
ャ
ク
リ
ン
・

ブ
グ
リ
シ
に
よ
っ
て
考
案
・
振

付
さ
れ
た
毎
年
恒
例
の
無
料
公

開
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
テ
ロ

や
戦
争
、
自
由
へ
の
抑
圧
に
よ

っ
て
失
わ
れ
た
命
を
追
悼
し
平

和
の
祈
り
を
捧
げ
る
。
今
年
は

バ
グ
リ
ー
ジ
・
ダ
ン
ス
・
シ
ア

タ
ー
の
共
同
創
設
者
で
プ
リ
ン

シ
パ
ル
・
ダ
ン
サ
ー
の
テ
レ

ー
ズ
・
カ
プ
チ
ー
リ
、
作
曲

家
・
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
ダ
ニ

エ
ル
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ル
ー
マ

ン
の
ほ
か
、
フ
ル
ー
ト
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
、
鐘
、
コ
ー
ラ
ス
に

合
わ
せ
て
１
５
０
人
以
上
の
ダ

ン
サ
ー
が
参
加
す
る
。
午
前
８

時
46
分
︵
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
が

ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

北
棟
に
激
突
し
た
時
間
︶
に

は
、
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
手
の
ひ

ら
を
広
げ
て
60
秒
間
、
両
腕
を

空
に
伸
ば
し
て
平
和
の
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
す
る
。
こ
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
は
世
界
中
に
ラ
イ
ブ

ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
さ
れ
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.lincolncenter.org/

series/lin
coln

-cen
ter-

presents

楽しい
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９
・
11
イ
ベ
ン
ト

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

　

９
月
１
日
付
で
百
貨
店
の
西

武
・
そ
ご
う
は
、
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
か
ら
米
投
資
フ
ァ
ン
ド

の
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
・
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
Ｇ
に
売
却
さ
れ

た
。
西
武
百
貨
店
と
そ
ご
う
は
、

２
０
０
９
年
に
持
株
会
社
と
３

社
合
併
し
て
セ
ブ
ン
＆
ア
イ

︵
ヨ
ー
カ
ド
ー
と
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
を
含
む
企
業
グ
ル
ー
プ
︶

の
保
有
と
な
っ
て
い
た
が
、
14

年
を
経
て
再
び
セ
ブ
ン
＆
ア
イ

の
手
を
離
れ
た
。

　

本
稿
の
時
点
で
公
表
さ
れ
て

い
る
売
却
価
格
は
８
５
０
０
万

円

と

さ

れ

て

い

る
。

西

武
・
そ
ご
う
の
企
業
価
値
は

２
２
０
０
億
円
と
な
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
が
、
有
利
子
負
債
や

運
転
資
金
な
ど
を
マ
イ
ナ
ス

し
た
結
果
、
大
き
く
減
額
さ

れ
た
模
様
だ
。
こ
れ
と
は
別

に
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
は
、
西

武
・
そ
ご
う
に
貸
し
付
け
て
い

た
約
１
９
５
９
億
円
の
う
ち
、

９
１
６
億
円
を
放
棄
し
て
い

る
。
こ
の
買
収
劇
が
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
側
の
議
決
で
決
定
さ
れ
た

直
後
に
、
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
・
イ

ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
Ｇ
は
、
西
武

池
袋
本
店
の
土
地
な
ど
を
、
ヨ

ド
バ
シ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に

売
却
す
る
と
発
表
し
た
。
売
却

価
格
は
３
０
０
０
億
円
だ
と
い

う
。

　

こ
れ
以
上
の
詳
細
は
不
明

だ
。
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
理
解

で
き
る
の
は
、
西
武
が
土
地
な

ど
を
直
接
ヨ
ド
バ
シ
に
売
っ
て

い
れ
ば
、
西
武
に
は
も
っ
と
多

額
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
入
っ
た
は

ず
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
が
、

実
際
は
そ
こ
に
外
資
が
介
在
し

な
く
て
は
取
引
は
成
立
し
な
か

っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
日
本
企

業
同
士
の
取
引
で
あ
れ
ば
、
そ

こ
に
労
働
組
合
に
よ
る
雇
用
維

持
だ
と
か
、
駅
前
の
景
観
を
変

え
る
な
と
い
っ
た
地
域
の
声
な

ど
、
売
買
の
当
事
者
以
外
の
利

害
が
交
錯
し
て
動
き
が
取
れ
な

く
な
る
か
ら
だ
。
外
資
は
、
良

く
言
わ
れ
る
ハ
イ
エ
ナ
と
し
て

暴
利
を
貪
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
社
会
を
前
に
進
め

る
た
め
に
は
必
要
な
存
在
と
し

て
取
引
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
外
資
が
介
在
し

な
い
と
社
会
が
回
ら
な
い
と
い

う
現
象
は
、
日
本
の
様
々
な
局

面
に
見
ら
れ
る
。
出
版
社
と
の

直
接
取
引
に
よ
る
書
籍
の
通
信

販
売
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
加
え
て
、
大
規
模
な
生
活
用

品
か
ら
電
化
製
品
の
通
販
で
は

ア
マ
ゾ
ン
と
い
う
外
資
が
日
本

市
場
を
席
巻
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
に

便
利
な
電
子
商
取
引
を
仮
に
日

本
企
業
が
始
め
て
い
た
と
し
た

ら
、
既
存
の
流
通
業
界
に
潰
さ

れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
楽
天
が
唯

一
成
功
し
て
い
る
の
は
、
既
存

の
小
売
店
を
電
子
商
取
引
に
誘

導
す
る
こ
と
で
新
旧
の
共
存
を

図
っ
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。

　

テ
ッ
ク
系
に
至
っ
て
は
、
Ｍ

Ｐ
３
か
ら
始
ま
っ
たiPod/

iPhone 

の
ビ
ジ
ネ
ス
は
日
本

の
場
合
、
そ
の
初
期
の
音
声
フ

ァ
イ
ル
の
扱
い
は
著
作
権
法
に

抵
触
す
る
の
で
不
可
能
で
あ
っ

た
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
も
、
現
在

の
対
話
型
Ａ
Ｉ
も
同
じ
で
あ

る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
フ
ァ
イ

ル
転
送
ソ
フ
ト
を
開
発
し
た
技

術
者
や
、
ネ
ッ
ト
の
ビ
ジ
ネ
ス

か
ら
電
波
メ
デ
ィ
ア
の
買
収
を

目
指
し
た
起
業
家
は
逮
捕
さ
れ

た
。
結
果
と
し
て
、
日
本
と
い

う
巨
大
で
知
的
な
市
場
は
結
局

は
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
力
を
借
り
な
く

て
は
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

簡
単
に
整
理
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
既
得
権
益
が
時
代
の
変
化

に
抵
抗
す
る
﹁
反
発
力
﹂
が
、

時
代
を
前
に
進
め
よ
う
と
す

る
﹁
推
進
力
﹂
を
負
か
し
て
し

ま
う
と
い
う
力
関
係
が
国
内
に

は
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
こ

に
外
資
が
介
在
す
る
と
、
国
の

恥
だ
と
思
う
の
か
、
そ
れ
と
も

契
約
社
会
の
勢
い
に
押
さ
れ
て

主
張
を
引
っ
込
め
る
た
め
な
の

か
、
話
が
先
に
進
み
や
す
い
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
著

作
権
法
の
絡
み
に
至
っ
て
は
、

フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
と
い
う
公
益
の

た
め
の
利
用
も
、
新
し
い
デ
バ

イ
ス
や
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
立
ち

上
が
る
際
に
通
過
す
る
法
律
上

の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
も
、
日
本
で

は
﹁
違
法
イ
コ
ー
ル
犯
罪
﹂
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
っ
た
も

の
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し

て
み
る
と
、
明
治
維
新
か
ら

１
５
５
年
を
経
た
﹁
日
本
の
社

会
﹂
と
い
う
も
の
が
、
全
面
的

な
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
必
要
と

し
て
い
る
の
を
感
じ
る
。
ビ
ジ

ネ
ス
に
お
い
て
は
、
関
係
性
よ

り
も
契
約
と
論
理
を
優
先
す
べ

き
だ
。
法
律
と
そ
の
運
用
に
関

し
て
は
、
極
端
な
形
式
主
義
、

条
文
主
義
を
改
め
て
コ
モ
ン
セ

ン
ス
︵
社
会
常
識
︶
を
上
位
概

念
と
し
つ
つ
現
実
的
な
判
断
を

可
能
に
す
べ
き
だ
。
そ
の
よ
う

な
改
革
の
端
緒
は
見
え
て
き
た

が
、
速
度
は
絶
望
的
に
遅
い
。

外
資
の
介
入
な
け
れ
ば
動
か
な
い
日
本
社
会

あ
め
り
か
時
評

閑
話
休
題

冷
泉
彰
彦

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ホ
ウ
ク

ル
知
事
は
８
月
18
日
、
放
射
性

物
質
を
含
む
処
理
水
を
原
子
力

発
電
所
か
ら
ハ
ド
ソ
ン
川
に
放

出
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
法
案

に
署
名
、
法
案
が
成
立
し
た
。

法
案
は
ハ
ド
ソ
ン
バ
レ
ー
選
出

の
民
主
党
議
員
２
人
に
よ
っ
て

提
出
さ
れ
、
６
月
に
下
院
と
上

院
を
通
過
し
て
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ブ
キ
ャ
ナ

ン
に
あ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ポ

イ
ン
ト
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉

作
業
を
進
め
て
い
る
ホ
ル
テ
ッ

ク
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社

は
今
年
２
月
、
１
２
０
万
ガ
ロ

ン
の
使
用
済
み
核
燃
料
の
貯
蔵

プ
ー
ル
の
水
を
ハ
ド
ソ
ン
川
に

放
出
す
る
計
画
を
発
表
。
放
射

性
物
質
ト
リ
チ
ウ
ム
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
周
辺
の
多
数

の
自
治
体
と
市
民
団
体
が
反
対

の
声
を
上
げ
、
５
月
の
実
施
予

定
が
９
月
に
延
期
さ
れ
て
い

た
。

　

ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
﹁
ハ
ド
ソ

ン
川
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
的
な
自
然
遺
産
の
一

つ
で
あ
り
、
今
後
何
世
代
に
も

わ
た
っ
て
ハ
ド
ソ
ン
川
を
保
護

す
る
た
め
に
団
結
す
る
こ
と
が

重
要
だ
。
引
き
続
き
、
地
域
の

経
済
活
力
を
守
り
、
こ
の
大
義

を
熱
心
に
主
張
し
て
き
た
地
元

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
緊
密
に
連
携

す
る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
﹂
と
語
っ
た
。

　

ホ

ル

テ

ッ

ク

社

は
、

１
３
０
万
ガ
ロ
ン
の
放
出
計
画

で
の
ト
リ
チ
ウ
ム
の
濃
度
は
発

電
時
に
放
出
し
て
い
た
も
の
と

同
じ
で
連
邦
基
準
を
は
る
か
に

下
回
っ
て
い
る
と
主
張
し
た
。

こ
れ
に
対
し
環
境
団
体
の
リ
バ

ー
キ
ー
パ
ー
が
﹁
こ
の
水
に
含

ま
れ
る
放
射
性
物
質
ト
リ
チ
ウ

ム
の
摂
取
は
が
ん
と
関
連
し
て

お
り
、
子
供
と
妊
婦
が
最
も
危

険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
﹂
と
反

対
。
何
十
年
も
か
け
て
ハ
ド
ソ

ン
川
の
浄
化
が
進
ん
で
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
放
出
で
不
動

産
価
格
が
下
落
し
、
カ
ヤ
ッ
ク

や
ボ
ー
ト
、
水
泳
な
ど
の
レ
ジ

ャ
ー
に
も
大
き
な
悪
影
響
を
与

え
る
と
懸
念
の
声
が
広
が
っ

た
。

　

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ポ
イ
ン
ト

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
か
ら
北
に

直
線
で
40
キ
ロ
ほ
ど
の
と
こ
ろ

に
あ
る
。
半
径
80
キ
ロ
圏
内
に

２
０
０
０
万
人
が
住
ん
で
お
り

テ
ロ
や
事
故
が
起
き
た
時
に
反

対
の
声
が
強
か
っ
た
。
小
規

Ｎ
Ｙ
は
処
理
水
放
出
を
禁
止

反
対
運
動
が
実
を
結
ぶ

　

グ
ー
グ
ル
が
Ａ

Ｉ
を
利
用
し
た
バ

ー
チ
ャ
ル
ア
シ
ス

タ
ン
ト
・
プ
ロ
グ

ラ

ム
、D

uet 
A

I

の

提

供

を

始
め
た
。
対
象

と
な
る
の
は
同

社

の

有

料

版

W
orkspace

ユ

ー
ザ
ー
で
、
使

用
料
金
は
月
額

30
ド
ル
。Duet

を
使
え
ば
、

G
oogle 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

で
作
成
し
た
概
要
を
Ａ
Ｉ

に
ス
ラ
イ
ド
変
換
さ
せ
た

り
、
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト

の
デ
ー
タ
か
ら
グ
ラ
フ
を

作
成
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。 

ま
た
、
電
子
メ

ー
ル
の
返
信
を
書
か
せ
た

り
、
画
像
を
生
成
さ
せ
た

り
、
文
法
を
チ
ェ
ッ
ク
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
も
出
来

る
。 

ま
た
、
Ａ
Ｉ
は
パ

ソ
コ
ン
の
中
の
情
報
を
検

索
し
た
り
、
書
類
を
要
約

す
る
こ
と
も
お
手
の
も
の

だ
。
極
め
つ
け
は
、
会
議

へ
の
﹁
代
理
出
席
﹂
と
も

言
え
る
機
能
で
あ
る
。D

uet 

は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
代
わ
り
に
会

議
の
概
要
を
生
成
し
た
り
、
本

人
に
な
り
替
わ
っ
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
配
信
し
た
り
、
ユ
ー
ザ
ー

が
後
ほ
ど
確
認
で
き
る
よ
う

に
、
議
事
録
の
よ
う
な
会
議
の

要
約
を
作
成
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。
企
業
で
重
要
な
役
職
に
つ

い
て
い
る
場
合
、
ど
ん
な
に
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
て
も
、

複
数
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
同
時

刻
に
開
催
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

は
珍
し
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な

場
合
、
従
来
は
自
分
の
部
下
に

代
理
出
席
を
委
ね
て
い
た
と
こ

ろ
、
今
後
は
経
費
削
減
や
業
務

の
効
率
化
と
い
う
観
点
か
ら

D
uet A

I

の
使
用
を
許
可
す

る
企
業
も
出
て
く
る
か
も
知
れ

な
い
。
代
理
出
席
さ
せ
る

部
下
に
そ
れ
な
り
の
権
限

を
持
た
せ
て
い
る
場
合
は

と
も
か
く
、大
抵
の
場
合
、

代
理
出
席
を
命
じ
ら
れ
た

部
下
は
単
な
る
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
と
な
り
、
上
司
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
席
者
に

伝
え
、
会
議
の
議
事
録
を

取
る
だ
け
に
役
割
が
留
ま

る
だ
ろ
う
こ
と
が
容
易
に

想
像
で
き
る
か
ら
だ
。
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
趣
旨
が
、

定
例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
よ

う
な
情
報
共
有
を
目
的
と

し
た
場
合
で
も
同
様
だ
。

特
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対

し
て
数
分
単
位
で
料
金
を

請
求
す
る
職
種
の
場
合
に

は
、
コ
ス
ト
に
対
す
る
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
の
シ
ビ

ア
な
要
求
に
応
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
命

を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
こ
の
よ
う
な

経
費
削
減
の
取
り
組

み
が
す
ぐ
に
実
行
さ
れ
る

か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、

大
き
な
視
点
で
経
営
を
考

え
た
時
に
無
視
で
き
な
く

な
る
の
は
間
違
い
な
い
だ

ろ
う
。

︵
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
︶

 江川央の DIGITAL 最前線

 www.egawanakaba.com

グーグルの Duet AI が本格的に稼働

旧
世
代
の
退
場
を
待
っ
て
改
革

し
た
の
で
は
、
そ
の
前
に
国
が

滅
び
て
し
ま
う
。

　

こ
こ
10
年
ぐ
ら
い
の
ネ
ッ
ト

世
論
を
見
て
い
る
と
、
海
外
組

の
忠
告
に
対
し
て
は
﹁
海
外
で

は
﹂
と
い
う
高
飛
車
な
態
度
が

﹁
出
羽
守
﹂
だ
と
し
て
嫌
わ
れ

て
い
る
。
だ
が
、
事
態
が
こ
こ

ま
で
深
刻
化
し
た
現
在
で
は
、

堂
々
と
出
羽
守
と
し
て
の
口
上

を
申
し
立
て
る
こ
と
こ
そ
在
外

邦
人
の
責
務
と
考
え
る
の
だ

が
、
読
者
の
皆
さ
ん
は
い
か
が

で
あ
ろ
う
か
。

︵
れ
い
ぜ
い
・
あ
き
ひ
こ
／
作

家
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
在
住
︶

模
な
が
ら
事
故
も
相
次
い
で

お
り
、
ク
オ
モ
知
事
時
代
の

２
０
１
７
年
に
閉
鎖
が
決
定
、

２
０
２
１
年
に
発
電
を
停
止
し

た
。
廃
炉
に
は
12
年
の
歳
月
と

23
億
ド
ル
の
費
用
が
か
か
る
と

さ
れ
て
い
る
。

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.egawanakaba.com
https://www.lincolncenter.org/series/lincoln-center-presents
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
地
下
鉄
駅

構
内
で
８
月
29
日
、
頭
を
刺
さ

れ
る
事
件
と
、
女
性
が
線
路
に

突
き
落
と
さ
れ
る
２
件
の
暴
力

事
件
が
起
き
た
。
最
初
の
事
件

は
午
後
５
時
30
分
ご
ろ
、
28
丁

目
駅
で
発
生
し
た
。
容
疑
者
は

50
歳
の
乗
客
の
顔
に
薬
液
を
吹

き
か
け
、
そ
の
後
金
属
製
の
も

の
で
頭
を
数
回
刺
し
た
。
警
察

に
よ
る
と
、
容
疑
者
は
襲
撃
後

に
線
路
を
渡
っ
て
向
か
い
の
ホ

ー
ム
か
ら
逃
走
し
た
と
い
う
。

血
ま
み
れ
の
被
害
者
は
救
急
隊

員
に
よ
り
ベ
ル
ビ
ュ
ー
病
院
に

搬
送
さ
れ
、
治
療
を
受
け
た
。

容
疑
者
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
ト
レ

ー
ナ
ー
に
黒
い
シ
ョ
ー
ト
パ
ン

ツ
姿
だ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
か
ら
数
時
間
後
の
午
後

11
時
頃
、
ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
の
チ

ェ
ン
バ
ー
ズ
・
ス
ト
リ
ー
ト
駅

で
、
別
の
容
疑
者
が
34
歳
の

女
性
を
線
路
に
突
き
落
と
し

た
。
女
性
は
事
件
を
目
撃
し
た

周
囲
の
人
た
ち
に
よ
り
、
次
の

電
車
が
到
着
す
る
前
に
ホ
ー
ム

に
引
き
あ
げ
ら
れ
た
。
足
に
軽

傷
を
負
っ
た
が
、
到
着
し
た
救

急
隊
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
プ
レ

ス
ビ
テ
リ
ア
ン
・
ロ
ウ
ア
ー
・

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
病
院
に
搬
送
し

た
。
容
疑
者
は
黒
っ
ぽ
い
服
に

明
る
い
色
の
ブ
ー
ツ
を
履
い
て

お
り
、
警
察
が
到
着
す
る
前
に

逃
走
し
た
。
警
察
は
い
ず
れ
の

犯
行
動
機
も
明
ら
か
に
し
て
お

ら
ず
、
逮
捕
者
も
出
て
い
な

い
。
警
察
で
は
引
き
続
き
捜
査

を
続
け
る
と
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
事
件
に
関
し
て
情
報

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
Ｎ
Ｙ
警

察
の
犯
罪
抑
止
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

８
０
０
・
５
７
７
・
８
４
７
７
ま

で
連
絡
し
て
欲
し
い
と
呼
び
か

け
て
い
る
。

地
下
鉄
犯
罪
相
次
ぐ

刺
さ
れ
、
突
き
落
と
さ
れ

１日で

２件発生

　

ア
ダ
ム
ス
政
権
当
局
者
は
８

月
30
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の

公
立
学
校
は
１
万
９
０
０
０
人

近
い
ホ
ー
ム
レ
ス
の
新
入
生
を

受
け
入
れ
て
新
学
期
を
迎
え
る

が
、
こ
れ
は
移
民
危
機
が
教
育

シ
ス
テ
ム
に
及
ぼ
す
影
響
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ

た
。
ま
た
、
同
市
教
育
局
の
デ

イ
ビ
ッ
ド
・
バ
ン
ク
ス
局
長
は

亡
命
者
危
機
に
関
す
る
ブ
リ
ー

フ
ィ
ン
グ
で
、
昨
年
か
ら
公
立

学
校
に
入
学
し
た
生
徒
た
ち

は
、
ホ
ー
ム
レ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー

や
ホ
テ
ル
な
ど
の
仮
設
住
宅
で

生
活
し
て
い
る
と
し
、﹁
出
身

地
や
家
庭
で
話
す
言
語
に
関
係

な
く
、
公
立
学
校
に
通
う
す
べ

て
の
生
徒
の
教
育
、
幸
福
、
そ

し
て
全
人
的
な
成
長
に
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
な
い
﹂と
語
っ
た
。

　

同
市
の
公
立
学
校
に
は
英
語

を
教
え
る
資
格
を
持
つ
教
師
が

３
４
０
０
人
以
上
お
り
、
少
な

く
と
も
１
７
０
０
人
の
教
師
が

ス
ペ
イ
ン
語
に
堪
能
で
あ
る
と

い
う
が
、
教
師
た
ち
は
移
民
の

子
供
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
生

徒
や
翻
訳
ア
プ
リ
に
頼
っ
て
い

る
と
述
べ
た
。

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ

Ｙ

市

長

は
、

移

民

危

機

が

２
０
２
５
年
ま
で
に
市
に

１
２
０
億
ド
ル
の
損
失
を
も
た

ら
す
と
試
算
し
て
い
る
。
ホ

ー
ム
レ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
に
は

11
万
１
５
０
０
人
以
上
が
収
容

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
８

月
27
日
現
在
で
５
万
９
４
０
０

人
以
上
の
亡
命
希
望
者
が
含
ま

れ
て
い
る
。

　

平
均
す
る
と
毎
月
１
万
人
以

上
が
シ
ェ
ル
タ
ー
に
入
所
し

て
お
り
、
８
月
第
３
週
目
は

２
９
０
０
人
以
上
の
移
民
が
シ

ェ
ル
タ
ー
に
入
っ
て
い
る
。
今

後
も
さ
ら
に
多
く
の
移
民
の
子

供
た
ち
が
や
っ
て
く
る
と
予
想

さ
れ
、
ア
ダ
ム
ス
政
権
は
緊
急

避
難
所
に
い
る
単
身
成
人
移
民

に
60
日
間
の
猶
予
を
与
え
、
子

供
連
れ
の
移
民
家
族
の
た
め
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
と
い

う
、
物
議
を
醸
す
政
策
を
実
施

し
て
い
る
。

移
民
の
子
供
数
千
人

Ｎ
Ｙ
市
で
新
学
期

　

ア
パ
ー
ト
や
一
軒
家
を
丸
ご

と
貸
し
出
す
リ
ス
テ
ィ
ン
グ

は
依
然
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
内
に
多
数
あ
り
、
市
は

A
irbnb

の
よ
う
な
企
業
が
違

反
者
を
根
絶
す
る
た
め
に
自
社

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
十
分

に
積
極
的
に
取
り
締
ま
っ
て
い

な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　

7
月
に
裁
判
所
に
提
出
し

た
書
類
の
中
で
、A

irbnb

が

２
０
２
２
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
で
計
上
し
た
短
期
賃
貸
に

よ
る
純
収
入
８
５
０
０
万
ド
ル

の
半
分
以
上
が
違
法
行
為
に
よ

る
も
の
だ
と
主
張
。A

irbnb

は
こ
の
数
字
に
異
議
を
唱
え
て

い
る
。
市
が
５
日
か
ら
施
行
し

た
新
し
い
規
制
は
、
ホ
ス
ト
が

短
期
賃
貸
を
許
可
さ
れ
る
た
め

に
市
に
登
録
す
る
こ
と
を
義
務

付
け
て
い
る
。
規
則
に
違
反
し

た
ホ
ス
ト
は
、
再
犯
者
に
対
し

て
最
高
５
０
０
０
ド
ル
の
罰

金
を
課
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
違

法
な
レ
ン
タ
ル
を
含
む
取
引
に

対
し
て
最
高
１
５
０
０
ド
ル
の

罰
金
を
課
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。A

irbnb

は
、
特
に
ホ
テ

ル
が
少
な
い
地
域
に
お
い
て

は
、
短
期
的
な
住
宅
レ
ン
タ
ル

は
市
の
観
光
経
済
に
役
立
つ
と

し
て
い
る
。A

irbnb

は
、
市

条
例
で
は
一
部
の
一
戸
建
て
や

二
世
帯
住
宅
で
の
﹁
非
ホ
ス
ト

型 

﹂
レ
ン
タ
ル
を
認
め
る
べ

き
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
独
自
の
法
律
解
釈
は
﹁
不
合

理 

﹂
で
あ
る
と
主
張
し
、
新

ル
ー
ル
と
法
廷
で
争
っ
て
き

た
。A

irbnb

は
ま
た
、
登
録

シ
ス
テ
ム
が
不
必
要
に
複
雑
で

あ
る
と
も
主
張
し
て
い
る
。
そ

の
訴
え
は
先
月
棄
却
さ
れ
た
。

A
irbnb

に
よ
る
と
、
一
部
の

リ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
自
動
的
に
長

期
レ
ン
タ
ル
に
変
更
さ
れ
、
他

の
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
無
効
化
さ

れ
る
と
い
う
。
９
月
５
日
か
ら

30
日
以
内
にA

irbnb

を
予
約

し
た
場
合
、
12
月
1
日
以
前
に

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
す
る
滞
在
で
あ

れ
ば
、
予
約
は
キ
ャ
ン
セ
ル
さ

れ
な
い
。
12
月
2
日
以
降
の
予

約
は
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
、
返
金

さ
れ
る
と
い
う
。　

　
　
　

　︵
１
面
に
関
連
記
事
︶

地下鉄工事で大迷惑
ト
ラ
ム
に
観
光
客
殺
到

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
島
住
民
が
悲
鳴

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局

︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
が
地
下
鉄
Ｆ
ラ
イ

ン
の
大
規
模
な
線
路
工
事
を
８

月
28
日
に
開
始
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
ク
イ

ー
ン
ズ
に
か
け
て
、
一
部
の
路

線
ル
ー
ト
が
大
幅
に
変
更
さ

れ
、
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
に
浮
か

ぶ
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

の
住
民
が
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
。

　

ト
ラ
ム
と
呼
ば
れ
る
ロ
ー

プ
ウ
エ
ー
が
往
復
す
る
こ
の

島
に
地
下
鉄
が
開
通
し
た
の

は

１

９

８

９

年
。

以

来

地

下
鉄
と
ト
ラ
ム
は
お
よ
そ

1
万
４
０
０
０
人
の
住
民
の
重

要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
る

が
、
今
回
の
地
下
鉄
工
事
で
電

車
の
本
数
が
少
な
く
な
っ
た
上

に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
明
け
て
観

光
客
が
撮
影
目
当
て
に
ト
ラ
ム

に
押
し
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
、

週
末
に
は
長
蛇
の
列
が
1
ブ
ロ

ッ
ク
先
ま
で
並
ぶ
。

　

15
分
に
１
本
の
ト
ラ
ム
を
何

本
か
見
送
っ
て
よ
う
や
く
乗
り

込
ん
だ
観
光
客
が
、
我
先
に
と

席
取
り
に
走
り
、
高
齢
者
を
押

し
の
け
て
座
席
を
独
占
し
て
し

ま
う
こ
と
も
。
こ
れ
で
は
通
勤

や
行
き
来
に
支
障
が
出
る
と
島

の
住
民
が
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
住

民
た
ち
は
こ
の
島
の
自
治
体
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
公
共
利

益
法
人
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
﹁
Ｆ
線
の

工
事
が
終
了
す
る
ま
で
、
住
民

優
先
乗
車
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
欲

し
い
﹂
と
嘆
願
し
た
も
の
の
、

Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
﹁
差
別
に
な
る
の

で
法
的
に
無
理
﹂
と
一
蹴
。

　

た
だ
、
島
の
住
民
は
、
こ
の

ト
ラ
ム
し
か
交
通
手
段
が
な
く

な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
63
丁

目
の
レ
キ
シ
ン
ト
ン
と
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
21
ス
ト

リ
ー
ト
ク
イ
ー
ン
ズ
ブ
リ
ッ
ジ

の
3
駅
を
、
単
線
で
臨
時
シ
ャ

ト
ル
の
地
下
鉄
が
午
前
5
時
か

ら
深
夜
０
時
ま
で
20
分
に
一
本

走
っ
て
い
る
。
し
か
し
レ
キ
シ

ン
ト
ン
街
も
こ
の
島
も
川
の
横

な
の
で
ホ
ー
ム
が
地
下
深
く
に

あ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
の
故
障
も
多
い
た

め
、
高
齢
者
は
ト
ラ
ム
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
。

　

ま
た
ク
イ
ー
ン
ズ
側
に
出
る

時
に
、
21
ス
ト
リ
ー
ト
の
駅
は

ほ
か
の
ラ
イ
ン
に
接
続
で
き
な

い
た
め
、
無
料
の
バ
ス
を
待
っ

て
ク
イ
ー
ン
ズ
プ
ラ
ザ
に
出
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
不
便

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
早
朝
に

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際

空
港
で
働
い
て
い
た
住
民
は
、

仕
事
を
辞
め
る
か
ク
ビ
に
な
る

の
を
待
つ
か
と
い
う
状
況
に
追

い
込
ま
れ
て
い
る
。

　

工
事
は
お
よ
そ
半
年
の
予
定

だ
が
、
大
幅
に
伸
び
る
可
能
性

も
あ
る
と
い
う
。﹁
観
光
客
の

皆
さ
ん
、
今
は
ト
ラ
ム
に
乗
ら

な
い
で
。
工
事
が
終
わ
る
ま
で

待
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
住
民
た

ち
か
ら
悲
痛
な
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

　
　
　

︵
田
村
明
子
、
写
真
も
︶

島民の重要な足である公共交通機関のトラムは観光客で連日満員状態

マンハッタンとルーズベルト島を結ぶロープウエーのトラム

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
は
21
日
︵
木
︶

午
後
１
時
30
分
か
ら
は
﹁
メ
デ

ィ
ケ
ア
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
セ
ミ

ナ
ー
﹂
が
開
催
さ
れ
る
。
65
歳

に
な
る
人
に
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ン
が
あ

っ
て
複
雑
な
メ
デ
ィ
ケ
ア
に
つ

い
て
解
説
す
る
。
講
師
は
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
シ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
片
山
瑞

恵
さ
ん
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
の
秋
の
ヘ
ル

ス
フ
ェ
ア
の
一
環
。
申
し
込

み
は
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
、
電
話

２
１
２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルinfo@
jaany.org

ま
で
。

メ
デ
ィ
ケ
ア
説
明
会

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
21
日
に

Airbnb

12 月１日までの予約有効
違反業者には罰金を課す可能性

http://myriverside.net/home
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://nyseikatsu.com/gallery/
mailto:info@jaany.org
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こ
の
夏
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
山

口
県
人
会
が
正
式
に
設
立
し
、

９
月
15
日
︵
金
︶
午
後
６
時
か

ら
９
時
30
分
ま
で
、
日
系
人
会

館
︵
西
45
丁
目
49
番
地
５
階
︶

に
て
第
１
回
設
立
記
念
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
る
。
山
口
県
出
身

者
の
み
な
ら
ず
、
学
生
時
代
を

山
口
県
で
過
ご
し
た
人
や
駐
在

な
ど
で
山
口
に
住
ん
だ
こ
と
が

あ
る
な
ど
、
山
口
ゆ
か
り
の
参

加
も
大
歓
迎
。
当
日
は
山
口
県

が
世
界
に
誇
る
日
本
酒﹁
獺
祭
﹂

製
造
元
の
旭
酒
造
会
長
、
桜
井

博
志
氏
も
参
加
予
定
。

　

会
費
は
大
人
60
ド
ル
、
子

供
︵
18
歳
以
下
︶
30
ド
ル
、
軽

食
込
み
。
問
い
合
わ
せ
・
参
加

申
し
込
み
は
９
月
12
日
︵
火
︶

ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ルm

urata@
jlgc.org

︵
村
田
さ
ん
︶
ま
で
。

山口県人集まろう！
NYで第1回懇談会

15日にNY日系人会館で

5

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
エ
リ

ッ

ク
・

ア

ダ

ム

ス

市

長

は

２
０
２
３
年
４
月
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
島
の
南
に
浮
か
ぶ
ガ
バ
ナ

ー
ズ
島
に
、
気
候
変
動
の
研
究

と
雇
用
の
拡
大
を
目
指
す
環
境

研
究
所
を
建
設
す
る
と
発
表
。

■
Ｎ
Ｙ
産
官
学
共
同
で

　

ガ
バ
ナ
ー
ズ
島
︵T

rust 
for G

ov
ern

ors Islan
d

︶

の
ク
レ
ア
・
ニ
ュ
ー
マ
ン
社
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

立
大
学
︵
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｙ
︶
ス
ト
ー

ニ
ー
ブ
ル
ッ
ク
大
学
の
モ
ー
リ

ー
・
マ
ク
ニ
ス
学
長
も
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
賛
同
し
て
い
る
。
Ｎ

Ｙ
産
官
学
三
位
一
体
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
始
動
す
る
。
資
金
面
で
は
、

構
想
に
賛
同
し
た
シ
モ
ン
ズ
財

Ｎ
Ｙ
市
、
ア
メ
リ
カ
初
の
気
候
変
動
研
究
所
を

ガ
バ
ナ
ー
ズ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
に
新
設

団
が
1
億
ド
ル
、
ブ
ル
ー
ム
バ

ー
グ
・
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
が

５
０
０
０
万
ド
ル
の
資
金
を
提

供
す
る
予
定
だ
。

■
ア
メ
リ
カ
初
の
気
候
変
動
研

究
所

　

研
究
と
教
育
と
雇
用
を
同
じ

敷
地
内
に
建
設
し
、
将
来
は

７
０
０
０
人
の
環
境
専
門
家
を

生
み
出
す
こ
と
で
、
Ｎ
Ｙ
市
に

10
億
ド
ル
の
経
済
効
果
を
も
た

ら
す
と
見
込
む
。
学
校
部
門
で

は
、
年
間
６
０
０
人
の
大
学
生

と
４
５
０
０
人
の
小
中
学
生
、

２
５
０
人
の
研
究
者
を
受
け
入

れ
る
。
企
業
部
門
で
は
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
30
社
が
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
、
６
０
０
０
人

が
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
の
職
業

訓
練
を
受
け
ら
れ
る
。
プ
レ
ス

発
表
で
は
、
ア
メ
リ
カ
初
の
気

候
変
動
研
究
所
と
な
り
、
ガ
バ

ナ
ー
ズ
島
内
の
敷
地
面
積
40
万

平
方
フ
ィ
ー
ト
︵37161.22

記
録
し
て
い
る
。
悪
化
す
る
地

球
環
境
を
懸
念
す
る
な
か
産
官

学
共
同
で
の
早
期
の
環
境
課
題

へ
の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ

る
。
市
の
関
係
者
に
よ
る
と
、

起
工
は
２
０
２
５
年
。
28
年
の

完
成
だ
。

Ｎ
Ｙ
原
文

https://w
w

w
.n

y
c.gov

/
o

ffice-o
f-th

e-m
ay

o
r/

new
s/281-23/m

ayor-ad-
am

s-trust-governors-
island-stony

-brook-uni-
versity

-transform
ation-

al-vision-for

■
古
市
裕
子

SDGs-NY

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

(

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
×
日

系
企
業
Ｎ
Ｙ
進
出
支
援)NY 

Marketing Business Action, 
Inc.

代
表
取
締
役
。
国
連
大
学

SDGs

研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ

Ｙ
17
年
勤
務
。
著
書
︻SDGs

ピ
ボ
ッ
ト
戦
略
：
欧
米
企
業

１
２
事
例
集
／SDGs

×
次

世
代
×
企
業
価
値
︼https://

www.amazon.co.jp/dp/
B09NVMP2DF
平
方
メ
ー
ト
ル
相
当
︶
に
キ
ャ

ン
パ
ス
を
建
設
す
る
。

■
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
の
参
画

も
条
件

　

電
力
も
自
給
自
足
化
し
、
市

で
初
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー

な
リ
ビ
ン
グ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を

実
現
す
る
と
い
う
。
女
性
の
地

位
向
上
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
る

市
で
は
、
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
女
性
が
参
画

す
る
こ
と
も
必
須
条
件
だ
。

■
環
境
取
り
組
み
早
急
に

　

北
米
東
部
は
今
年
6
月
に
カ

ナ
ダ
山
火
事
の
影
響
で
、
昼
間

も
薄
暗
く
モ
ノ
が
燃
え
る
色
の

空
に
覆
わ
れ
た
。
気
管
支
炎
な

ど
健
康
被
害
を
訴
え
た
者
も
多

い
。
今
年
は
世
界
各
地
で
の
山

火
事
や
洪
水
な
ど
異
常
気
象
を

　

去
る
８
月
７
日
亡
く
な
っ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
理
事

で
、
Ｊ
Ａ
Ａ
外
務
大
臣
杯
軟
式

野
球
大
会
名
誉
会
長
だ
っ
た
加

藤
脩
治
さ
ん
︵
享
年
78
歳
︶
の

メ
モ
リ
ア
ル
サ
ー
ビ
ス
が
８
月

24
日
夕
、
Ｊ
Ａ
Ａ
ホ
ー
ル
で
行

な
わ
れ
た
。
喪
主
で
あ
る
子
息

の
ピ
ー
タ
ー
加
藤
さ
ん
と
Ｊ
Ａ

Ａ
、日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、

法
政
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校
友

会
、
Ｊ
Ａ
Ａ
外
務
大
臣
杯
軟
式

野
球
チ
ー
ム
か
ら
１
０
０
人
以

上
が
参
列
し
、
中
垣
顕
實
法
師

に
よ
る
読
経
、
来
賓
か
ら
の
弔

辞
で
、
故
人
を
偲
ん
だ
。

　

第
37
回
Ｊ
Ａ
Ａ
外
務
大
臣
杯

軟
式
野
球
大
会
途
中
の
訃
報
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
社
会
に

大
き
な
衝
撃
と
悲
し
み
を
も
た

ら
し
た
。
１
９
８
５
年
、
Ｊ
Ａ

Ａ
外
務
大
臣
杯
軟
式
野
球
大
会

を
創
設
、今
日
に
至
っ
て
い
る
。

加
藤
さ
ん
は
、
表
彰
式
の
ト
ロ

フ
ィ
ー
や
賞
状
の
準
備
ま
で
こ

な
し
て
い
た
。
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
の
募
金
活
動
、

２
０
１
２
年
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

サ
ン
デ
ィ
ー
で
は
、
被
災
地
域

の
撤
去
作
業
、
Ｊ
Ａ
Ａ
で
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
バ
ザ
ー
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
生
涯
を
奉
仕

の
精
神
で
活
動
し
た
。
法
政
大

学
時
代
は
ボ
ク
シ
ン
グ
部
選
手

と
し
て
活
躍
し
た
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
だ
っ
た
。

喪主として挨拶する長男のピーターさん

奉
仕
の
精
神
生
涯
貫
く

Ｊ
Ａ
Ａ
の
加
藤
脩
治
さ
ん
追
悼
式

https://america-keitai.com/
https://www.nyc.gov/office-of-the-mayor/news/281-23/mayor-adams-trust-governors-island-stony-brook-university-transformational-vision-for
https://www.amazon.co.jp/dp/B09NVMP2DF
mailto:murata@jlgc.org
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ア
メ
リ
カ
国
内
で
勉
強
が
し

た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
、
ま

ず
、Ｆ
‐
１
ビ
ザ
︵
学
生
ビ
ザ
︶、

Ｊ
‐
１
ビ
ザ
︵
交
換
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
イ
ン
タ
ー
ン
︶、
Ｍ
‐
１

ビ
ザ
︵
専
門
学
生
ビ
ザ
︶
か
ら

自
分
の
目
的
に
あ
っ
た
ビ
ザ
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
次
に
学

校
や
イ
ン
タ
ー
ン
先
を
見
つ
け

ま
す
。
そ
の
場
所
が
学
生
交
換

訪
問
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
Ｓ
Ｅ
Ｖ

Ｐ
︶
に
認
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
付
後
に
、
学
校
か
ら
Ｉ

‐
20
フ
ォ
ー
ム
︵
Ｆ
１
・
Ｍ

１
ビ
ザ
用
︶
ま
た
は
Ｄ
Ｓ
‐

２
０
１
９
フ
ォ
ー
ム
︵
Ｊ
１

ビ
ザ
用
︶
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
。
Ｉ
‐
20
を
受
け
取
っ
た
ら

フ
ォ
ー
ム
Ｉ
‐
９
０
１
を
使
用

し
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
︵
学
生
・
交
換

訪
問
者
情
報
シ
ス
テ
ム
︶
料
金

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
支
払
い
ま
し

ょ
う
。
領
収
書
を
印
刷
し
保
存

し
て
く
だ
さ
い
。
次
に
Ｄ
Ｓ
‐

１
６
０
フ
ォ
ー
ム
に
記
入
し
ま

す
。
個
人
情
報
、学
歴︵
職
歴
︶、

財
政
の
詳
細
な
ど
が
必
要
で

す
。
面
接
で
問
題
が
発
生
し
な

い
よ
う
に
正
確
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
後
は
面
接
の
予
約
を
入

れ
ま
す
。
日
本
国
内
に
あ
る
米

国
大
使
館
の
中
か
ら
、
ど
の
場

所
で
面
接
を
す
る
の
か
予
約
を

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
大
使
館
に

よ
り
手
順
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
待
ち
時
間
は
即
日

か
ら
４
週
間
程
で
す
。

　

面
接
を
予
約
し
た
ら
ビ
ザ
申

請
料
の
支
払
い
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。
Ｄ
Ｓ
‐
１
６
０
フ
ォ

ー
ム
、
Ｉ
‐
20 

︵
も
し
く
は
Ｄ

Ｓ
‐
２
０
１
９ 

︶、
Ｓ
Ｅ
Ｖ
Ｉ

Ｓ
領
収
書
、
財
政
証
明
︵
銀
行

発
行
の
残
高
証
明
︶、
該
当
す

る
場
合
は
試
験
結
果
︵
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
な
ど
︶
を
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。

　

面
接
で
は
全
て
の
質
問
に
明

確
か
つ
正
直
に
答
え
て
く
だ
さ

い
。
一
部
の
大
使
館
で
は
ビ
ザ

が
承
認
さ
れ
た
後
に
追
加
の
料

金
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

承
認
さ
れ
た
ら
学
校
︵
イ
ン

タ
ー
ン
先
︶
が
始
ま
る
30
日
前

か
ら
ア
メ
リ
カ
に
入
国
で
き
ま

す
。
入
国
審
査
で
考
え
ら
れ
る

質
問
に
答
え
る
準
備
も
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
昨
今
、
学
生
ビ

ザ
の
承
認
率
が
高
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
渡
米
し
て
勉
強

を
し
た
い
人
に
と
っ
て
は
良
い

機
会
で
す
。

︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

学
生
の
ビ
ザ
申
請
に

必
要
な
ス
テ
ッ
プ

■
﹃
米
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
、
貨
物
航
空

会
社
で
の
労
働
権
侵
害
の
疑
い

で
メ
キ
シ
コ
政
府
に
確
認
要

請
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
初
﹄
︵
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
米
国
通
商

代
表
部
︵
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
︶
は
8
月

30
日
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
を
拠

点
と
す
る
貨
物
航
空
会
社
マ

ス
・
エ
ア
で
労
働
権
侵
害
の
疑

い
が
あ
っ
た
と
し
て
、
米
国
・

メ
キ
シ
コ
・
カ
ナ
ダ
協
定
︵
Ｕ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
︶
が
定
め
る
﹁
事
業

所
特
定
の
迅
速
な
労
働
問
題
対

応
メ
カ
ニ
ズ
ム
︵
Ｒ
Ｒ
Ｍ
︶
﹂

に
基
づ
き
、
メ
キ
シ
コ
政
府
に

事
実
確
認
を
要
請
し
た
と
発
表

し
た
。 

■
﹃
米
Ｇ
Ｍ
と
韓
国
Ｌ
Ｇ
の
合

弁
会
社
ア
ル
テ
ィ
ウ
ム
・
セ
ル

ズ
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
と
25
％
の
暫
定
賃

上
げ
に
合
意
﹄︵
シ
カ
ゴ
発
︶

＝
米
国
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ゼ

ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
︵
Ｇ
Ｍ
︶

と
韓
国
の
Ｌ
Ｇ
エ
ナ
ジ
ー
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
合
弁
会
社
ア
ル

テ
ィ
ウ
ム
・
セ
ル
ズ
は
8
月
27

日
、
オ
ハ
イ
オ
州
の
バ
ッ
テ
リ

ー
セ
ル
製
造
工
場
で
勤
務
す
る

全
て
の
時
間
給
従
業
員
の
暫
定

賃
上
げ
で
、
全
米
自
動
車
労
働

組
合
︵
Ｕ
Ａ
Ｗ
︶
と
合
意
し
た

と
発
表
し
た
。
こ
の
合
意
は
同

日
に
批
准
さ
れ
、翌
28
日
か
ら
、

同
社
の
オ
ハ
イ
オ
工
場
の
時
間

給
従
業
員
全
員
の
賃
金
が
平
均

25
％︵
時
給
で
は
3
〜
4
ド
ル
︶

引
き
上
げ
ら
れ
た
。 

■
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
大
手

企
業
、
連
邦
政
府
に
難
民
へ
の

労
働
許
可
を
急
ぐ
よ
う
要
請
﹄

︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
の
非
営
利
会
員
組

織
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
フ
ォ

ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ

ー
は
8
月
28
日
、
ジ
ョ
ー
・
バ

イ
デ
ン
大
統
領
と
連
邦
議
員
に

宛
て
た
、
Ｎ
Ｙ
市
の
難
民
問
題

へ
の
迅
速
な
対
応
を
要
請
す
る

書
簡
を
公
開
し
た
。
書
簡
は
、

難
民
申
請
者
が
次
々
に
米
国
内

に
流
入
し
、
人
道
的
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
経
済
界

も
懸
念
し
て
い
る
と
し
、
Ｎ
Ｙ

州
の
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
知

事
に
よ
る
連
邦
政
府
へ
の
援
助

要
請
を
支
持
す
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
。 

■
﹃
米
司
法
省
、
ス
ペ
ー
ス
Ｘ

を
難
民
と
亡
命
者
の
雇
用
差
別

を
理
由
に
提
訴
﹄︵
調
査
部
米

州
課
発
︶
＝
米
国
司
法
省
は
8

月
24
日
、
米
航
空
宇
宙
企
業
ス

ペ
ー
ス
・
エ
ク
ス
プ
ロ
レ
ー
シ

ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
︵
ス

ペ
ー
ス
Ｘ
︶
を
、
移
民
国
籍
法

違
反
と
し
て
提
訴
し
た
。
移
民

国
籍
法
の
下
で
は
、
法
律
、
規

則
、
大
統
領
令
、
ま
た
は
政
府

契
約
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
な
い

限
り
、
雇
用
主
は
亡
命
者
や
難

民
を
不
当
な
理
由
で
不
採
用
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
、

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
９
月

１
日
号
を
参
照
。
問
い
合
わ
せ

は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。
Ｅ

メ
ー
ル
　rept@

jetro.go.jp

Ｕ
Ａ
Ｗ
25
％
賃
上
げ
成
功

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
︵
本

社
・
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
、
ス

コ
ッ
ト
・
カ
ー
ビ
ー
最
高
経
営

責
任
者
︶
は
７
月
27
日
、
視
覚

障
害
を
持
つ
旅
行
客
が
人
の
手

を
借
り
ず
に
客
室
内
を
利
用
し

や
す
く
な
る
よ
う
、
米
国
の
航

空
会
社
と
し
て
初
め
て
航
空
機

の
内
装
に
点
字
表
示
を
導
入
し

た
と
発
表
し
た
。
現
在
、
す
で

に
十
数
機
の
航
空
機
に
列
番
号

や
座
席
番
号
、
化
粧
室
の
内

部
・
外
部
に
点
字
表
示
が
あ
り
、

２
０
２
６
年
末
ま
で
に
主
要
路

線
向
け
機
材
全
機
に
施
さ
れ
る

予
定
。

　

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
、
執
行

副
社
長
兼
チ
ー
フ
カ
ス
タ
マ
ー

オ
フ
ィ
サ
ー
の
リ
ン
ダ
・
ジ
ョ

ジ
ョ
氏
は
﹁
大
半
の
人
に
と
っ

て
、
機
内
で
自
分
の
座
席
を
探

し
た
り
、
自
由
に
化
粧
室
に
行

け
る
こ
と
は
当
然
と
考
え
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
助
け
を
借
り

ず
に
そ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
こ

と
が
難
し
い
お
客
様
が
世
の
中

に
は
数
百
万
人
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
当
社
は
機
内
の
内
装
に

施
さ
れ
る
触
知
表
示
を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
、
飛
行
経
験
が
よ

り
多
く
の
お
客
様
に
よ
り
利
用

し
や
す
く
な
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
﹂と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

点
字
表
示
を
設
置
す
る
だ
け
で

な
く
、
全
米
視
覚
障
害
者
連

合
︵
Ｎ
Ｆ
Ｂ
︶
や
米
国
視
覚
障

害
者
委
員
会
︵
Ａ
Ｃ
Ｂ
︶
な
ど

の
障
害
者
支
援
団
体
と
も
協
力

し
、
客
室
内
に
浮
き
出
し
加
工

が
施
さ
れ
た
文
字
、
番
号
、
矢

印
な
ど
の
触
知
案
内
表
示
の
導

入
も
検
討
し
て
い
る
。

ユナイテッド航空
2026年までに全機種に

機
内
に
点
字
設
置

全
航
空
会
社
で
初

http://www.rostamilaw.com
https://hls-global.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
mailto:info.cts.office@gmail.com
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp
mailto:rept@jetro.go.jp


～個別相談実績１００件以上　日本に帰国してアクティブアダルトライフを～ 
日本への帰国をサポート「FURUSATO PROJECT」

FURUSATO PROJECT
無料会員の特典

活動/サポート内容

サポート実績

FURUSATO PROJECT
有料会員の特典

無料/有料会員申込のお問い合わせ、日本帰国支援についてのご相談は下記のNY支部までメールにてご連絡ください。

・日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ（無料会員版）
で届く

・セミナー情報の案内が優先的に届く

・お悩みに対してNY相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報を知れる

・日本本帰国サポート

・日本一時帰国サポート

・オンライン日本帰国準備
コンサルティングサポート

・各プロフェッショナルご
紹介（米国公認会計士、
ファイナンシャルプラン
ナーなど）

・オンライン日本帰国セミ
ナー

・オンライン個別相談

・有料会員向けコンテンツ
配信（メルマガ、シーク
レットセミナー等）

・個別相談件数１００件
以上

・日本完全帰国、日本一時
帰国、米国公認会計士や
ファイナンシャルプラン
ナーによるお金や税務の
サポート、健康個別サ
ポートその他多数の実績

・ＮＹ、ＮＪ、ボストン、
ＬＡで現地セミナー開催
（参加者合計２００名
以上）

無料会員の特典をさらにパワーアップした、有料会員限定
の特典です。

・有料会員限定の日本帰国に有益な情報が月1回メルマガ
で届く

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員の
方同士でオンライン、オフラインで繋がれる）

・セミナーの優先案内と優先申込

・ワークショップセミナーに参加できなかった方に後日
セミナーの動画配信

・有料会員限定のイベントに参加

・FURUSATO PROJECT支援サービスを特別価格にてご
提供

・少人数制のシークレットセミナーの参加費無料（一般
参加は２０００円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受けられ
ます。

・会費：月１６５０円（税込）

NY 支部：FURUSATO PORJCT NY 事務局相談窓口 hisamatsu@nyseikatsu.com　NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　久松　茂
＜運営＞一般社団法人 NEXT GENERATION　■東京本部：FURUSATO PROJECT 事務局

　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ

て
２
０
２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日

本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ
ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 
PRO

JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
１
年
で
約
１
０
０

名
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、

こ
れ
か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国

を
考
え
た
り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し

て
、﹁
お
金
・
健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂

の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩

み
を
解
決
し
て
い
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
毎
月
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ

ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活

か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と

定
義
し
て
い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、

皆
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強

み
を
活
か
し
て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本

の
若
者
を
一
緒
に
元
気
に
し
た
い
! !
そ

う
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世

界
が
一
変
し
ま
し
た
。
い
つ
何
が
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
主
体
的
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築
き
、
人
生
よ

り
幸
せ
に
歩
ん
で
い
き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
、

是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
下
さ

い
。
ま
た
、
将
来
の
参
考
に
し
た
い
と
い

う
現
役
世
代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま

す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い
て
、
何

か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
、

日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な
い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と
し
た
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境

遇
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い

る
け
ど
誰
に
相
談
し
て
良

い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
R

U
SA

T
O

 PR
O

J-
ECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て

抱
え
て
い
る
悩
み
の
解
決

に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

今
後
も
さ
ら
に
特
典
を
充

実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.

com

︶
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
の
際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ

ー
ム
︵
日
本
語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
有
料
・
無
料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
ご
参
加
希
望
か
も
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
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美
・
フ
ァ
イ
ン
研
究
所
︵
東

京
都
渋
谷
区
︶
は
26
日
︵
火
︶

午
後
１
時
か
ら
２
時
15
分
︵
日

本
時
間
︶
ま
で
、オ
ン
ラ
イ
ン
・

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
セ
ミ
ナ
ー
﹁
ビ

ュ
ー
テ
ィ
ー
ト
レ
ン
ド
の
読
み

と
り
方
﹂
を
開
催
す
る
。
２
人

の
現
役
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
目
線
で
捉
え
た
社
会

の
流
れ
や
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か

ら
メ
イ
ク
ま
で
を
網
羅
し
、
今

現
在
流
行
し
て
い
る
も
の
を
深

掘
り
す
る
。
ま
た
、
秋
冬
の
新

発
売
の
コ
ス
メ
も
合
わ
せ
て
、

日
本
人
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

現
実
感
の
あ
る
メ
イ
ク
を
実
際

に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

し
な
が
ら
解
説
す
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
山
口
童
子

さ
ん
に
よ
る
﹁
ビ
ュ
ー
テ
ィ

ト
レ
ン
ド
の
読
み
と
り
方
﹂

と
、
内
藤
文
子
さ
ん
に
よ
る

﹁
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ト
レ
ン
ド

の
実
践
﹂
が
35
分
ず
つ
行
わ

れ
る
。
参
加
費
は
６
６
０
０

円
。
受
講
特
典
と
し
て
、
後

日
視
聴
可
能
︵
２
週
間
︶
な

見

逃

し

配

信
︵Y

ouT
ube

のU
R

L

︶
が
送
ら
れ
る
。
希

望

者

は

15

日
︵

金

︶

ま

で

に

https://cou
bic.com

/
befinebefine/3861372

か

ら
申
し
込
む
。

美・ファイン研究所

ビューティートレンド
の読みとり方

26 日にオンラインセミナー

　

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
特
化

し
て
独
自
の
商
品
展
開
を
し
て

い
る
高
級
基
礎
化
粧
品
会
社
コ

ス
メ
・
プ
ラ
ウ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン

︵
本
社
東
京
・
荒
木
勝
也
代
表
︶

は
９
月
１
日
、
新
製
品
﹁
ゴ
ー

ル
ド
ネ
ッ
ク
＆
デ
コ
ル
テ
エ
ス

ト
ロ
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ク
リ
ー

ム
﹂
を
新
発
売
し
た
。︵
50
グ

ラ
ム
、税
込
１
万
１
５
５
０
円
︶

　

同
製
品
は
、
シ
ミ
や
シ
ワ
、

た
る
み
な
ど
の
年
齢
サ
イ
ン
が

表
れ
や
す
い
首
や
デ
コ
ル
テ
専

用
の
ボ
デ
ィ
用
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ

ア
ク
リ
ー
ム
。
同
社
で
は
、
美

肌
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
女

性
ホ
ル
モ
ン﹁
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
﹂

に
注
目
し
、
同
等
の
働
き
や
効

果
が
期
待
で
き
る
植
物
性
女
性

ホ
ル
モ
ン
﹁
プ
エ
ラ
リ
ア
ミ
リ

フ
ィ
カ
﹂
や
、
皮
膚
細
胞
活
性

化
幹
細
胞
で
あ
る
リ
ン
ゴ
果
実

培
養
細
胞
エ
キ
ス
な
ど
の
植
物

保
湿
成
分
を
高
濃
度
配
合
し
て

い
る
。
伸
び
が
よ
く
軽
い
つ
け

心
地
で
、
首
と
デ
コ
ル
テ
に
潤

い
と
ハ
リ
、
輝
き
を
与
え
、
美

し
く
み
ず
み
ず
し
い
印
象
に
導

く
と
い
う
。

　

同
社
は
新
製
品
発
売
を
記
念

し
、
30
日
︵
土
︶
ま
で
﹁
秋

の
特
別
販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂

を
実
施
し
て
い
る
。
期
間
中
、

同
社
製
品
全
品
が
特
別
価
格

に
な
る
う
え
、
税
金
も
免
除

さ
れ
る
。
ま
た
、
商
品
サ
ン

プ
ル
も
進
呈
す
る
。
さ
ら
に
、

２
０
０
ド
ル
以
上
の
購
入
者

は
、
日
本
か
ら
の
送
料
も
無
料

と
な
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トw
w

w
.cosm

eproud.
com

、

Ｅ

メ

ー

ルinfo@
cosm

eproud.co.jp

、

電

話

81
・
３
・
６
２
２
８
・
４
８
０
０

︵
担
当
：
堀
井
さ
ん
、
久
保
さ

ん
︶
ま
で
。

秋
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

コ
ス
メ
プ
ラ
ウ
ド

デコルテ専用クリーム

　

本
紙
先
週
号
で
掲
載
し
た
ケ

ン
青
木
さ
ん
の
﹁
イ
ケ
メ
ン
男

子
服
飾
Ｑ
＆
Ａ
﹂
で
取
り
上
げ

て
い
た
﹁
プ
レ
ッ
ピ
ー
の
再
来
﹂

の
﹁
現
代
の
仕
掛
け
人
﹂
と
な

っ
て
い
る
の
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
ロ
ウ
ア
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ

ド
に
あ
る
服
飾
店
﹁
ロ
ウ
イ
ン

グ
・
ブ
レ
ザ
ー
ズ
﹂
の
創
業
者

ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
ソ
ン
さ
ん

だ
。
日
本
の
出
版
社
ヘ
リ
テ
ー

ジ
が
発
行
し
て
い
る
月
間
雑

誌
﹃
セ
カ
ン
ド
﹄
8
月
号
で
12

ペ
ー
ジ
に
渡
っ
て
特
集
し
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
紀
伊
國

屋
書
店
で
も
入
荷
後
あ
っ
と
い

う
間
に
売
り
切
れ
て
し
ま
っ
た

号
で
、
日
本
国
内
で
も
在
庫
が

ほ
と
ん
ど
品
切
れ
状
態
だ
が
同

書
店
で
は
追
加
注
文
し
て
近
日

中
に
貴
重
な
５
冊
が
入
荷
す
る

そ
う
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
ン
ト
ラ
ッ
ド
を
短

縮
し
た
﹁
ア
メ
ト
ラ
﹂
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
の
メ
ン
ズ
ス
タ
イ
ル

は
、
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
が
発

祥
の
地
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
が
、
す
で
に
半
世
紀
以
上

の
歳
月
が
経
ち
、
主
流
か
と
言

わ
れ
れ
ば
、
か
な
り
略
式
に
な

っ
て
い
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
ほ
と
ん
ど
は

ノ
ー
タ
イ
で
、
ネ
ク
タ
イ
を
締

め
て
グ
ル
ー
プ
で
歩
い
て
い
る

の
は
地
方
か
ら
の
出
張
者
だ
と

す
ぐ
分
か
る
。
そ
れ
で
も
、
ネ

ク
タ
イ
を
す
る
の
が
好
き
だ
と

い
う
人
が
世
間
の
目
を
気
に
せ

ず
に
堂
々
と
ネ
ク
タ
イ
を
し

て
い
る
の
も
ま
た
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
だ
。
日
本
が
ア
メ
リ
カ

ン
ス
タ
イ
ル
を
救
っ
た
物
語

プ
レ
ス
ブ
ラ
ン
ド
が
生
き
な
が

ら
え
て
い
る
の
は
、
同
社
を
買

収
し
て
経
営
し
て
い
る
日
本
の

オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山
の
お
か
げ

だ
。
Ｊ
・
プ
レ
ス
も
数
年
前
に
、

若
者
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
ヨ
ー
ク
ス

ト
リ
ー
ト
と
い
う
プ
レ
ッ
ピ
ー

視
野
の
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ

て
ブ
リ
ー
カ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
に

出
店
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん

な
頃
に
、
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
と

リ
ト
ル
イ
タ
リ
ー
の
境
目
に
近

い
グ
ラ
ン
ド
通
り
に
出
店
し
た

ロ
ウ
イ
ン
グ
・
ブ
レ
ザ
ー
ズ
だ

っ
た
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ

え
な
く
閉
店
。
そ
し
て
現
在
の

ロ
ウ
ア
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の

リ
ビ
ン
ト
ン
通
り
に
復
活
し
た

格
好
だ
。
70
年
代
の
正
統
派
か

ら
か
な
り
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
誇

張
さ
れ
た
色
や
デ
ザ
イ
ン
も
ま

た
現
代
的
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て

い
る
が
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
的
ム
ー
ド
を
ぷ
ん
ぷ
ん
と
さ

せ
る
品
揃
え
が
多
く
の
フ
ァ
ン

を
魅
了
し
て
い
る
よ
う
だ
。

﹃A
M

E
T

O
R

A

︵
ア
メ
ト
ラ
︶﹄

を
書
い
た
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
マ

ー
ク
ス
さ
ん
は
、
昔
日
本
で
一

世
を
風
靡
し
て
社
会
現
象
と
な

っ
た
Ｖ
Ａ
Ｎ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
大

い
な
る
貢
献
が
、
ア
メ
リ
カ
の

現
代
の
ト
ラ
ッ
ド
を
生
か
し
て

い
る
の
だ
と
著
書
の
中
で
書
い

て
い
る
。

　

そ
う
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
洋

服
は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も

の
は
、
現
在
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で

は
ブ
ル
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス

と
Ｊ
・
プ
レ
ス
、
Ｊ
ク
ル
ー
で

見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。Ｊ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
再
び
流
行
り
始
め
た

プ
レ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
仕
掛
け
人

ROWING BLAZERS
８ Rivington St.
New York, NY 

Tel 586-576-9464
11:00 〜 18:00

金、土、日のみ営業

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
www.cosmeproud.com
mailto:info@cosmeproud.co.jp
https://coubic.com/befinebefine/3861372
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 ローカル
  スクランブル　

 New Jersey
　

Ｎ
Ｊ
州
の
デ
ジ
タ
ル
ニ
ュ

ー
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
﹁nj.

com

﹂
に
よ
る
と
、
サ
マ
セ
ッ

ト
郡
ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

住
宅
地
で
、
８
月
30
日
︵
水
︶

の
夜
、
住
民
の
男
性
が
自
宅
前

の
ゴ
ミ
箱
の
下
に
潜
ん
で
い
た

毒
蛇
﹁
カ
ッ
パ
ー
ヘ
ッ
ド
ス
ネ

ー
ク
﹂
を
見
つ
け
当
局
に
通
報

し
た
。
翌
朝
、
Ｎ
Ｊ
州
環
境
保

護
局
の
毒
蛇
対
策
班
が
ゴ
ミ
箱

の
す
ぐ
そ
ば
で
蛇
を
見
つ
け
捕

獲
。
住
宅
地
か
ら
離
れ
た
場
所

に
放
し
た
。
同
地
で
は
、
７
月

21
日
︵
金
︶
に
今
回
蛇
が
目
撃

さ
れ
た
現
場
の
す
ぐ
近
所
で
、

犬
を
散
歩
中
の
女
性
が
カ
ッ
パ

ー
ヘ
ッ
ド
ス
ネ
ー
ク
に
足
を
二

度
咬
ま
れ
病
院
に
運
ば
れ
て
４

日
間
入
院
す
る
事
故
が
発
生
し

て
い
た
。
当
局
は
、
今
回
捕
獲

毒
蛇 

住
宅
地
で
人
を
咬
む

ブ
リ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
で

し
た
蛇
と
７
月
に
人
を
襲
っ
た

蛇
が
同
じ
個
体
か
は
分
か
ら
な

い
と
し
て
い
る
。

　

カ
ッ
パ
ー
ヘ
ッ
ド
ス
ネ
ー
ク

は
日
本
で
い
う
マ
ム
シ
の
一
種

で
、
赤
銅
色
の
胴
体
が
特
徴
。

ラ
ト
ル
ス
ネ
ー
ク
︵
和
名
・
ガ

ラ
ガ
ラ
ヘ
ビ
︶
と
共
に
、
米
国

に
最
も
多
く
生
息
す
る
毒
蛇

で
、
特
に
米
国
東
部
の
高
地
に

広
く
分
布
し
て
い
る
。
す
ぐ
に

適
切
な
治
療
を
す
れ
ば
致
死
率

は
高
く
な
い
が
、
毒
性
は
強
く

出
血
や
急
性
腎
不
全
、
筋
肉
の

壊
死
な
ど
を
起
こ
す
の
で
注
意

が
必
要
。
Ｎ
Ｊ
州
で
は
、
人
間

が
蛇
に
襲
わ
れ
る
事
故
は
少
な

く
、
こ
の
14
年
間
で
16
件
︵
死

者
０
人
︶
し
か
報
告
さ
れ
て
い

な
い
し
、
住
宅
地
に
出
没
す
る

こ
と
は
ま
れ
だ
が
、
足
が
露
出

し
た
サ
ン
ダ
ル
を
履
か
な
い
な

ど
住
民
に
も
防
衛
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　ドイツ、バイエルン州の州都
ミュンヘンで毎年 10 月頭に開
催される世界最大規模の食の祭
典「オクトーバーフェスト」。ソ
ーセージをはじめとしたドイツ
料理の数々に舌鼓を打ち、様々
な地ビールを飲み比べ、ライブ
音楽で盛り上がる。この有名な
お祭りを冠したイベントが、９
月後半から 10 月初旬にかけて
ＮＪ州各地でも開催される。20
件以上もあるイベントのうち、
いくつかを紹介する。

＊メッドフォード・オクトーバ
ーフェスト＆音楽祭２０２３
９月 15 日、16 日　金曜午後５
時〜９時、土曜午後１時〜９時
オクトーバーフェスト会場（86 
Union Street, Medford）
medfordbusiness.org

＊モーリーズ・ピア・オクトー
バーフェスト
９月 15 日〜 10 月８日の毎週金
土日曜日　・開催時間は日によ
って違うのでウェブ参照
モーリーズ・ピア・ウオータ
ー パ ー ク（3501 Boardwalk, 
Wildwood）
要チケット事前購入
moreyspiers.com

＊マウンテン・クリーク・オク
トーバーフェスト

９月 16 日、17 日　午後 12 時
〜７時
マウンテンクリーク・リゾート

（200 Rt. 94, Vernon）
要チケット事前購入
mountaincreek.com

＊第 22 回ハイランズ・オクト
ーバーフェスト
10 月７日　午後 12 時〜７時
ベテランズ記念公園（Veteran’s 
Park, Highlands）
www.highlandsnj.com

「オクトーバーフェスト」ＮＪ各地で

　

今
年
で
45
年
目
と
な
る
恒
例

の
海
の
お
祭
り
﹁
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
オ
ブ
・
ザ
・
シ
ー
﹂
が
、

商
工
会
議
所
主
催
で
16
日︵
土
︶

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
、オ
ー
シ
ャ
ン
郡
ポ
イ
ン
ト
・

プ
レ
ザ
ン
ト
・
ビ
ー
チ
の
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
︵
ポ
イ
ン
ト
・
プ
レ

ザ
ン
ト
・
ビ
ー
チ
、
ア
ー
ノ
ル

ド
ア
ベ
ニ
ュ
ー
６
０
１
番
地
な

ど
︶
で
開
催
さ
れ
る
。
当
日
は

２
５
０
を
超
え
る
地
元
の
レ
ス

ト
ラ
ン
や
手
工
芸
品
の
ブ
ー
ス

が
並
び
、
ラ
イ
ブ
音
楽
や
、
ゲ

ー
ム
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
家
族

向
け
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
あ

り
、
毎
年
大
勢
の
来
場
客
で
賑

わ
う
。
雨
天
の
場
合
は
17
日
の

同
時
間
に
延
期
。

w
w

w
.p

o
in

tp
le

a
sa

n
t

beachcham
ber.com

恒
例
の
海
の
お
祭
り

ポ
イ
ン
ト
・
プ
レ
ザ
ン
ト
・
ビ
ー
チ
で

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
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 BOOKS
　

２
０
２
０
年
の
12
月
か
ら
風

の
時
代
が
始
ま
っ
た
。
風
の
時

代
と
は
見
え
な
い
も
の
の
価
値

が
高
ま
る
時
代
ら
し
い
。
風
の

時
代
の
皮
切
り
は
、
２
０
２
２

年
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
が

﹁
量
子
も
つ
れ
﹂
を
研
究
し
て

き
た
ア
ラ
ン
・
ア
ス
ペ
博
士
、

米
ク
ラ
ウ
ザ
ー
研
究
所
の
ジ
ョ

ン
・
ク
ラ
ウ
ザ
ー
博
士
、
ア
ン

ト
ン
・
ツ
ァ
イ
リ
ン
ガ
ー
博
士

の
3
人
に
贈
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
で
さ

え
否
定
し
た
﹁
量
子
も
つ
れ
﹂

は
、
今
や
周
知
の
事
実
と
な
っ

た
。
風
の
時
代
の
到
来
を
記
念

す
べ
く
見
え
な
い
世
界
が
つ
い

に
表
舞
台
に
立
っ
た
の
だ
。
見

え
な
い
世
界
と
聞
い
て
、
人
は

何
を
想
像
す
る
だ
ろ
う
。
量
子

物
理
学
か
？
そ
れ
と
も
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
な
世
界
か
。

　

こ
の
本
の
作
者
は
、
多
く
の

人
に
は
見
え
な
い
も
の
が
﹁
観

え
る
﹂
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
。
観
え
な
い
人
も

共
感
で
き
る
、
観
え
る
人
な
ら

で
は
の
世
界
観
が
綴
ら
れ
て
い

る
。
例
え
ば
人
は
住
む
場
所
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
変
す
る
と
あ

る
。
場
所
に
は
磁
場
が
あ
る
。

ゼ
ロ
磁
場
と
言
わ
れ
て
い
る
場

所
の
空
気
や
、
砂
漠
化
し
た
古

代
遺
跡
の
静
け
さ
は
多
く
の
人

が
感
じ
る
筈
。
オ
ー
ロ
ラ
は
太

陽
風
と
磁
場
の
相
互
作
用
に
よ

っ
て
生
じ
る
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

で
は
磁
場
の
値
か
ら
オ
ー
ロ
ラ

予
想
を
毎
日
行
っ
て
い
る
。
電

力
の
陰
に
埋
も
れ
て
い
た
磁
力

も
、
風
の
時
代
に
な
っ
て
脚
光

を
浴
び
て
い
る
様
子
。
回
転
磁

場
の
考
案
者
二
コ
ラ
・
テ
ス
ラ

も
、
霊
界
で
微
笑
ん
で
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　

著
者
に
よ
る
と
、
本
物
の
域

に
達
し
て
い
る
物
に
共
通
し
て

い
る
の
は
、
作
家
が
そ
れ
を
創

る
と
き
に
、
自
分
の
全
て
を
捧

げ
た
か
ど
う
か
で
、
本
物
は
そ

れ
が
作
品
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る

の
だ
そ
う
。
確
か
に
名
画
や
名

曲
は
、
多
数
の
人
を
魅
了
す

る
。
本
物
に
は
何
か
あ
る
。
ど

ん
な
に
精
巧
で
も
、
レ
プ
リ
カ

か
ら
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
何
か

が
。
そ
れ
は
創
作
者
た
ち
の
強

い
意
志
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

意
思
も
見
え
な
い
け
ど
、あ
る
。

意
思
は
未
来
に
残
る
の
だ
ろ
う

か
。

　

本
書
は
作
家
自
身
の
体
験
と

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
経
験
か
ら
生
ま
れ

た
、
よ
り
良
く
生
き
る
為
の
人

生
哲
学
を
優
し
い
言
葉
で
綴

り
、
読
者
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
エ
ナ

ジ
ー
を
贈
っ
て
い
る
。
今
年
に

な
っ
て
知
人
2
人
が
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

受
け
た
。
数
か
月
後
2
人
は
そ

れ
ぞ
れ
目
標
に
向
か
っ
て
歩
み

始
め
た
。
サ
イ
キ
ッ
ク
・
リ
ー

デ
ン
グ
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
相
談
者
は
人
生
の
方
向
性

や
可
能
性
を
再
認
識
出
来
る
。

そ
し
て
直
面
し
て
い
る
悩
み
や

問
題
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
得
る
事
で
、
自
身
の
判
断
や

行
動
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
出

来
る
の
だ
ろ
う
。

　

先
日
知
人
の
ア
メ
リ
カ
人
女

性
が
、
遠
い
過
去
を
振
り
返

り
、﹁︵
彼
と
︶
終
わ
っ
て
い
た

の
は
分
か
っ
て
い
た
け
ど
、
エ

チ
オ
ピ
ア
に
私
の
荷
物
を
送
っ

た
わ
﹂、﹁
直
感
で
は
分
か
っ
て

い
た
の
に
、
私
の
エ
ゴ
が
そ
う

さ
せ
た
の
﹂。
直
感
も
見
え
な

い
も
の
の
一
つ
だ
。
霊
感
と
違

い
、
直
感
な
ら
誰
に
で
も
あ

る
。
そ
の
直
感
に
従
っ
て
行
動

し
た
結
果
難
を
逃
れ
た
、
ま
た

は
久
々
に
知
人
と
偶
然
行
き
会

っ
た
、
な
ど
は
身
に
覚
え
が
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本

書
に
は
直
感
を
磨
く
方
法
も
書

か
れ
て
い
る
。私
は
ど
こ
か
で
、

直
感
は
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
聞
い
た
事

が
あ
る
。
守
護
霊
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
と
言
っ
て
い
る
人
も

い
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
的
に

成
長
す
る
と
直
感
が
冴
え
わ
た

る
の
だ
と
か
。
し
か
し
ど
う
し

た
ら
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
的
に
成

長
で
き
る
の
か
。
作
者
は
同
著

の
中
で
、
直
感
の
磨
き
方
を
惜

し
み
な
く
伝
え
て
い
る
。
私
は

早
速
直
感
を
磨
く
練
習
を
始
め

た
。　
　
　
　

︵
山
本
真
由
美
︶

内面を磨けば外面が光る理由
原田真裕美・著

三笠書房・刊

■ 60歳からめきめき元気になる人 （榎本博明、朝日新書 )
心理学者が退職不安を吹き飛ばす方法を自分の経験をもと
にアドバイス。シニアが退職などで仕事と時間に追われた
生活から解放されると生活が激変し不安になる。それが身
体や精神に大きなダメージを与える。いつまでも若々しく
健康な生活を続けるためには与えられた収入で楽しく過ご
し、無理しないことが大切だと説く。■おくることば　( 重
松清、新潮文庫）2016 年から早稲田大学で「せんせい」
をしている著者がコロナ禍の中で 40 人のゼミ生に対して
綴ったエッセイ「夜明けまえに目がさめて」や書き下ろし
小説「反抗期」を含む 6 編を収録。重松版『君たちはどう
生きるか』と言える一冊。■ Z世代のアメリカ（三牧聖子、
NHK 出版新書）人口の 2 割を占める米国の Z 世代（1980
年から 95 年生まれ）は社会変革の主体として注目を集め
ている。弱いアメリカしか知らない世代だ。機能不全に陥
る民主主義、脆弱な社会保障、拡大する経済格差、戦後国
際秩序の盟主としてのアメリカが今多くの難題を抱え、転
換期を迎えるなかで彼らはどう行動するのか。■おいしい
アンソロジー （阿川佐和子ほか、だいわ文庫）真夏の日本
で喉に流し込むビール。世界各国を旅して各地で作られて
いるクラフトビール。現代作家、角田光代や村上春樹、そ
して漫画家・赤塚不二夫をはじめ星新一、山口瞳、夢野久
作など錚々たる作家 44 人の作家陣による、ビールにまつわるエッセイ集。
■とわの庭（小川糸、新潮文庫）盲目のとわは母親と 2 人で暮らしている。
母との幸せな暮らしも母親の家出で崩れる。ひとりぼっちで空腹と戦う壮絶
な日々。そこから生きるためにとわは外へ一歩踏み出す。日付、時間、季節、
色など、目の見えない「とわ」の視点で語られることで、全体を通して曖昧
で不確かな世界が広がる。■深く、しっかり息をして 川上未映子エッセイ
集（川上未映子、マガジンハウス）2011 年〜 22 年に雑誌 Hanako でのエッ
セイ連載「りぼんにお願い」245 回の中から厳選した 80 のエッセイを一冊
にまとめた。小説執筆、出産、育児、シンポジウムなど目まぐるしい生活を送っ
ていた著者。 書き下ろしとして1年ごとの振り返りエッセイも収録。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

退
職
後
の
不
安
を
吹
き
飛
ば
せ
。
重
松
版
﹃
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
﹄。
動
向
が
注

目
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
Ｚ
世
代
。
作
家
44
人
に
よ
る
ビ
ー
ル
の
エ
ッ
セ
イ
集
。
母
に
捨
て
ら

れ
た
盲
目
の
少
女
の
人
生
。
12
年
雑
誌
連
載
の
エ
ッ
セ
イ
が
一
冊
に
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

大
恐
慌
の
時
代
、
父
親
を
亡

く
し
た
６
歳
の
マ
ー
ベ
ル
と
７

人
の
兄
弟
、
そ
し
て
母
親
は
家

を
失
い
、
す
べ
て
を
や
り
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

彼
ら
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
森

の
奥
深
く
で
古
く
荒
れ
た
小
屋

を
見
つ
け
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が

小
屋
の
改
修
や
薪
割
り
、
洗

濯
、
草
刈
り
、
森
で
の
食
べ
物

探
し
な
ど
を
し
な
が
ら
生
活
を

始
め
る
。
そ
の
日
食
べ
る
も
の

に
苦
労
し
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
季
節
に
喜
び
と
恵
み
が
も
た

ら
さ
れ
、
子
供
た
ち
は
森
で
の

楽
し
み
方
を
見
つ
け
る
。
そ
し

て
何
よ
り
も
大
切
な
﹁
自
然
に

囲
ま
れ
て
家
族
が
一
緒
に
い
る

こ
と
﹂
に
計
り
知
れ
な
い
喜
び

を
見
出
す
。
彼
ら
の
小
さ
な
小

屋
は
、
暖
か
く
、
明
る
く
、
愛

に
満
ち
た
家
に
な
っ
て
い
く
。

　

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
作
家
で
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
の
イ
ラ
イ
ザ
・
ウ
ィ
ー
ラ

ー
に
よ
る
絵
本
。
ウ
ィ
ー
ラ
ー

の
祖
母
の
子
供
時
代
を
基
に
、

困
難
な
状
況
に
も
感
傷
的
に
な

り
す
ぎ
ず
、
家
族
や
家
庭
の
意

味
を
発
見
す
る
不
屈
の
精
神
を

描
い
て
い
る
。
家
族
み
ん
な
で

読
み
た
い
本
。　
　
　

︵
高
田
︶

家
族
に
と
っ
て
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と

 『Home in the Woods』
Written by Eliza Wheeler

Published by Nancy Paulsen Books
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ア

ー

ト
・

イ

ン

キ

ュ

ベ

ー

シ

ョ

ン

シ

リ

ー

ズ

３

﹁ST
E

P
P

IN
G

 IN
T

O
 

A 
W

O
R

LD
﹂
が
８
月
22
日
か
ら

27
日
ま
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ

ク
ス
Ｎ
Ｙ
で
開
催
さ
れ
た
。
同

展
は
、
エ
ミ
ー
賞
放
送
作
家
の

安
達
元
一
と
Ｎ
Ｙ
在
住
キ
ュ
レ

ー
タ
ー
の
佐
藤
恭
子
に
よ
る
展

覧
会
第
3
弾
。
公
募
参
加
し
た

１
７
６
人
か
ら
日
本
で
活
躍
し

て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
18
人
が

参
加
し
た
。
そ
の
中
に
漆
を
平

面
画
法
で
表
現
す
る
伊
藤
ミ
ナ

子
が
い
た
。
絵
画
に
漆
の
﹁
研

ぎ
﹂
と
い
う
概
念
を
取
り
入
れ

た
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ポ
ロ
ッ
ク

の
オ
マ
ー
ジ
ュ
作
品
を
出
品
し

た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
変
わ
り
塗

り
、﹁
瑞
雲
塗
り
﹂
技
法
を
使

っ
て
い
る
。
ポ
ロ
ッ
ク
が
線
を

幾
重
に
も
重
ね
た
表
現
で
あ
る

の
に
対
し
、
こ
の
作
品
は
漆
芸

技
法
を
用
い
て
線
そ
の
も
の
の

輪
郭
線
を
曖
昧
に
し
て
い
る
。

ア
プ
ロ
ー
チ
を
変
え
て
、
線
に

よ
る
抽
象
表
現
を
追
求
し
た
作

品
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
京
都
出
身
。
高
校
３
年
生

の
冬
、
谷
崎
潤
一
郎
の
﹃
陰
翳

礼
讃
﹄
を
読
ん
で
漆
の
道
を
志

し
た
と
い
う
。絵
画
で
も
な
い
、

工
芸
品
で
も
な
い
、
芸
術
と
し

て
の
居
場
所
を
探
し
て
放
浪
す

る
魂
の
凝
固
を
い
く
つ
も
の
レ

イ
ヤ
ー
で
削
ぎ
出
し
て
い
っ
た

不
思
議
な
平
面
世
界
が
広
が

る
。
そ
の
手
法
を
使
っ
て
、
本

来
の
姿
で
あ
る
日
常
工
芸
品
の

器
に
そ
の
技
法
を
落
と
し
込
む

こ
と
も
で
き
て
会
場
で
手
に
取

っ
て
見
せ
て
く
れ
た
。

　

石
川
県
立
輪
島
漆
芸
技
術
研

修
所
、
京
都
芸
術
大
学
を
経

て
、
２
０
１
６
年
東
京
藝
術
大

学
大
学
院
を
修
了
。
21
年
か
ら

同
大
学
漆
芸
研
究
室
教
育
研
究

助
手
。
作
家
と
し
て
の
経
歴

は
、
12
年
大
学
在
学
中
か
ら
日

本
工
芸
会
主
催
の
公
募
展
に
出

品
し
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

て
い
る
。
18
年
に
東
京
ア
メ
リ

カ
ン
ク
ラ
ブ
で
初
個
展
を
開
催

し
た
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
展
、
百
貨
店
外
商
会
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
活
動
を

通
じ
て
、
近
年
は
伝
統
的
な
作

品
に
加
え
、
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
な
平
面
作
品
を
数
多
く
制
作

し
て
い
る
。

　

今
回
の
出
展
作
品
の
タ
イ

ト

ル

は
﹁

ジ
・

ア

ン

サ

ー

２
０
２
３
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ポ

ロ
ッ
ク
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
﹂。﹁
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
な
け
れ
ば
永

久
に
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
作
品
だ
け
で

は
な
く
実
際
に
足
を
運
ぶ
こ
と

の
大
切
さ
が
身
に
染
み
て
分
か

り
ま
し
た
。
大
学
の
先
輩
や
ギ

ャ
ラ
リ
ー
の
皆
様
か
ら
伺
え
た

話
は
臨
場
感
が
あ
る
と
い
う
点

で
大
変
刺
激
的
か
つ
現
実
的
で

し
た
。
お
話
し
た
後
は
必
ず
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
な
り
、

移
動
中
も
次
の
作
品
の
こ
と
を

考
え
る
毎
日
で
し
た
﹂
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
の
収
穫
を
語
る
。

　

﹁
滞
在
中
に
あ
る
方
と
お
話

し
て
い
る
中
で
、
漆
を
再
定
義

す
る
作
品
を
作
ろ
う
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
こ

の
よ
う
な
平
面
は
、
伝
統
工
芸

に
も
な
り
き
れ
ず
、
立
ち
位
置

が
不
安
定
で
少
し
困
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
な
ら
ば
自
ら

再
定
義
し
て
し
ま
お
う
と
踏

ん
切
り
が
つ
い
た
感
じ
で
す
。

﹁U
rushi redefinition

﹂
を

国
内
外
で
発
表
す
る
こ
と

が
将
来
の
夢
﹂
だ
と
い
う
。

２
０
２
５
年
、
東
京
ア
メ
リ
カ

ン
ク
ラ
ブ
で
再
び
個
展
を
開
催

予
定
に
し
て
お
り
、
１
０
０
点

以
上
の
作
品
が
並
ぶ
予
定
だ
。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

アーティスト

伊藤 ミナ子さん

漆
に
芸
術
作
品
と
し
て
の

新
た
な
命
を
与
え
る

NYストスナ
 オシャレは街角から生まれる 140

SEPTEMBER

ワ
シ
ン
ト
ン
広
場
に
陽
が
差
し
て

  ◇氏名：リンゼイ・ガービー　（24 歳）
◇職業：ロースクール（法律大
学院）の１年生
◇居住地：スタイタウン
◇着用の服：縞のスラックスは
アバクロンビー & フィッチ、シャ
ツはブルー・プラネット、靴は
今流行りの白いスニーカー
◇よく利用する店：古着屋

◇好きなブランド：特になし
◇着こなしで気をつけているこ
と：「多くの色彩が気持ちを明る
くしてくれる。スカートは嫌い
だからほとんどスラックスだけ
どジャンプスーツが好き」
◇撮影場所：ワシントン広場の
凱旋門前

　1963 年リリースの「ワシントン広場の夜はふけて」は、当時ビート
ルズやローリングストーンズのエレキに平行して、素朴なギター音で
大ヒットしたディキシーランド・ジャズ。ワシントン広場の五番街が
始まる凱旋門はジョージ・ワシントン初代大統領の就任 100 周年を記
念して 1889 年に建設、後にタッカホー大理石で立て直され、パリの
エトワール凱旋門をモデルとしたとされる。同広場は 20 世紀後半には
治安が悪化したが、今世紀に入り高級化が進んだ。今日、ニューヨー
ク大学の建物に囲まれた広場は学生や旅行者で賑わっているが、それ
でもマンハッタンで一味違った 60 年代のヒッピー文化を思い出させる
雰囲気がある。ストスナの対象からも個性的な回答が帰ってくる。

（ワインスタイン今井絹江、写真も )

https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.ojfd.com
http://www.salon-oasis.net
http://jch-tomo.org/
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://www.licensepower.net/
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

︵
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学
園
長
︶
の

幼
児
部
年
長
ひ
ま
わ
り
組
18
人

の
園
児
は
２
０
１
９
年
度
実
施

以
来
４
年
ぶ
り
と
な
る
﹁
お
泊

ま
り
保
育
﹂
を
８
月
25
日
に

H
ands in 4 Y

outh

︵
Ｎ
Ｊ

州 

ウ
エ
ス
ト
・
ミ
ル
フ
ォ
ー

ド
︶
に
て
実
施
し
た
。

　

家
族
と
別
れ
て
初
め
て
の
外

泊
に
保
護
者
た
ち
の
心
配
顔
を

よ
そ
に
、
元
気
よ
く
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
乗
っ
て
出
発
し
た
。
今

回
は
断
続
的
な
雨
が
予
想
さ
れ

た
た
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
そ

の
都
度
調
整
し
、
雨
の
合
間

を
ぬ
う
よ
う
に
、
ボ
ー
ト
遊

び
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
全
て
の
活
動

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
特
に

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
み

ん
な
で
買
い
物
に
行
っ
た
ミ
ツ

ワ
で
買
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
き

れ
い
に
洗
っ
て
一
人
ひ
と
り
が

丁
寧
に
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
包
ん

で
、
先
生
に
火
の
中
に
入
れ
て

も
ら
っ
た
。
出
来
上
が
り
は
最

高
で
、
ほ
く
ほ
く
の
焼
き
芋
を

み
ん
な
で
ほ
お
ば
っ
た
。
雨
が

降
り
出
す
ま
で
の
短
い
間
で
は

あ
っ
た
が
、
マ
イ
ム
マ
イ
ム
を

踊
っ
た
り
し
て
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
９

月
に
は
運
動
会
、
11
月
に
は

発
表
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

見
学
・
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、 

info@
nyikuei.org

ま
で
。

お
泊
ま
り

保
育
実
施
NY育英学園

 

大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

9 月

長
ながつき

月

　

夫
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
駐
在
に

伴
い
、
初
め
て
の
海
外
生
活
が

始
ま
っ
て
、
最
初
の
一
年
が
な

ん
と
か
過
ぎ
た
。
実
は
、
コ
ロ

ナ
罹
患
の
た
め
に
出
発
が
当
初

の
予
定
よ
り
二
週
間
遅
れ
、
体

調
が
完
全
に
戻
ら
な
い
な
か
で

の
新
生
活
だ
っ
た
。
誰
も
同
じ

だ
が
、
初
め
は
す
べ
て
が
た
い

へ
ん
な
も
の
。
ひ
と
り
で
留
守

番
さ
せ
ら
れ
な
い
小
学
生
の
娘

を
連
れ
、
慣
れ
な
い
左
ハ
ン
ド

ル
で
運
転
し
、
近
所
の
ス
ー
パ

ー
で
買
い
物
す
る
だ
け
で
、
へ

と
へ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
で
も
、
東
京
よ
り
も
静

か
な
町
で
、
軽
や
か
な
風
と
、

親
切
な
人
た
ち
の
挨
拶
に
触

れ
、
心
身
は
ゆ
っ
く
り
と
整
え

ら
れ
て
い
っ
た
。
土
曜
の
朝
の

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
、
新
鮮
な
野
菜
を
手
に
入
れ

る
喜
び
も
知
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン

語
の
挨
拶
が
飛
び
交
う
な
か

で
選
ん
だ
レ
モ
ン
は
、
い
び
つ

な
が
ら
香
り
高
い
。
レ
モ
ン
の

香
は
、
明
日
も
よ
り
よ
く
生
き

よ
、
と
や
さ
し
く
強
く
、
わ
た

し
の
背
を
押
し
て
く
れ
た
。

季
語
＝
檸
檬(

秋)

レ
モ
ン
。

ミ
カ
ン
科
の
常
緑
高
木
で
、
秋

に
は
、
楕
円
形
の
果
実
が
黄
熟

す
る
。
絞
る
と
、
酸
味
の
強
い

果
汁
が
多
く
、
香
り
高
い
。
料

理
の
風
味
づ
け
や
ジ
ュ
ー
ス

に
用
い
ら
れ
る
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
︵
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
︶
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルh

aik
u

gran
dprix

@
gm

ail.com
 

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.artofhaiku.org 

参
照
。

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

明あ

す日
生い

き
る
た
め
の
檸れ

も
ん檬

を
し
ぼ
り
切き

る  

翔

57

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
の
９

年
生
９
人
は
、
８
月
24
日
と
25

日
に
日
系
の
３
つ
の
事
業
所
で

職
場
体
験
学
習
を
行
っ
た
。
幼

稚
園
・
幼
児
部
へ
は
技
術
・
家

庭
科
で
製
作
し
た
幼
児
用
の
玩

具
を
持
参
し
た
。
保
育
体
験
を

し
た
生
徒
は
﹁
先
生
方
の
裏
側

の
仕
事
を
体
験
し
、
精
神
的
に

も
体
力
的
に
も
大
変
で
、
驚
き

と
感
謝
が
一
緒
に
こ
み
あ
げ
て

き
た
﹂﹁
園
児
が
嬉
し
そ
う
に

し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
こ
ち

ら
も
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
﹂
な

ど
、
働
く
こ
と
の
大
変
さ
と
同

時
に
、
楽
し
さ
や
喜
び
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
公
共
図
書
館
で
ラ
ベ

リ
ン
グ
や
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
交
換

な
ど
を
体
験
し
た
生
徒
は
﹁
何

気
な
い
日
常
の
中
で
も
そ
の
裏

で
私
た
ち
の
よ
り
良
い
暮
ら
し

の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
働
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
事

を
実
感
し
、
改
め
て
仕
事
の
大

変
さ
と
そ
の
方
た
ち
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
が
大
切
だ
と
い
う
事

を
学
ん
だ
﹂
と
体
験
日
誌
に
綴

っ
て
い
た
。
２
日
間
の
職
場
体

験
学
習
は
、
普
段
の
学
校
生
活

で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
で
あ

り
、各
事
業
所
の
協
力
に
よ
り
、

働
く
意
義
や
今
後
の
進
路
選
択

に
つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
体
験

と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
９
年
生

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

職場体験学習
保育の現場も

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学

校
︵
横
澤
広
美
校
長
︶
は
８
月

27
日
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
見

送
ら
れ
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

フ
ェ
ア
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
し

た
。
午
後
の
授
業
が
終
わ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
い
っ
せ
い

に
フ
ェ
ア
会
場
に
駆
け
寄
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー
ス
で
久
し
ぶ

り
の
催
し
を
楽
し
ん
で
い
た
。

保
護
者
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
書
籍
販
売
、
ベ
イ
ク
セ

ー
ル
の
ほ
か
、
教
職
員
に
よ
る

未
就
学
児
童
対
象
の
紙
芝
居
や

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
、
ま
た
生
徒

会
や
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
や
ゲ
ー
ム
コ

ー
ナ
ー
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど

の
ブ
ー
ス
も
あ
り
、
日
本
の
雰

囲
気
を
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ

た
。
フ
ェ
ア
の
最
後
は
協
賛
店

等
か
ら
の
ラ
ッ
フ
ル
を
行
い
、

く
じ
が
引
か
れ
る
た
び
に
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
、
盛
況
の
も

と
終
了
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
楽

し
め
た
１
日
で
あ
っ
た
。

コミュニティフェア開催

　
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の

か
ま
ど
で
飯
盒
を
使
っ

て
料
理
を
す
る
方
法
を

学
ぶ
子
供
た
ち

https://starchildny.com/
mailto:kazenowabg@gmail.com
http://www.gwjs.org
https://artofhaiku.org/
mailto:info@nyikuei.org
mailto:info@nyikuei.org
mailto:info@nyikuei.org
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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Ｑ　

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
が
改
訂
さ
れ

た
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の

対
策
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ　

２
０
２
３
年
７
月
、︵
教

育
業
界
で
は
︶
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の

改
訂
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
新
し
い
試
験
形
式
は
、
学
生

が
海
外
大
学
で
直
面
す
る
で

あ
ろ
う
多
様
な
課
題
に
対
し

て
、
よ
り
効
果
的
に
準
備
が
で

き
る
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
も
注
目
さ
れ
、
か
つ
評

価
さ
れ
て
い
る
変
更
点
の
ひ
と

つ
に
、
試
験
時
間
の
短
縮
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
従
来
の
３
時
間

の
試
験
で
し
ば
し
ば
見
受
け
ら

れ
た
受
験
者
の
疲
労
を
、
２
時

間
に
す
る
こ
と
で
大
幅
に
軽
減

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
こ
の

試
験
時
間
の
短
縮
は
、
試
験
の

難
易
度
、
特
に
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

セ
ク
シ
ョ
ン
の
難
易
度
が
一
段

階
上
が
っ
た
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。

　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
リ
ス
ニ
ン

グ
の
パ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
心
理

学
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
社
会
学
な
ど
、

大
学
１
年
生
で
学
ぶ
代
表
的
な

科
目
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
の
対
策
も
、
そ
の

他
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
同
じ
よ
う

に
﹁B

uilding Stage

﹂

と

﹁E
xam

 Prep Stage

﹂
の
２

つ
の
段
階
に
分
け
て
考
え
る
よ

う
指
導
し
て
い
ま
す
。
前
者
は

試
験
日
の
数
か
月
〜
数
年
前

の
段
階
、
後
者
は
試
験
本
番

が
迫
る
数
週
間
〜
数
ヶ
月
の

段
階
で
す
。
１
つ
目
の
段
階

は
、
試
験
日
の
数
か
月
〜
数
年

前

の
﹁B

uilding Stage

﹂、

次
の
段
階
は
、
試
験
本
番
が

迫
る
数
週
間
〜
数
か
月
前
の

﹁E
xam

 Prep Stage

﹂

で

す
。B

uiding Stage 

で
は
、

こ
れ
ら
の
科
目
に
対
し
て
、
読

み
物
だ
け
で
な
く
、
講
義
を
聴

い
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ

ア
を
使
っ
て
楽
し
み
、
夢
中
に

な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
要
約

か
ら
深
い
理
解
を
促
す
コ
ー
ネ

ル
式
ノ
ー
ト
術
を
実
践
す
る
こ

と
も
お
す
す
め
し
ま
す
。
し
か

し
、E

xam
 Prep Stage 

で

は
、
時
間
制
限
の
あ
る
環
境
下

で
最
も
自
分
に
合
う
ノ
ー
ト
の

取
り
方
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

新

セ

ク

シ

ョ

ン

﹁W
riting for A

cadem
ic 

D
iscussion

﹂
は
、
架
空
の

オ
ン
ラ
イ
ン
ク
ラ
ス
で
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
受

験
者
は
教
授
か
ら
の
プ
ロ
ン
プ

ト
︵
問
い
︶
と
学
生
の
回
答
を

読
み
、
そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
有
意
義
な
も
の
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

セ
ク
シ
ョ
ン
の
評
価
は
、
速
く

正
確
な
タ
イ
ピ
ン
グ
ス
キ
ル

と
、
学
術
的
な
議
論
と
は
な
に

か
を
理
解
し
て
い
る
か
ど
う
か

が
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
私
は 

B
uilding Stage 

の
段
階
で

タ
イ
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
を
磨
き
、

オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
の
ど
ち
ら

で
も
、
学
術
的
な
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
受
験
者
は
プ

ロ
ン
プ
ト
︵
問
い
︶
に
つ
い
て

自
分
の
意
見
を
述
べ
る
よ
う
求

め
ら
れ
る
の
で
、
適
切
な
論
拠

や
例
を
用
い
て
、
自
分
の
意
見

を
裏
付
け
る
練
習
が
必
要
で

す
。
試
験
本
番
が
近
づ
い
て
き

た
ら
、
Ｅ
Ｔ
Ｓ
か
ら
出
て
い
る

採
点
機
能
付
き
無
料
オ
ン
ラ
イ

ン
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
テ
ス
ト
を
利

用
す
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

た
く
さ
ん
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
テ

ス
ト
を
受
け
る
よ
り
も
、
１
つ

の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
テ
ス
ト
を
、

満
足
の
い
く
ス
コ
ア
が
取
れ
る

ま
で
、
何
度
も
挑
戦
し
続
け
る

ほ
う
が
望
ま
し
い
で
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
次
の

ト
ピ
ッ
ク
の
練
習
に
進
む
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
セ
ク
シ
ョ
ン

は
、
６
〜
８
種
類
の
出
題
形
式

か
ら
な
る
10
問
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
１
問
は

段
落
の
中
に
文
章
を
挿
入
す
る

問
題
で
、
文
法
で
は
な
く
︵
受

験
者
の
︶
論
理
力
と
文
章
力
を

問
い
ま
す
。
こ
の
問
題
は
思
考

の
階
層
を
把
握
し
、
ラ
ン
ゲ
ー

ジ
・
ア
ー
ツ
︵
言
語
技
術
︶
の

基
礎
と
な
る
考
え
方
を
理
解
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
て
い

ま
す
。
別
の
問
題
で
は
、
サ
マ

リ
ー
の
中
に
当
て
は
ま
る
文
章

を
、
６
つ
の
選
択
肢
の
中
か
ら

３
つ
選
ぶ
よ
う
に
指
示
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
文
章
を
正
確
に
解

釈
す
る
必
要
性
を
さ
ら
に
強
調

し
て
い
ま
す
。

　

総
じ
て
今
回
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ

の
改
定
は
、
受
験
者
が
単
に
英

語
を
マ
ス
タ
ー
す
る
だ
け
で
な

く
、
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
、
幅
広
い
分
野
の
ト
ピ
ッ
ク

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
前
向
き
な
一
歩

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
は
単
に
語
彙
力
や
文
法
力

だ
け
で
な
く
、
理
解
力
、
表
現

力
、
論
理
性
、
そ
し
て
よ
り
専

門
的
な
ト
ピ
ッ
ク
へ
の
適
応
力

な
ど
も
、
語
学
力
に
重
要
な
要

素
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
の
６

年
生
と
８
年
生
は
、
８
月
23
日

か
ら
25
日
ま
で
の
２
泊
３
日
、

修
学
旅
行
で
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
ボ
ス
ト
ン
市
を
訪
れ
た
。

事
前
学
習
で
は
子
供
た
ち
の
興

味
や
関
心
を
も
と
に
見
学
場
所

を
調
べ﹁
ボ
ス
ト
ン
ト
リ
ッ
プ
﹂

と
題
し
た
し
お
り
を
作
成
、
調

べ
た
内
容
を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
共

有
し
た
。
事
後
学
習
で
は
、
実

際
に
見
て
聞
い
て
感
じ
た
こ
と

を
﹁
ボ
ス
ト
ン
見
聞
録
﹂
と
題

し
て
ス
ラ
イ
ド
に
整
理
し
、
そ

の
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
す
る
。

　

初
日
の
テ
ー
マ
は
﹁
歴
史
を

学
ぶ
﹂。
フ
リ
ー
ダ
ム
ト
レ
イ

ル
を
歩
い
た
。
一
般
的
な
観
光

で
は
立
ち
寄
ら
な
い
よ
う
な
ス

ポ
ッ
ト
も
巡
り
、
日
本
人
ガ
イ

ド
か
ら
の
解
説
や
豆
知
識
に
聞

き
入
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
独
立
の

歴
史
に
ボ
ス
ト
ン
が
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
理
解

を
深
め
て
い
っ
た
。

　

２
日
目
の
テ
ー
マ
は
﹁
学
園

都
市
を
知
る
︵
１
︶﹂。
日
本
人

ガ
イ
ド
に
よ
る
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
Ｍ

Ｉ
Ｔ
に
縁
の
あ
る
歴
史
上
の
人

物
や
整
然
と
並
ぶ
研
究
室
を
見

学
し
な
が
ら
、
緑
豊
か
な
構
内

を
歩
い
た
。
子
供
た
ち
は
大
学

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
あ
る
﹁
理
学

と
技
術
の
融
合
﹂
を
感
じ
、
特

に
キ
リ
ア
ン
コ
ー
ト
の
上
に
悪

戯
を
し
た
学
生
の
逸
話
や
そ
の

実
物
を
見
て
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
創
造
性

が
こ
ん
な
日
常
か
ら
由
来
し
て

い
る
こ
と
を
印
象
深
く
感
じ
た

よ
う
だ
。
昼
食
は
ク
イ
ン
シ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
移
動
し
て
英
語

で
や
り
と
り
し
な
が
ら
注
文
し

た
。
全
員
、
名
物
の
ロ
ブ
ス
タ

ー
ロ
ー
ル
を
注
文
し
そ
の
味
を

堪
能
し
た
。
午
後
の
テ
ー
マ
は

﹁
文
化
を
知
る
﹂。
ニ
ュ
ー
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
水
族
館
で
は
、
メ
イ

ン
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る

﹁
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
オ
ー
シ
ャ

ン
・
タ
ン
ク
﹂
を
巡
り
、
目
を

輝
か
せ
て
い
た
。
海
洋
生
物
の

多
様
性
を
感
じ
な
が
ら
生
物
の

保
護
や
研
究
、
海
に
関
す
る
環

境
問
題
へ
の
意
識
を
新
た
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
だ
。

　

最
終
日
の
テ
ー
マ
は
﹁
学
園

都
市
を
知
る
︵
２
︶﹂。
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
を
訪
問
し
、
学
生
ガ

イ
ド
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
に
参
加
し
た
。
構
内
を
巡
り

な
が
ら
英
語
に
よ
る
説
明
を
熱

心
に
聴
い
た
。
大
雨
で
も
あ
り

内
容
が
理
解
で
き
な
い
場
面
で

は
、
在
米
８
年
の
生
徒
が
進
ん

で
翻
訳
し
た
。
帰
り
の
車
内
で

は
笑
顔
で
語
り
合
う
様
子
に
、

充
実
し
た
３
日
間
と
な
っ
た
こ

と
が
伺
え
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

ボ
ス
ト
ン
へ
修
学
旅
行

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
校
﹁
日

よ
う
び
は
日
本
語
で
あ
そ
ぼ

う
﹂
は
、
８
月
27
日 

に
﹁
夏

祭
り
ご
っ
こ
﹂
を
行
っ
た
。
参

加
し
た
子
ど
も
達
は
浴
衣
や
甚

平
、
法
被
な
ど
を
着
て
、
学
園

オ
リ
ジ
ナ
ル
盆
踊
り
の
﹁
よ
い

こ
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
音
頭
﹂
を

踊
っ
た
り
、
大
き
な
和
太
鼓
を

た
た
い
た
り
、
ミ
ニ
お
神
輿
を

担
い
だ
り
し
た
。
そ
の
後
、
縁

日
気
分
を
味
わ
え
る
﹁
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
﹂
﹁
わ
な

げ
﹂
﹁
お
面
作
り
﹂
﹁
魚
釣
り
﹂

﹁
暗
闇
ト
ン
ネ
ル
﹂
な
ど
の
遊

び
を
楽
し
み
、
夏
の
思
い
出
を

作
っ
た
。
次
回
の
イ
ベ
ン
ト
は

10
月
１
日
に
﹁
運
動
会
ご
っ

こ
﹂
を
開
催
予
定
。
詳
細
は

学
園
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

japaneseschool.org/

を
参

照
。

夏祭りごっこ
NY 育英学園

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
の

系
列
校
、
り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
︵
Ｎ
Ｊ
州
フ
ォ
ー
ト

リ
ー
︶
保
育
部
門
﹁
き
り
ん
の

へ
や 

こ
ど
も
園
﹂
で
は
、﹁
日

本
の
夏
﹂
を
テ
ー
マ
に
お
祭
り

遊
び
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
、

子
ど
も
た
ち
は
浴
衣
や
甚
平
を

着
て
登
園
。
い
つ
も
と
違
う
装

い
に
、
少
し
照
れ
た
よ
う
に
挨

拶
を
交
わ
し
た
。保
育
室
に
は
、

イ
チ
ゴ
飴
、
か
き
氷
、
焼
き
そ

ば
、
お
好
み
焼
き
、
た
こ
焼
き
、

輪
投
げ
、
ス
イ
カ
割
り
な
ど
小

さ
な
屋
台
が
ず
ら
り
と
並
ん

だ
。
全
て
が
手
作
り
で
、
か
き

氷
は
白
い
紙
を
氷
に
見
立
て
、

赤
、
黄
、
水
色
の
ペ
イ
ン
ト
を

上
か
ら
か
け
た
ク
ラ
フ
ト
か
き

氷
。
子
ど
も
た
ち
は
﹁
い
ち
ご

味
の
か
き
氷
く
だ
さ
い
！
﹂
と

赤
い
か
き
氷
を
手
に
取
り
、
買

い
物
袋
に
入
れ
た
。
ス
イ
カ
割

り
は
、
段
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
ス

イ
カ
を
﹁
え
い
！
﹂
と
勢
い
よ

く
棒
で
叩
い
て
み
る
が
、
な

か
な
か
割
れ
ず
、
最
後
は
両
手

を
使
っ
て
割
っ
て
い
た
。
そ
し

て
買
っ
た
物
を
見
せ
合
い
、
折

り
紙
の
コ
マ
を
回
す
練
習
を
し

た
。
日
本
の
お
祭
り
を
楽
し
ん

だ
子
ど
も
た
ち
は
、
嬉
し
そ
う

に
買
い
物
袋
を
持
ち
帰
っ
た
。

　

き
り
ん
の
へ
や 

こ
ど
も
園

は
、
お
月
見
、
敬
老
の
日
、

親
子
で
集
う
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
等
々
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
予
定
。
体
験
ク
ラ

ス
や
申
し
込
み
は
随
時
受
付

中
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
７
０
７
ま

で
。
ま
た
、
り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
は
親
子
プ
レ
イ

グ
ル
ー
プ
を
平
日
に
開
催
、﹁
お

ひ
さ
ま
く
ら
ぶ
﹂
と
題
し
た
乳

幼
児
対
象
の
日
曜
親
子
体
験
イ

ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
も
受
け
付

け
て
い
る
。

お
祭
り
遊
び

り
ん
ご
ラ
ー
ニ
ン
グ

https://satoricollegeplanning.com/
http://www.betteratmath.com
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
http://maikopiano.com/
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商
店
街
や
市
場
が
活
気
に
溢

れ
、
主
婦
が
毎
日
専
門
店
に
買

い
物
に
行
く
の
が
当
た
り
前
だ

っ
た
昭
和
の
時
代
。
酒
屋
さ
ん

や
お
米
屋
さ
ん
な
ど
重
い
商
品

を
取
り
扱
う
専
門
店
は
、
注
文

す
る
と
軽
ト
ラ
に
乗
っ
て
自
宅

に
商
品
を
配
達
し
て
く
れ
て
い

た
。
そ
の
時
に
必
ず
と
い
っ
て

目
に
し
た
の
は
、
お
店
の
人

が
締
め
て
い
る
前
掛
け
。﹁
商

い
﹂
の
象
徴
で
も
あ
る
前
掛
け

に
は
、
屋
号
や
電
話
番
号
な
ど

お
店
の
情
報
も
書
か
れ
、
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
だ
け

で
な
く
、﹁
歩
く
お
店
の
看
板
﹂

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い

た
。

　

そ
ん
な
前
掛
け
だ
が
、
時
代

が
移
り
、
郊
外
に
居
住
す
る
人

が
増
え
て
、
人
々
が
自
動
車
で

ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
食
品
を
ま

と
め
買
い
す
る
よ
う
に
な
る
と

専
門
店
が
減
っ
て
し
ま
い
、
そ

れ
に
呼
応
し
て
前
掛
け
を
目
に

す
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
﹁
歴
史
も
あ
り
、

機
能
性
に
も
優
れ
た
前
掛
け
の

灯
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と

立
ち
上
が
っ
た
の
が
有
限
会
社

エ
ニ
シ
ン
グ
の
代
表
取
締
役
社

長
、
西
村
和
弘
さ
ん
。
か
つ
て

前
掛
け
製
造
の
中
心
地
だ
っ
た

愛
知
県
豊
橋
市
で
唯
一
残
っ
て

い
た
高
齢
の
職
人
さ
ん
た
ち
の

話
を
聞
い
て
一
念
発
起
。
日
本

で
唯
一
の
﹁
前
掛
け
専
門
店
﹂

を
設
立
し
た
。
そ
の
後
、
後
継

者
問
題
に
悩
ん
で
い
た
工
場
に

若
い
職
人
た
ち
を
送
り
こ
ん
で

技
術
を
学
ば
せ
、
事
業
を
継
承

し
、
一
昨
年
に
は
豊
橋
市
内
に

新
工
場
も
建
設
し
た
。
先
達
か

ら
受
け
継
い
だ
、
日
本
史
の
教

科
書
に
も
出
て
く
る
１
０
０
年

商
い
の
象
徴
﹁
前
掛
け
﹂

伝
統
の
技
法
を
引
き
継
ぎ
、
世
界
へ

﹁
シ
ョ
ッ
プ
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
で
販
売

　

そ
ん
な
前
掛
け
が
商
人
の
間

で
定
着
し
た
歴
史
は
、
江
戸
時

代
ま
で
遡
る
。
体
の
前
に
布
を

掛
け
る
︵
垂
ら
す
︶
こ
と
か
ら

﹁
前
掛
け
﹂
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
の
作
業
着
は
、
衣

類
の
汚
れ
を
防
ぐ
た
め
と
い
う

だ
け
で
な
く
、
腰
ひ
も
を
骨
盤

の
上
で
強
く
縛
る
こ
と
に
よ
っ

て
腰
に
か
か
る
負
担
を
軽
減

し
、
重
い
荷
物
を
運
ぶ
商
人
や

職
人
を
け
が
か
ら
守
る
役
割
も

果
た
し
、
製
造
業
の
職
人
や
商

人
の
間
で
重
宝
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
明
治
時
代
に
な
る
と

屋
号
が
染
め
抜
か
れ
る
よ
う
に

な
り
今
の
形
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
戦
後
、
日
本
の
経
済
成
長

と
共
に
、
広
告
的
役
割
に
も
着

目
し
た
メ
ー
カ
ー
が
大
量
に
配

布
し
た
こ
と
に
よ
り
前
掛
け
の

人
気
が
沸
騰
し
、
全
国
に
一
気

に
広
ま
っ
て
、﹁
昭
和
の
仕
事

着
﹂の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
。

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
エ

ニ
シ
ン
グ
社
の
努
力
の
甲
斐
も

あ
り
、﹁
レ
ト
ロ
の
雰
囲
気
が

か
え
っ
て
カ
ッ
コ
い
い
。﹂﹁
昭

和
世
代
の
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
ら
懐
か
し
が
っ
て
喜
ば
れ

た
。﹂
な
ど
と
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
ラ
ー

メ
ン
店
や
居
酒
屋
な
ど
飲
食
店

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
も
ど

ん
ど
ん
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
前
掛
け
の
人
気
は
復
活

し
た
。

　

エ
ニ
シ
ン
グ
社
は
海
外
に
も

「前掛け」 前掛け専門店エニシング

以
上
前
の
ト
ヨ
タ
製
や
ス
ズ
キ

製
の
シ
ャ
ト
ル
織
機
を
使
用
し

て
織
ら
れ
た
丈
夫
な
帆
布
に
、

伝
統
的
な
加
工
を
施
し
た
本
格

的
な
製
造
法
で
作
ら
れ
た
エ
ニ

シ
ン
グ
の
前
掛
け
は
、
洗
っ
て

も
長
持
ち
し
、
使
い
こ
な
す
ほ

ど
に
味
が
出
る
魅
力
的
な
逸
品

だ
。

　

様
々
な
企
業
と
コ
ラ
ボ
す
る

形
で
若
い
人
に
前
掛
け
の
魅
力

目
を
向
け
た
。
２
０
０
７
年
の

Ｎ
Ｙ
出
張
を
皮
切
り
に
、
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
積
極
的

に
展
示
会
な
ど
に
出
店
。
エ
プ

ロ
ン
と
は
違
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

ワ
ー
ク
ウ
ェ
ア
と
し
て
の
機
能

性
と
、
日
本
伝
統
の
工
法
で
作

ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
が
認
め
ら

れ
、
今
で
は
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ
や
大
英

博
物
館
、
そ
の
他
の
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
で
も
取
り
扱
わ
れ
て

お
り
、
世
界
に
も
﹁
Ｍ
Ａ
Ｅ
Ｋ

Ａ
Ｋ
Ｅ
﹂
の
魅
力
が
伝
わ
り
始

め
て
い
る
。

　

そ
ん
な
エ
ニ
シ
ン
グ
社
の
前

掛
け
を
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活

プ
レ
ス
社
が
８
月
に
立
ち
上
げ

た
、
日
本
独
自
の
製
法
や
伝
統

の
工
法
で
作
ら
れ
た
高
品
質
商

品
に
特
化
し
て
販
売
す
る
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
﹁
シ
ョ
ッ
プ

Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
で
も
発
売
中
。
現

在
、
同
サ
イ
ト
で
扱
っ
て
い
る

商
品
は
二
通
り
。

　

高
級
で
丈
夫
な
１
号
生
地
で

作
ら
れ
た
﹁
無
地
カ
フ
ェ
前
掛

け
﹂
は
丈
が
短
め
に
作
ら
れ
て

お
り
、
身
長
が
低
い
女
性
が
締

め
て
も
バ
ッ
チ
リ
決
ま
る
。
本

来
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
従
業
員
の

た
め
に
開
発
さ
れ
た
タ
イ
プ
な

の
で
、
ポ
ケ
ッ
ト
も
付
い
て
お

り
大
変
実
用
的
な
の
が
特
長
。

色
は
、前
掛
け
ら
し
い
紺
色
と
、

個
性
的
な
か
ら
し
色
の
２
種
類

か
ら
選
べ
る
。
ま
た
、
素
敵
な

ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
の
で
、

ギ
フ
ト
と
し
て
も
最
適
だ
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
数
年
前
に

Ｎ
Ｙ
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア
で

出
店
し
大
人
気
だ
っ
た
﹁
ロ
ン

グ
前
掛
け
﹂。
こ
ち
ら
は
２
号

生
地
で
織
ら
れ
イ
ラ
ス
ト
も
プ

リ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、
明
治
か

ら
昭
和
に
使
わ
れ
て
い
た
前
掛

け
の
イ
メ
ー
ジ
を
完
全
再
現
し

た
タ
イ
プ
で
、﹁
招
き
猫
﹂﹁
酒
﹂

や
北
斎
や
写
楽
の
浮
世
絵
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
た
全
５
種
類
の
デ

ザ
イ
ン
か
ら
選
べ
る
。
こ
ち
ら

も
可
愛
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
紙
袋

に
入
っ
て
い
る
の
で
お
土
産
や

ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
も
お
勧
め
。

　

Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
園
芸
、
ア

ー
ト
制
作
な
ど
の
時
に

も
使
え
る
オ
シ
ャ
レ
で

実
用
的
な
﹁
前
掛
け
﹂。

日
本
文
化
に
興
味
の
あ

る
ア
メ
リ
カ
人
の
前
で

締
め
れ
ば
人
気
者
に
な

る
こ
と
間
違
い
な
し

だ
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
生
活
プ
レ
ス
社
で

は
、
既
製
品
の
前
掛
け

販
売
だ
け
で
な
く
、
飲

食
店
向
け
や
ギ
フ
ト
向

け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
前
掛

け
制
作
オ
ー
ダ
ー
も
請

け
負
っ
て
い
る
。
世
界

に
一
つ
だ
け
の
前
掛
け

を
作
っ
て
み
て
は
？

問い合わせは、info@nyseikatsu.com まで。

mailto:info@nyseikatsu.com
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八
月
十
二
日
に
わ
た
し
の

た
ん
じ
ょ
う
日
会
を
し
ま
し

た
。
は
じ
め
て
た
く
さ
ん
と

も
だ
ち
を
よ
ん
で
、
か
ん
な

ち
ゃ
ん
と
ご
う
ど
う
で
し
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
お
も
い

き
っ
て
ア
メ
リ
カ
人
を
よ
ん

で
み
ま
し
た
。
な
ま
え
は
リ

リ
ー
で
す
。
な
ぜ
リ
リ
ー
を

よ
ん
で
み
た
か
と
い
う
と
、

リ
リ
ー
は
、
リ
リ
ー
の
た
ん

じ
ょ
う
日
に
よ
ん
で
く
れ
た

か
ら
で
す
。

　

わ
た
し
の
た
ん
じ
ょ
う
日

会
で
は
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
、
し
ゃ
て
き
、
う
ち

わ
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
な

か
で
も
た
の
し
か
っ
た
の
は
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
で

す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ス

ー
パ
ー
ボ
ー
ル
の
が
ら
が
か

わ
い
い
し
、
た
く
さ
ん
す
く

え
た
か
ら
で
す
。

　

わ
た
し
が
い
ち
ば
ん
う
れ

し
か
っ
た
の
は
、
リ
リ
ー
が

﹁
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
エ
バ
ー
﹂
と

い
っ
て
く
れ
た
こ
と
と
、
み

ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
ゆ
か
た

を
き
た
こ
と
で
す
。

　

ぜ
ん
ぶ
す
ご
く
た
の
し
か

っ
た
で
す
。
さ
い
し
ょ
は
リ

リ
ー
が
き
て
く
れ
る
か
ど
う

か
、
ど
き
ど
き
し
た
け
れ
ど
、

だ
ん
だ
ん
リ
リ
ー
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
、

お
も
し
ろ
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
す
ご
く
た
の
し
か
っ
た

の
で
、
ま
た
ら
い
ね
ん
も
と

も
だ
ち
と
た
ん
じ
ょ
う
日
会

を
し
た
い
で
す
。

　
　

  　
︵
滞
米
３
年
６
か
月
︶

　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
と
は
第
二

次
世
界
大
戦
末
期
に
お
い
て
、

連
合
国
が
日
本
の
降
伏
を
勧

告
す
る
た
め
の
宣
言
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
、

ア
メ
リ
カ
が
話
し
合
い
、
イ

ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国

が
調
印
し
た
。
日
本
が
こ
の

宣
言
を
受
け
入
れ
な
い
と
、

早
く
て
完
全
な
破
滅
が
あ
る

と
い
う
内
容
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
対

し
、
日
本
は
﹁
黙
殺
す
る
﹂

と
発
表
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ

や
外
国
の
通
信
社
は
こ
れ
を

﹁
拒
否
す
る
﹂
と
捉
え
、
速
く

て
完
全
な
破
滅
で
あ
る
原
爆

投
下
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後

日
本
は
敗
戦
を
認
め
、
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、
太
平

洋
戦
争
は
幕
を
閉
じ
る
こ
と

と
な
っ
た
の
だ
。

　

僕
は
調
べ
る
う
ち
に
驚
愕

の
事
実
を
知
っ
た
。
原
爆
投

下
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
発
表

前
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
と
い

う
の
だ
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
発

表
前
の
1
9
4
5
年
7
月
16

日
、
ア
メ
リ
カ
で
核
実
験
が

成
功
し
た
と
い
う
知
ら
せ
を

機
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
ー

マ
ン
大
統
領
は
日
本
に
原
爆

を
落
と
す
こ
と
を
決
意
し
て

い
た
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
草
案

時
に
は
、
﹁
天
皇
制
存
続
の

保
障
﹂
の
条
項
が
あ
っ
た
が
、

わ
ざ
と
そ
れ
を
削
除
し
た
の

で
あ
る
。
ず
っ
と
昔
か
ら
天

皇
を
大
切
に
し
て
き
た
日
本

に
と
っ
て
、
天
皇
が
ど
の
よ

う
に
扱
わ
れ
る
か
が
わ
か
ら

な
い
宣
言
の
受
諾
を
渋
る
の

を
、
ア
メ
リ
カ
は
わ
か
っ
て

い
た
の
だ
。
原
爆
を
落
と
し

た
の
は
、
戦
争
を
早
く
終
わ

ら
せ
る
た
め
だ
っ
た
の
か
、

ア
メ
リ
カ
の
力
を
見
せ
つ
け

ソ
連
を
け
ん
制
す
る
た
め
だ

っ
た
の
か
、
原
爆
の
威
力
を

試
し
た
か
っ
た
の
か
、
様
々

な
説
が
あ
る
そ
う
だ
。
僕
は

こ
の
事
実
を
知
り
、
何
と
も

言
え
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

戦
争
の
勝
利
国
に
な
り
、
世

界
の
頂
点
に
君
臨
し
た
ア
メ

リ
カ
の
力
を
示
す
た
め
に
広

島
と
長
崎
の
人
が
被
害
に
あ

っ
た
の
か
と
。

　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
作
り
、

戦
争
を
終
わ
ら
せ
た
ア
メ
リ

カ
は
ヒ
ー
ロ
ー
だ
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
原
子
爆
弾
の
投
下
を

抜
き
に
し
た
場
合
に
だ
け
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
す

ぐ
に
受
け
入
れ
、
原
爆
投
下

の
機
会
を
与
え
ず
戦
争
が
終

わ
っ
て
い
た
な
ら
ば
良
か
っ

た
と
僕
は
思
う
。
そ
う
す
れ

ば
多
く
の
命
が
救
え
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
と
、
悔
し

く
て
仕
方
が
な
い
。

　

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
自
体
は
、

僕
は
あ
っ
て
良
か
っ
た
と
思

う
。
も
し
も
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

が
な
く
、
そ
の
ま
ま
戦
争
が

続
い
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
当
時
不
利

な
状
況
に
あ
っ
た
日
本
は
、

ド
イ
ツ
の
よ
う
に
4
つ
に
分

割
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
東
京
も
ベ
ル
リ
ン
の
よ

う
に
壁
が
で
き
て
、
通
行
す

ら
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
最
悪
の
場
合
、
日
本

と
い
う
国
が
消
え
て
な
く
な

っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

誰
だ
っ
て
勝
負
事
に
負
け

る
の
は
嫌
い
だ
ろ
う
。
日
本

も
負
け
を
認
め
た
く
な
か
っ

た
気
持
ち
も
わ
か
る
。
だ
か

ら
無
謀
な
負
け
戦
争
を
続
け

無
駄
な
死
者
数
を
増
や
し
た

の
だ
。
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
を
受
け
入
れ
る
ま
で
の
葛

藤
、
他
国
の
動
き
を
知
り
、

戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
難
し
さ

を
感
じ
た
。
戦
争
を
始
め
る

の
は
簡
単
だ
が
、
終
わ
ら
せ

る
の
は
難
し
い
と
思
っ
た
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
戦
争
を

終
わ
ら
せ
る
事
が
で
き
る
の

か
。
答
え
は
簡
単
で
あ
る
。

始
め
な
け
れ
ば
よ
い
の
だ
。

太
平
洋
戦
争
で
は
僕
た
ち
と

同
じ
14
か
ら
15
歳
の
兵
士
た

ち
﹁
特
別
年
少
兵
﹂
が
戦
場

に
い
た
そ
う
だ
。
彼
ら
は
約

3
2
0
0
人
い
た
そ
う
だ
が

約
2
0
0
0
人
が
戦
死
し
た
。

自
由
が
な
く
、
い
つ
死
ぬ
か

も
わ
か
ら
ず
、
自
分
の
命
を

国
の
た
め
、
そ
し
て
天
皇
の

た
め
に
捧
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
ん
な
生
き
方
を
僕

は
し
た
く
な
い
し
、
他
の
人

に
も
し
て
ほ
し
く
な
い
。
そ

の
た
め
に
、
僕
た
ち
は
戦
争

を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
７
年
︶

 ﹁
わ
た
し
の
た
ん
じ
ょ
う
日
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野　

百
花

 ﹁
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を

受
諾
し
な
か
っ
た
理
由
﹂

　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
山　

英
士　

 ■児童生徒作文のページ■
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わ
た
し
が
よ
ん
だ
ほ
ん
は
、

こ
す
ず
め
が
だ
い
ぼ
う
け
ん

を
す
る
お
は
な
し
で
す
。
こ

す
ず
め
が
と
べ
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
じ
ぶ
ん
で
ぼ
う
け

ん
を
す
る
こ
と
を
き
め
て
、

ぼ
う
け
ん
に
し
ゅ
っ
ぱ
つ
す

る
お
は
な
し
で
す
。

　

こ
の
ほ
ん
を
え
ら
ん
だ
り

ゆ
う
は
、
わ
た
し
は
ぼ
う
け

ん
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
い

っ
ぱ
い
の
ほ
ん
が
す
き
だ
か

ら
で
す
。

　

わ
た
し
は
こ
の
ほ
ん
を
よ

ん
で
、
か
わ
い
そ
う
な
と
り

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ほ
か

の
と
り
た
ち
は
だ
れ
も
す
で

や
す
ま
せ
て
く
れ
な
い
か
ら

で
す
。
わ
た
し
な
ら
こ
す
ず

め
を
お
か
あ
さ
ん
の
と
こ
ろ

ま
で
は
こ
ん
で
あ
げ
る
の
に

な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

  　
︵
米
国
生
ま
れ
︶  ﹁

筋
ト
レ
の
い
い
影
響
﹂

　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄　

ル
ー
カ
ス

　

こ
の
世
の
中
に
は
、
ち
ゃ

ん
と
し
た
筋
ト
レ
を
す
る
人

が
増
え
た
ら
も
っ
と
い
い
世

界
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
筋

ト
レ
に
よ
っ
て
世
界
に
は
い

ろ
い
ろ
な
い
い
影
響
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
肥
満
で
す
。

肥
満
は
世
界
的
な
問
題
で
す
。

　

肥
満
の
人
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
筋
ト
レ
で
そ
の
数
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
も
筋
ト
レ
も
せ
ず
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
い
た
ら
太
っ
て

ま
し
た
。
そ
の
時
は
絶
対
に

食
生
活
を
変
え
な
い
と
思
っ

て
い
た
け
れ
ど
、
筋
ト
レ
を

し
て
い
く
と
自
然
と
食
生
活

に
も
気
を
付
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
鍛
え
て
い
る
と
、

人
は
そ
の
周
り
に
も
気
に
す

る
よ
う
に
な
り
、
も
っ
と
健

康
に
な
り
ま
す
。
食
生
活
を

良
く
し
た
く
な
い
人
や
、
見

た
目
を
気
に
し
て
ジ
ム
に
い

け
な
い
人
も
、
今
の
時
代
、

家
で
鍛
え
ら
れ
る
方
法
と
か
、

ど
う
鍛
え
ら
れ
る
か
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
筋
ト

レ
を
始
め
た
ら
食
事
も
肥
満

も
減
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
け
が
や
諸
々
な
健
康

で
す
。
鍛
え
て
い
る
人
、
例

え
ば
パ
ワ
ー
リ
フ
タ
ー
は
一

般
の
人
に
比
べ
て
ヘ
ル
ニ
ア

に
な
る
確
率
は
40
％
も
低
い

の
で
す
。
こ
れ
は
正
し
い
フ

ォ
ー
ム
と
ウ
ェ
イ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
い
い
情
報
が
あ
っ

て
の
こ
と
。
鍛
え
る
と
体
中

の
筋
肉
も
強
く
な
り
、
衝
撃

な
ど
に
強
く
な
り
、
け
が
を

し
に
く
く
な
り
ま
す
。
鍛
え

る
と
健
康
に
も
な
り
ま
す
。

鍛
え
る
と
心
臓
や
肺
や
骨
が

強
く
な
り
、
今
も
、
年
と
っ

た
後
も
、
若
く
元
気
で
い
ら

れ
ま
す
。
け
が
が
少
な
く
な

り
、
健
康
的
な
体
と
精
神
を

持
つ
人
が
多
い
世
界
の
ほ
う

が
絶
対
い
い
世
界
で
す
。

　

そ
し
て
そ
れ
を
ど
う
実
現

さ
せ
る
か
。
第
一
に
必
要
な

の
が
知
識
で
す
。
今
の
時
代
、

い
ろ
い
ろ
調
べ
ら
れ
る
便
利

な
世
の
中
で
す
。
だ
が
そ
れ

は
間
違
っ
た
情
報
が
多
い
。

自
分
だ
っ
て
間
違
っ
た
情
報

で
今
思
え
ば
と
ん
で
も
な
い

こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。
ジ

ム
で
も
ち
ゃ
ん
と
し
た
フ
ォ

ー
ム
や
ち
ゃ
ん
と
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
な
い
人
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
ち
ゃ
ん
と
し
た

情
報
が
あ
れ
ば
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
人
も
、

ど
う
始
め
れ
ば
い
い
か
わ
か

る
し
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
メ
ン

タ
ル
と
成
長
が
で
き
ま
す
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
情
報
を
提
供

す
る
組
織
や
国
が
出
せ
ば
、

間
違
っ
た
情
報
が
減
っ
て
ジ

ム
に
行
く
の
が
恥
ず
か
し
い
、

お
金
が
な
い
、
時
間
が
な
い
、

と
い
う
人
に
も
ど
う
鍛
え
れ

ば
い
い
か
伝
え
ら
れ
、
い
ず

れ
は
自
信
、
お
金
、
時
間
が

で
き
た
ら
思
う
存
分
鍛
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

筋
ト
レ
を
始
め
た
と
き
、

Y
ouT

ube

や
ネ
ッ
ト
で
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
見
ま
し
た
。

そ
こ
で
一
番
の
間
違
い
は
筋

ト
レ
の
や
り
方
の
勘
違
い
で

し
た
。
最
初
は
典
型
的
な
十

回
３
セ
ッ
ト
を
や
っ
て
、
や

た
ら
と
適
当
に
ヴ
ォ
リ
ュ
ー

ム
を
増
や
し
て
、
質
の
悪
い

セ
ッ
ト
を
繰
り
返
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
を
す
る
と
や
っ

た
感
が
あ
り
、
初
心
者
な
ら

こ
れ
で
成
長
で
き
ま
す
が
、

途
中
か
ら
、
や
り
す
ぎ
や
質

が
悪
い
の
で
成
長
が
し
に
く

く
な
り
ま
す
。
成
長
し
な
い

の
で
さ
ら
に
量
を
増
や
し
て

い
っ
て
、
結
局
体
の
回
復
が

追
い
付
か
ず
、
け
が
を
す
る

可
能
性
が
増
え
ま
す
。
成
長

が
な
く
結
果
も
出
な
い
の
で
、

け
が
を
し
た
ら
人
は
あ
き
ら

め
た
り
や
め
た
り
し
て
し
ま

う
と
思
い
ま
す
。
実
際
ジ
ム

で
見
た
の
が
、
こ
の
無
駄
に

質
の
悪
い
セ
ッ
ト
の
多
い
メ

ニ
ュ
ー
を
す
る
人
が
多
か
っ

た
で
す
。
こ
う
い
う
人
に
ち

ゃ
ん
と
し
た
情
報
を
伝
え
れ

ば
み
ん
な
に
結
果
が
出
て
、

も
っ
と
楽
し
ん
で
筋
ト
レ
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　

今
、
自
分
が
や
っ
て
い
る

筋
ト
レ
は
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
用
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
Ｓ
Ｂ

Ｄ
︵
ス
ク
ワ
ッ
ト
、
ベ
ン
チ
、

デ
ッ
ド
リ
フ
ト
︶
を
鍛
え
る

競
技
な
の
で
、
こ
の
三
種
目

の
ど
れ
か
か
何
個
か
を
毎
日

す
る
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
。

一
日
に
す
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

は
多
く
て
4
つ
で
、
毎
日
が

重
い
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
増
や
し
過

ぎ
な
い
の
で
余
分
な
疲
労
も

減
り
、
重
い
日
と
軽
い
日
を

分
け
る
こ
と
で
、
ス
ク
ワ
ッ

ト
や
デ
ッ
ド
リ
フ
ト
な
ど
疲

労
が
す
ご
く
た
ま
る
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
や
り
な
が
ら
、
体

に
回
復
す
る
余
裕
を
与
え
て
、

よ
り
気
持
ち
の
い
い
効
果
の

あ
る
い
い
筋
ト
レ
に
な
り
ま

す
。

　

結
論
的
に
い
う
と
、
筋
ト

レ
に
よ
っ
て
世
界
の
健
康
が

よ
く
な
り
、
人
の
意
識
が
よ

く
な
り
ま
す
。
筋
ト
レ
に
よ

っ
て
ド
ー
パ
ミ
ン
が
出
て
、

人
は
う
れ
し
く
な
り
、
う
れ

し
く
な
っ
た
ら
世
界
が
よ
く

な
る
。
何
よ
り
悪
い
と
こ
ろ

の
な
い
筋
ト
レ
を
楽
し
く
進

ん
で
や
る
人
が
ほ
と
ん
ど
の

世
界
に
な
れ
れ
ば
、
世
界
中

の
問
題
は
解
決
で
き
な
く
と

も
、
金
持
ち
か
ら
貧
困
な
人

ま
で
喜
び
が
あ
っ
て
多
少
な

り
と
も
世
界
は
い
い
と
こ
ろ

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

  　
︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
　

https://japaneseschool.org
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
イ
ー
ス
ト
に
あ
る
２
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
。
28
階
に
あ
り
、
マ
ス
タ

ー
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
は
な
い
方
の
寝
室
が
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー

に
面
し
て
お
り
、
日
当
た
り
も
良
く
、
景
色
も
い
い
眺
め
で

ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
や
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
使
う
の
に
最
適

だ
。
大
き
な
パ
ン
ト
リ
ー
︵
食
器
棚
︶、
洗
濯
機
・
乾
燥
機

が
室
内
に
あ
り
、
浴
室
は
１
バ
ス
タ
ブ
、
１
シ
ャ
ワ
ー
の
２

浴
室
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
生
活
を
し
て
、
自
宅
で
仕
事
を

す
る
の
も
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
内
の
オ
フ
ィ
ス
に
通
勤
す
る
の

も
、
ど
ち
ら
も
便
利
で
、
絵
に
描
い
た
よ
う
な
Ｎ
Ｙ
生
活
を

期
待
で
き
る
。
販
売
価
格
は
１
４
９
万
５
０
０
０
ド
ル
。

　

ど
う
い
う
人
が
住
む
の
だ
ろ
う
か
と
想
像
を
巡
ら
せ
る
。

場
所
と
価
格
か
ら
し
て
、
子
育
て
世
代
の
夫
婦
と
い
う
よ
り

は
、
子
育
て
が
終
わ
っ
て
一
段
落
し
、
郊
外
の
広
い
家
を
処

分
し
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
再
び
戻
っ
て
き
た
熟
年
カ
ッ
プ
ル

の
住
ま
い
に
ピ
ッ
タ
リ
か
、
な
ど
と
勝
手
に
思
う
が
、
何
し

ろ
高
額
所
得
者
が
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
て
い
る
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
だ
け
に
、
案
外
今
で
は
若
い
カ
ッ
プ
ル
で
も
手
が
届
い
て

い
る
時
代
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話　

３
４
７
・
５
４
６
・
５
３
１
８
、

Ｅ
メ
ー
ル rika.furum

oto@
gm

ail.com

　

山
崎
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
︶

イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー
の
眺
望
が
あ
る
２
寝
室

　

メ
ッ
ツ
の
本
拠
地
、
シ
テ
ィ

フ
ィ
ー
ル
ド
で
８
月
25
日
開
催

さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ヘ
リ

テ
ー
ジ
・
ナ
イ
ト
の
試
合
途
中

４
回
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

歴
史
評
議
会
の
設
立
メ
ン
バ
ー

の
一
人
で
あ
る
古
本
武
司
さ
ん

︵
79
︶
が
、
退
役
軍
人
表
彰
を

メ
ッ
ツ
球
団
か
ら
受
け
た
。
同

球
団
が
毎
試
合
１
人
、
退
役
軍

人
を
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
、

古
本
さ
ん
は
、
１
９
４
４
年
に

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
北
部
の
ツ

ー
ル
レ
イ
ク
強
制
収
容
所
で
生

ま
れ
、
１
９
６
８
年
か
ら
71
年

ま
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
従
軍
し

た
。
帰
国
後
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
悩

ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
の
不
動
産
業
で
成
功
を
収
め

た
。
同
氏
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

に
お
け
る
功
績
に
よ
り
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
か
ら
も
功
労
勲

章
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

退
役
軍
人
の
古
本
さ
ん

メ
ッ
ツ
球
団
が
表
彰

折
原
美
樹
が
出
演

お
の
こ
ろ
で
踊
る

　ダンサーの折原美樹が、9 月２４、25 日、午後７時
からマーサ・グラハム・スタジオ（ベスーン通り５５
番地、 １１階。作曲家の合屋正虎の作品で古事記から
インスピレーションを受けた作品「おのころ」の演奏
で踊る。チェンバー楽器に雅楽ー龍笛、笙、篳篥など
日本の楽器を使った作品。チケットは 30 ドル。学生
とシニアは 15 ドル。https://www.ram-nyc.org/

RAM and “Tokyo to New York”

http://kiku-ny.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
tel:2122136069
mailto:rika.furumoto@gmail.com
https://www.ram-nyc.org/
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最
近
、Y

ouT
ube

を
開
く

と
、
ト
ッ
プ
画
面
に
出
て
く
る

動
画
が
あ
り
ま
す
。
ト
ッ
プ
に

出
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
私
の

検
索
履
歴
や
趣
味
も
Ａ
Ｉ
が
察

知
し
て
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、

そ
の
ト
ッ
プ
に
出
て
く
る
動
画

と
は
広
島
県
の
﹁
安
芸
高
田
市
﹂

で
す
。
動
画
の
種
類
に
よ
っ
て

は
再
生
回
数
が
１
０
０
万
回
を

超
え
て
い
ま
す
。
そ
の
動
画
の

内
容
は
若
き
市
長
と
高
齢
の
市

議
た
ち
の
討
論
、
と
い
う
か
、

な
か
ば
喧
嘩
な
の
で
す
。
動
画

の
コ
メ
ン
ト
の
９
割
以
上
は
市

長
へ
の
擁
護
・
応
援
だ
が
、
そ

の
理
由
も
観
て
い
た
ら
よ
く
わ

か
り
ま
す
。
市
長
の
論
調
は
理

路
整
然
と
し
、
毎
日
情
報
を
収

集
し
、
漏
れ
な
く
、
余
す
こ
と

な
く
、
淀
み
な
く
、
誰
も
が
理

解
で
き
る
も
の
で
あ
る
の
に
対

し
、
議
員
側
の
論
調
は
旧
態
依

然
の
事
勿
れ
主
義
の
感
情
が
先

に
立
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
加
え
て
、
観
て
い
て
も
早
送

り
し
た
く
な
る
ほ
ど
聞
く
に
耐

え
ら
れ
な
い
議
員
の
不
勉
強
さ

と
言
い
訳
が
滲
み
出
て
い
る
か

ら
で
す
。
ま
さ
に
、
日
本
人
な

ら
み
ん
な
大
好
き
﹁
時
代
劇
さ

な
が
ら
の
勧
善
懲
悪
﹂
劇
場
な

の
で
す
。
逆
に
、
完
璧
な
市
長

が
強
す
ぎ
て
逆
に
憎
く
な
っ
て

し
ま
う
く
ら
い
で
す
。

　

こ
の
動
画
が
日
本
の
介
護
事

情
に
ど
う
関
係
し
て
く
る
か
？

そ
れ
は
、
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
術
と
し
て
非
常
に
参

考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

す
。
団
塊
の
世
代
か
ら
し
ら
け

世
代
、
バ
ブ
ル
世
代
か
ら
ゆ
と

り
世
代
。
そ
し
て
、
ミ
レ
ニ
ア

ム
世
代
、
Ｚ
世
代
と
変
わ
っ
て

世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術

き
た
中
で
、
団
塊
の
世
代
と
Ｚ

世
代
が
議
論
を
ぶ
つ
け
合
っ
た

時
に
う
ま
く
い
く
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。
団
塊
の
世
代
も
、
か

つ
て
は
あ
っ
た
高
い
才
能
や
能

力
で
あ
っ
た
も
の
も
、
高
齢
に

よ
り
ど
ん
ど
ん
枯
れ
て
淀
ん
で

し
ま
い
、
感
情
だ
け
残
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
か
つ
て
の
若
か
っ
た

自
分
の
よ
う
な
才
能
の
あ
る
市

長
に
苛
立
ち
を
覚
え
て
ば
か
り

で
も
い
け
な
い
は
ず
。
そ
う

い
う
議
員
の
感
情
も
市
長
に

は
﹁
余
裕
﹂
で
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
必
要
か
な
と

動
画
を
観
な
が
ら
感
じ
て
い
ま

す
。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
は
介
護
を
す

る
側
も
さ
れ
る
側
も
似
て
い
る

感
情
が
行
き
来
し
て
い
る
気
が

す
る
の
で
す
。
か
つ
て
は
美
し

か
っ
た
、
か
っ
こ
よ
か
っ
た
自

分
も
、
今
は
高
齢
者
。
受
け
入

れ
ら
れ
な
い
感
情
と
若
者
へ
の

ジ
ェ
ラ
シ
ー
。
そ
ん
な
介
護
の

現
場
で
も
、
も
し
行
き
違
い
が

あ
っ
た
時
に
、
そ
の
世
代
差
で

摩
擦
や
ス
ト
レ
ス
を
生
ん
で
し

ま
う
リ
ス
ク
も
多
く
は
ら
ん
で

い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

再
生
１
０
０
万
回
も
さ
れ
て

い
る
動
画
の
中
で
、
間
違
い
な

く
強
い
の
は
市
長
で
す
。
や
ら

れ
て
い
る
の
は
高
齢
の
議
員
た

ち
で
す
。
介
護
で
あ
れ
ば
、
介

護
す
る
側
が
強
い
か
ら
と
い
っ

て
、
介
護
を
受
け
て
い
る
高
齢

者
を
、
負
か
そ
う
な
ん
て
い
う

の
は
な
い
は
ず
で
す
。し
か
し
、

ど
う
し
て
も
﹁
や
っ
て
あ
げ
て

い
る
﹂
感
情
は
捨
て
き
れ
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。﹁
わ

た
し
が
や
ら
な
か
っ
た
ら
こ
の

高
齢
者
た
ち
は
生
き
て
い
け
な

い
﹂
と
い
う
。
ま
た
、
弱
い
側

は
そ
の
自
分
の
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
を
恥
と
も
、
非

力
と
も
、
迷
惑
か
け
て
い
る
と

は
感
じ
な
く
て
い
い
の
で
す
。

﹁
太
陽
と
北
風
﹂
と
い
う
童
話

が
あ
る
よ
う
に
、
ど
ん
な
感
情

も
一
旦
は
喉
の
奥
に
し
ま
い
こ

ん
で
、
相
手
を
受
け
入
れ
て
か

ら
、
ま
た
は
﹁
損
し
て
得
を
え

る
﹂
と
微
妙
な
負
け
で
大
き
な

勝
ち
︵
価
値
︶
を
と
る
こ
と
も

戦
略
で
は
な
い
か
な
と
動
画
を

観
な
が
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
動
画
を

一
度
ご
覧
に
な
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
勧
善
懲

悪
、
時
代
劇
の
よ
う
な
気
持
ち

で
観
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
中
庸
な
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

な
気
持
ち
で
観
る
こ
と
が
大
事

な
視
点
で
す
。

　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル

プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業

者
連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　

今
年
の
夏
は
世
界
各
地
で
猛

暑
で
、
と
り
わ
け
日
本
は
熱
帯

地
域
の
如
く
で
す
。
こ
の
記
事

の
出
る
頃
に
Ｋ
Ｊ
代
表
理
事
の

西
ヶ
谷
靖
子
さ
ん
が
今
年
10
月

２
日
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
〜

kajikisshow

〜
へ
の
挨
拶

と
招
待
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
で
〜

kajjkisshow

〜
の
招
待
チ

ケ
ッ
ト
が
必
要
な
方
は
当
紙
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
そ

れ
に
し
て
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

物
価
が
高
く
て
先
の
見
え
な
い

円
安
の
状
況
で
次
の
イ
ベ
ン
ト

が
出
来
る
の
か
が
不
安
で
す
。

　

小
〜
中
学
生
の
頃
に
﹁
エ
ド
・

サ
リ
バ
ン
・
シ
ョ
ー
﹂
を
見
て

新
聞
記
者
で
司
会
者
の
エ
ド
・

サ
リ
バ
ン
に
何
と
な
く
憧
れ
ま

す
。
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
３

年
に
﹁
映
画
研
究
会
﹂
を
作
り

ま
す
。
そ
の
頃
の
友
人
に
﹁
い

つ
か
、
日
本
の
文
化
を
世
界
へ

紹
介
す
る
仕
事
を
す
る
﹂
と
言

っ
て
た
ら
し
い
の
で
す
が
私
自

身
は
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
サ
ー

ク
ル
を
一
緒
に
作
っ
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
同
級
生
は
後
に
映

画
監
督
に
な
り
ま
す
。
私
は
明

治
学
院
大
学
大
学
４
年
生
時
か

ら
の
政
治
家
秘
書
に
な
り
選
挙

活
動
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
の
司
会
者
で
個
人
事
業
主

に
な
り
ま
す
。
人
生
は
風
の
ま

ま
で
す
。
世
界
で
の
イ
ベ
ン
ト

は
50
歳
を
過
ぎ
て
ホ
ノ
ル
ル
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
原
点
で
す
。

そ
れ
か
ら
主
催
者
＆
司
会
者
で

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
デ
ビ
ュ

ー
し
ま
す
。
私
は
エ
ル
ビ
ス
・

プ
レ
ス
リ
ー
を
1
曲
だ
け
ス
テ

ー
ジ
で
歌
い
ま
す
。
ユ
ニ
オ
ン

の
ス
タ
ッ
フ
は
私
を
コ
メ
デ
ィ

ア
ン
だ
と
舞
台
の
裏
手
で
大
笑

い
し
ま
す
。
初
回
の
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
は
私
が
尊
敬
す
る
歌

手
の
﹁
佐
々
木
い
さ
お
シ
ョ
ー
﹂

 
梶
木
敏
巳
の
人
生

風
の
ま
ま
に

佐
賀
県
か
ら
世
界
へ

57

＆
﹁
花
と
着
物
シ
ョ
ー
﹂
を
催

し
ま
す
。

　

そ
の
頃
偶
然
に
ネ
ッ
ト
で

﹁
梶
木
の
梶
は
風
。
木
は
風
気

の
木
、
風
気
の
事
を
梶
木
と
い

う
。
世
の
中
に
風
穴
を
開
け
る

神
社
﹂
岐
阜
の
﹁
梶
木
神
社
﹂

の
情
報
を
次
女
が
見
つ
け
て
く

れ
ま
す
。
宮
崎
県
に
﹁
梶
木
神

社
﹂
が
有
り
岡
山
県
総
社
市
の

字
梶
木
に
﹁
魔
法
神
社
﹂
が
あ

る
よ
う
で
す
。
私
は
こ
こ
数
年

を
岐
阜
の
梶
木
神
社
に
お
詣
り

を
し
ま
す
。
２
０
１
８
年
に
国

連
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
絡
む
ス
ピ
ー

チ
の
依
頼
が
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら

来
ま
す
。
私
は
故
郷
の
峰
唐
津

市
市
長
を
誘
い
唐
津
市
の
﹁
虹

ノ
松
原
﹂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
護

活
動
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
原
点
と
話

し
を
国
連
本
部
の
中
会
議
場
で

ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
今

は
国
連
︵
平
和
の
鐘
︶
支
援
の

会
の
会
長
で
の
寄
付
金
集
め
で

す
。
佐
賀
県
唐
津
市
で
生
ま
れ

て
両
親
は
日
本
人
で
す
。
母
の

祖
父
は
唐
津
市
浜
崎
の
庄
屋
で

虹
ノ
松
原
に
明
治
飢
饉
の
際
に

芋
を
植
え
て
町
民
を
救
い
讃
え

ら
れ
て
菩
提
寺
に
石
碑
が
立
っ

て
ま
す
。
私
の
父
母
は
韓
国
釜

山
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
で
私
は

そ
の
子
供
で
す
。
や
っ
と
自
分

の
ル
ー
ツ
や
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
見

い
出
せ
た
思
い
で
す
。
そ
し
て

今
年
そ
の
故
郷
の
佐
賀
県
か
ら

コ
ー
ラ
ス
隊
や
神
楽
舞
や
歌
手

の
30
名
が
参
加
し
ま
す
。
そ
れ

に
は
２
年
連
続
で
の
ご
自
身
の

出
演
と
今
回
コ
ー
ラ
ス
隊
を
公

募
編
成
し
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て

く
れ
た
の
は
声
楽
家
で
伊
万
里

市
在
住
の
和
嶋
静
代
さ
ん
の
チ

カ
ラ
で
す
。
こ
れ
か
ら
和
嶋
さ

ん
と
伊
万
里
市
長
に
ご
挨
拶
に

行
き
ま
す
。
佐
賀
県
か
ら
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
そ
し
て
世
界
へ
の

念
願
が
実
現
し
ま
す
。
地
方
に

住
ん
で
い
て
も
世
界
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
。　

 ︵
か
じ
き
・
と
し
み
／
花
の
街

振
興
財
団
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
理
事
長
︶

　

在
米
者
に
向
け
た
終
活
セ
ミ

ナ
ー
が
、
21
日
か
ら
毎
週
木
曜

午
後
８
時
か
ら
９
時
ま
で
開
催

さ
れ
る
︵
主
催
・
く
ら
し
フ
ィ

ー
ド
︶。
テ
ー
マ
は
、
相
続
対

策
か
ら
日
本
国
籍
を
放
棄
し
た

人
の
帰
化
申
請
、
墓
じ
ま
い
や

海
洋
散
骨
の
基
礎
知
識
、
老
齢

年
金
の
請
求
方
法
、
帰
国
後
の

住
ま
い
探
し
、
高
齢
者
向
け
の

住
宅
事
情
な
ど
、
各
分
野
の
専

門
家
が
週
替
わ
り
で
最
新
情
報

を
説
明
す
る
。
21
日
の
テ
ー
マ

は﹁
お
墓
に
関
す
る
基
礎
知
識
・

海
の
お
墓
﹃
海
洋
散
骨
﹄
と
い

う
選
択
肢
﹂、
28
日
は
﹁
相
続

が
発
生
し
た
ら
、
知
っ
て
お
く

べ
き
ス
テ
ッ
プ
﹂、
10
月
５
日

は
﹁
相
続
が
起
き
た
時
慌
て
な

い
た
め
に
、
事
前
に
取
る
べ
き

対
策
﹂。

　

参
加
費
無
料
。
セ
ミ
ナ
ー

後
に
参
加
者
限
定
の
ア
ー
カ

イ
ブ
の
公
開
や
個
別
相
談
会

も
実
施
さ
れ
る
。
詳
細
・
申

し
込
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://pro.kurashifeed.
com

/shukatsu-sem
inar-

series/

を
参
照
す
る
。

終
活
セ
ミ
ナ
ー

毎
週
木
曜
日
に

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://pro.kurashifeed.com/shukatsu-seminar-series/


　

今
日
は
ク
ラ
ク
フ
に
行
く
。

首
都
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
継
ぐ
ポ
ー

ラ
ン
ド
第
２
の
都
市
で
英
語
で

は
ク
ラ
コ
ー
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
17
世
紀
初
頭
に
ワ
ル
シ
ャ

ワ
に
首
都
が
移
る
前
は
ポ
ー

ラ
ン
ド
王
国
の
首
都
で
あ
っ

た
。
日
本
で
言
え
ば
、
さ
し
ず

め
京
都
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後

１
９
１
８
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
独

立
ま
で
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
の
オ

ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
支
配
を
受

け
る
。
ち
な
み
に
、
ポ
ズ
ナ
ン

は
ド
イ
ツ
に
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
は

ロ
シ
ア
に
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に

は
３
か
国
に
支
配
さ
れ
た
苦
難

の
歴
史
が
続
く
。

　

B
arbara W

. T
uchm

an

の

歴

史

書
﹁A

 D
istant 

M
irror

﹂
に
、
14
世
紀
の
貴

族
た
ち
の
話
が
出
て
く
る
。
そ

の
頃
流
行
し
た
先
が
尖
っ
た
奇

妙
な
男
性
の
靴
を
ク
ラ
コ
ー
と

言
う
。
こ
こ
が
発
祥
の
よ
う
だ
。

流
行
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
中

に
は
先
端
が
１
メ
ー
ト
ル
に
も

達
し
、
紐
で
吊
り
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
靴
も
あ
っ
た
と

か
。
実
用
的
で
な
い
こ
と
が
、

労
働
を
し
な
い
特
権
階
級
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

近
年
ク
ラ
ク
フ
は
多
く
の
ユ

ダ
ヤ
人
が
住
ん
で
い
た
街
で
、

第
２
次
世
界
大
戦
中
に
こ
こ
を

占
領
し
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
、

ク
ラ
ク
フ
・
ゲ
ッ
ト
ー
を
作
り

ユ
ダ
ヤ
人
を
集
め
た
。
塀
に
は

ユ
ダ
ヤ
人
の
墓
石
を
模
し
た
石

を
使
っ
た
。
ゲ
ッ
ト
ー
襲
撃
の

様
子
は
映
画
﹁
シ
ン
ド
ラ
ー
の

リ
ス
ト
﹂
で
目
を
覆
い
た
く
な

る
残
忍
な
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て

い
る
。
実
業
家
シ
ン
ド
ラ
ー
の

工
場
は
こ
の
街
に
あ
り
、
彼
は

自
社
の
工
場
で
ゲ
ッ
ト
ー
の
ユ

ダ
ヤ
人
を
雇
い
、
収
容
所
に
入

れ
ら
れ
た
者
た
ち
の
救
出
で
私

財
を
投
げ
う
っ
た
。

　

ワ
ル
シ
ャ
ワ
か
ら
は
３
時
間

か
か
る
の
で
、
ま
だ
暗
い
う
ち

に
起
き
て
電
車
に
乗
る
。
車
中

で
男
性
の
座
席
を
見
つ
け
る

の
を
手
伝
っ
た
ら
﹁
ス
パ
シ

ー
バ
﹂
と
返
っ
て
き
た
。
ロ

シ
ア
人
な
の
だ
。
日
が
昇
る

中
で
の
霧
に
囲
ま
れ
た
草
原

︵Pol

︶
は
本
当
に
美
し
い
。
ま

さ
にPoland

だ
。
電
車
は
快

適
で
、
滑
る
よ
う
に
早
朝
の
ク

ラ
コ
ー
に
着
く
。
活
気
が
あ
っ

て
良
い
バ
イ
ブ
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
早
速
中
世
の
オ
ー
ル
ド
タ

ウ
ン
に
行
く
。
狭
い
道
が
と
て

も
歴
史
的
で
、
赤
、
青
、
白
の

色
使
い
が
と
て
も
良
い
。
沿
道

に
は
つ
い
入
り
た
く
な
る
よ
う

な
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ピ
ザ
屋
や
イ

タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
が
並

ぶ
。
中
世
の
街
に
は
必
ず
真
ん

中
に
広
場
が
あ
る
。
こ
こ
も
そ

う
だ
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
党
の
私

は
朝
の
コ
ー
ヒ
ー
が
一
杯
飲
み

た
く
て
開
店
準
備
中
の
レ
ス
ト

ラ
ン
の
店
先
に
あ
る
コ
ー
ヒ
ー

コ
ー
ナ
ー
︵
格
式
の
あ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
な
の
に
、
こ
う
し
て
コ

ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
を
出
す
と
こ

ろ
は
商
魂
た
く
ま
し
い
︶
に

行
っ
て
声
を
か
け
る
。
バ
イ

ト
の
人
が
ま
だ
来
て
い
な
い

の
か
、
オ
ー
ナ
ー
の
格
好
良

い
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
が
直
々

出
て
き
た
。﹁
君
は
日
本
人
か

い
？
﹂﹁
そ
う
だ
﹂﹁
ウ
チ
の
娘

が
大
学
で
日
本
語
を
勉
強
し

て
、
今
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に

住
ん
で
い
る
。
こ
こ
の
日
本
語

の
メ
ニ
ュ
ー
も
彼
女
が
作
っ

た
。
旅
行
者
か
い
？
﹂﹁
ピ
ア

ノ
の
演
奏
旅
行
で
来
て
、
終
わ

っ
て
観
光
し
て
い
る
﹂﹁
そ
れ

は
す
ご
い
。
店
にSteinw

eg

の
ピ
ア
ノ
が
あ
る
。
中
に
お
い

で
よ
。
見
せ
て
あ
げ
る
﹂
と
い

う
具
合
で
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
で

店
の
ツ
ア
ー
を
し
て
く
れ
た
。

私
が
Ｎ
Ｙ
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
るSteinw

ay

ピ
ア
ノ

は
、
そ
も
そ
も
本
国
ド
イ
ツ
で

はSteinw
eg

で
あ
っ
た
。
こ

の
店
は
、
彼
の
ひ
い
お
じ
い
さ

ん
が
始
め
た
店
で
調
度
品
は
全

て
当
時
の
ま
ま
だ
と
か
。
古
い

コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
販
売
機
が
置

い
て
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は

大
学
で
日
本
語
を
教
え
る
ら
し

い
。
基
本
的
に
日
露
戦
争
か
ら

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
親
日
国
と
言
わ

れ
て
い
る
。
日
本
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た
歴
史

も
あ
る
。

　

広
場
を
歩
い
て
み
る
。
さ
す

が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
、
周
り
に

荘
厳
な
大
聖
堂
と
教
会
が
い
く

つ
も
建
ち
並
ぶ
。
教
会
の
塔
は

非
常
に
高
く
、
左
右
異
な
っ
た

塔
が
天
に
伸
び
る
。
こ
れ
は
中

世
の
人
に
は
神
に
も
届
く
程
高

く
そ
び
え
て
見
え
た
に
違
い
な

い
。
ア
ー
ケ
ー
ド
や
市
場
の
建

物
も
あ
る
。
至
る
所
に
都
市
の

紋
章
が
描
か
れ
て
お
り
、
か
つ

て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
の
首
都

で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
。
歴
史

的
な
建
物
に
混
じ
っ
て
、
ハ
ー

ド
ロ
ッ
ク
カ
フ
ェ
が
あ
る
。
歴

史
と
現
代
が
う
ま
く
混
ざ
り
あ

っ
た
活
気
の
あ
る
街
だ
。

　

私
は
フ
ラ
ン
ス
と
Ｕ
Ｋ
の
王

朝
の
歴
史
に
は
詳
し
い
が
、
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
に
は
弱
い
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
王
は
フ
ラ
ン
ス

国
王
ル
イ
15
世
︵
ベ
ル
サ
イ
ユ

の
ば
ら
に
も
登
場
す
る
天
然
痘

で
亡
く
な
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一

の
美
男
子
︶
に
嫁
い
だ
マ
リ

ー
・
レ
ク
ザ
ン
ス
カ
妃
の
父

親
、
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
１
世
し
か

知
ら
な
い
。
彼
は
、
革
命
で
退

位
さ
せ
ら
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ

ャ
ン
ボ
ー
ル
城
で
亡
命
生
活
を

送
る
が
、
そ
の
７
０
０
年
前
、

カ
ジ
ミ
ェ
シ
ュ
３
世
が
９
７
０

年
に
建
て
始
め
た
ヴ
ァ
ヴ
ェ
ル

城
が
、
１
５
９
６
年
に
首
都
が

ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
移
転
さ
れ
る
ま

で
の
王
宮
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に

京
都
だ
。
城
は
外
か
ら
見
る
と

大
迫
力
で
迫
っ
て
く
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
最
大
の
大
き
さ
を
誇
る

時
計
と
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
あ
る

ら
し
い
。
城
の
中
を
見
学
す
る

時
間
が
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念

だ
。

　

こ
の
街
は
、
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ

も
充
実
し
て
い
て
、
中
世
の
建

物
と
新
し
い
店
が
共
存
す
る
素

晴
ら
し
い
夜
景
で
あ
っ
た
。
次

回
は
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
の
演
奏
を

企
画
し
て
、
朝
に
城
見
学
を
し

よ
う
！
︵
続
く
︶

浅
井
岳
史

︵
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
︶

www.takeshiasai.com
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ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
旅
日
記

第
10
話　

ク
ラ
ク
フ
︵
ク
ラ
コ
ー
︶

　

音
吉
は
、
そ
の
後
イ
ギ
リ

ス
の
船
会
社
で
働
い
た
後
、

１
８
４
３
年
に
中
国
の
上
海
に

あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
会
社
で

働
き
始
め
、
多
く
の
日
本
人
漂

流
民
の
援
助
を
行
い
、
送
還
の

手
助
け
を
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、

１
８
４
９
年
に
イ
ギ
リ
ス
東
イ

ン
ド
会
社
艦
隊
の
帆
船
マ
リ
ナ

ー
号
、
１
８
５
４
年
に
は
イ
ギ

リ
ス
極
東
艦
隊
の
通
訳
と
し
て

二
度
来
日
し
て
い
ま
す
。
特
に

１
８
５
４
年
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ

艦
隊
と
と
も
に
長
崎
へ
来
た
際

は
、
日
英
和
親
条
約
の
締
結
交

渉
に
力
を
尽
く
し
、
音
吉
と
い

う
存
在
は
長
崎
に
知
れ
渡
り
ま

し
た
。
音
吉
は
、
中
国
人
﹁
林

阿
多
︵
リ
ン
・
ア
ト
ー
︶﹂
ま

た
は
﹁
ジ
ョ
ン
・
マ
シ
ュ
ー
・

オ
ト
ソ
ン
﹂
と
名
乗
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
モ
リ
ソ
ン
号

事
件
に
よ
っ
て
、
日
本
に
帰
国

す
れ
ば
死
罪
と
な
る
と
考
え

て
い
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

上
海
の
デ
ン
ト
商
会
で
貿

易
に
従
事
し
た
後
、
音
吉
は

マ
レ
ー
系
の
女
性
と
結
婚
し
、

１
８
６
２
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

へ
移
り
、
貿
易
商
と
し
て
成
功

し
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

は
、
最
初
の
日
本
︵
幕
府
︶
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
使
節
団
が
通

過
し
た
時
、
わ
ざ
わ
ざ
使
節
団

の
宿
舎
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
が

福
沢
諭
吉
の
記
録
な
ど
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
１
８
６
４
年

に
イ
ギ
リ
ス
に
帰
化
し
︵
イ

ギ
リ
ス
に
帰
化
し
た
日
本
人

第
一
号
と
さ
れ
て
い
ま
す
︶、

１
８
６
７
年
、
明
治
維
新
前
年

に
病
気
の
た
め
50
歳
で
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

音

吉

は
、

息

子

のJohn 
W

illiam
 O

ttoson

に

自

分

の
代
わ
り
に
日
本
へ
帰
っ
て

ほ
し
い
と
遺
言
し
、John 

は

１
８
７
９
︵
明
治
12
︶
年
に
横

浜
で
日
本
の
入
籍
許
可
を
得
ま

し
た
。
２
０
０
５
年
2
月
に
は
、

音
吉
の
遺
灰
が
漂
流
後
１
７
３

年
ぶ
り
に
帰
国
を
果
た
し
、
現

在
、
小
野
浦
の
良
参
寺
に
あ
る

﹁
宝
順
丸
﹂
の
乗
組
員
の
墓
と

と
も
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

美
浜
町
の
海
岸
地
帯
は
、
江

戸
時
代
に
は
廻
船
業
で
栄
え

た
土
地
で
、
今
で
も
伊
勢
湾

側
の
旧
道
を
歩
く
と
、
大
き
な

屋
敷
と
蔵
が
残
っ
て
い
ま
す
。

音
吉
が
漂
流
し
た
宝
順
丸
は
、

千
五
百
石
積
み
︵
１
５
０
ト
ン

程
度
積
み
込
め
る
長
さ
約
15
メ

ー
ト
ル
の
船
︶
の
弁
才
船
で
、

樋
口
重
右
衛
門
が
所
有
し
て
い

ま
し
た
。﹁
廻
船
と
音
吉
記
念

館
﹂
は
、
樋
口
家
居
宅
の
一
部

を
改
装
し
、
宝
順
丸
の
船
主
・

樋
口
源
六
、
船
頭
・
樋
口
重
右

衞
門
、
音
吉
の
許
嫁
・
樋
口
琴

の
実
家
と
音
吉
が
奉
公
人
と
し

て
寝
泊
ま
り
し
て
い
た
と
伝
え

ら
れ
る
敷
地
内
の
蔵
も
公
開
し

て
い
る
私
設
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
、
２
０
２
１
年
5
月
16
日
に

開
館
し
ま
し
た
。
現
在
の
当
主

で
あ
る
樋
口
浩
久
さ
ん
が
館
長

を
務
め
、
船
主
の
家
や
蔵
に
残

さ
れ
て
き
た
道
具
や
海
図
、
廻

船
文
化
に
ま
つ
わ
る
資
料
等
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

音
吉
の
名
前
は
、
春
名
徹

﹃
に
っ
ぽ
ん
音
吉
漂
流
記
﹄
で

広
く
世
の
中
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
後
三
浦
綾
子
が

3
人
を
題
材
に
し
た
﹃
海
嶺
﹄

を
発
表
し
、
１
９
８
３
年
に
松

竹
に
よ
っ
て
映
画
化
さ
れ
ま
し

た
︵
主
演
・
西
郷
輝
彦
、
竹
下

景
子
︶。
美
浜
町
で
本
格
的
な

顕
彰
活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
、

平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で

す
。
今
後
、
音
吉
に
関
す
る
さ

ら
な
る
評
価
が
必
要
で
し
ょ

う
。

︵
栗
原
祐
司
／
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
︶

廻船と
音吉記念館②

 第 465 回

mailto:meiseimotors@aol.com
https://hinomaru-limo.com/
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
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 EVENT　 
■ US オープンテニス＝ 9/10 まで　USTA Billie 
Jean King National Tennis Center（Flushing 
Meadow - Corona Park）テニスの世界４大大会
のひとつ。今年も世界中から集まった選手たち
の熱い戦いが繰り広げられる。
詳細は https://www.usopen.org/
■ジャパンフェス「第５回粉もんコンテス
ト」＠チェルシー＝ 9/16・17　10:00 〜 18:00　
9/16 は 8 番街の 15 〜 17 丁目、9/17 は 6 番街
の 24 〜 26 丁目で開催されるストリートフェア。
今回は大阪のたこ焼き、広島のお好み焼き、静
岡から富士宮焼きそばが参戦。和牛、ラーメン、
焼き鳥など 130 店が集結する。
詳細は https://www.japanfes.com
■「新しい落語の世界」出版記念落語会 柳家
東三楼独演会「秋の味覚と芸術」＝９/9（土）
17:00 （JAA、NY 日系人会　49 W45th St,5FL)「目
黒の秋刀魚」「寝床」　柳家東三楼。前座＝　ざ
ぶとん亭さくら　ざぶとん亭ひまわり　ざぶと
ん亭のび郎。前売り 30 ドル。当日 35 ドル。紐
育落語会会員 25 ドル。
予約　tozaburo.rsv@gamil.com
■ NYC ブロードウエー・ウィーク＝ 9/17 まで  
1 枚の値段で 2 枚のチケットが手に入るお得な
プロモーション。「アラジン」「ウィキッド」「ラ
イオンキング「シカゴ」「ＭＪ」「ハリーポッター」
のほか、開幕したばかりの「バック・トゥ・ザ・
フューチャー」など 24 作品が参加。チケット
購入時にコード「BWAYWK23」を入れると 2
枚つづりのチケットが手に入る。詳細は https://
www.nyctourism.com/broadway-week

MUSIC
■響（ひびき）公演「イースト・ミーツ・ウエスト」
＝ 9/9  19:00  Jazz at Lincoln Center's Frederick 
P. Rose Hall（336 W 58th St.）バイオリニスト
／作曲家の川井郁子が率いる和楽器と西洋楽器
の混合オーケストラ「響」の海外公演。北斎の
浮世絵や桜、能など最新の映像技術（ホログラム）

を駆使した演出で、音楽とダイナミックな映像
が壮大なロマンを演出するコンサート。入場料：
$40 〜 150　
詳細は https://2023.jazz.org/
■「 ア ー ト ソ ン グ・ コ ン サ ー ト 」 ＝ 9/10　
14:00　The ClearLight Performing Space at 
Blue Building（222 E 46th St.）ソプラノの中川
直子と市川純子（ピアノ）が出演。「秋と月」の
歌を集めた芸大美術科とのコラボレーションコ
ンサート。入場料：大人 $30、ファミリー（大
人 2 人と子供）$50、学生 $20、12 歳以下無料。
問い合わせはＥメール thebricksnyc@gmail.com
■ Ka-Na （植村花菜）ソロコンサート＝ 9/11　
19:00　Joe's Pub（425 Lafayette St, ）社会現
象にもなったヒット曲「トイレの神様」で知ら
れる NY 在住シンガーソングライター Ka-Na（植
村花菜）の 3 年半ぶりの単独ライブ。入場料
$25　
詳細は https://publictheater.org/productions/joes-
pub/2023/k/ka-na/
■みとゆか アルバム・リリース・ライブ＝ 9/20 
19:00　Don't Tell Mama（343 W 46th St.）NY
を拠点に活動するジャズシンガーのみとゆかが、
アルバム「Love In The City」からのジャズスタ
ンダード、オリジナル曲を演奏する。共演は、
アレン・ファーナム（ピアノ）、ヴィンセント・ハー
リング（サックス）、ディーン・ジョンソン（ベー
ス）、ティム・ホーナー（ドラム）。カバーチャー
ジ $20 ＋２ドリンクミニマム $20（現金のみ）。
詳細は www.donttellmamanyc.com

, ART
　

■ 展 覧 会「 漸 -zén-」 ＝ 9/8 〜 9/16 　the 
Blue Gallery（222 E 46th St,） 芸 術 集 団 THE 
BRICKS NYC と東京藝大の共同主催。工芸科・
日本画科・デザイン科の教員と修士・博士課程
の学生が総勢 31 人が、NY 拠点の同窓生アーティ
ストとともに参加する。入場無料。
詳細は https://www.thebricks.nyc/
■陶芸家・藤笠砂都子の個展「TEMPEST」＝
9/14 〜 10/13　Joan B Mirviss LTD（39 E 78th 
St, Suite 401）自然の姿や生命力をテーマとし
て制作された作品を展示する。入場無料。詳細
は http://www.mirviss.com
■第 19 回 多摩美術大学校友会 NY クラブ展

「ホーム・アウェイ・フロム・ホーム」＝ 9/19
〜 10/2   天理文化協会（43 Ａ W 13th St,）故郷
を離れ異国の地で暮らす作家達が創造の成果の
発表をする展覧会。参加作家は、早川朋子、朴
香淑、紅林愛子ほか。入場無料。レセプション
は 9/21 午後６時から 8 時。金・日曜休廊。
詳細は www.tamabiny.com　

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
発
足
し
た

Ａ
・
Ｔ
・
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

︵
竹
野
綾
代
表
︶
の
旗
揚
げ
公

演
﹁A

w
ake

﹂
が
３
日
、
イ

ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
の
劇
場
、
プ

レ
イ
ラ
イ
ツ
・
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

﹁
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
﹂
で
昼
と
午
後
の

２
公
演
を
行
っ
た
。

　

２
部
構
成
で
、
第
1
部
は
和

楽
器
を
使
っ
て
７
人
の
ダ
ン
サ

ー
が
四
季
を
表
現
。
春
は
琴
の

曲
で
桜
が
舞
い
散
っ
て
ゆ
く
姿

を
、
夏
は
太
鼓
の
曲
に
合
わ
せ

て
熱
く
燃
え
る
舞
を
表
現
、
秋

は
尺
八
と
琴
で
人
肌
恋
し
く
、

哀
愁
漂
う
人
間
模
様
を
描
き
、

冬
は
津
軽
三
味
線
と
共
に
春
の

桜
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
な
が

ら
、
厳
し
い
寒
さ
を
耐
え
凌
ぐ

様
子
を
踊
り
で
表
現
し
た
。

　

第
2
部
は
中
村
彩
、
熊
本
翔

士
の
歌
唱
力
抜
群
の
歌
手
2
人

を
加
え
、
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ッ
プ
ス
、

邦
楽
、
ラ
テ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

な
ど
を
使
い
ジ
ャ
ン
ル
、
世
代

を
超
え
、
誰
も
が
身
体
も
心
も

動
か
し
た
く
な
る
よ
う
な
若
き

日
本
人
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の
躍
動

感
が
客
席
に
伝
わ
っ
た
。

　

総
合
芸
術
監
督
で
代
表
の
竹

野
綾
は
﹁
来
場
頂
き
ま
し
た
皆

様
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ

っ
た
方
々
、
カ
ン
パ
ニ
ー
メ
ン

バ
ー
と
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
来
年

は
私
の
ダ
ン
ス
人
生
35
周
年
に

な
り
ま
す
。
今
後
の
活
動
に
期

待
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
話
し
て

い
た
。
出
演
は
ダ
ン
サ
ー
が
竹

野
綾
、
原
田
舞
子
、
山
下
真
由
、

西
岡
翼
、
野
中
萌
良
、
千
歳
祐

李
耶
、
堀
内
更
。         

︵
三
︶

Ａ
・
Ｔ
・
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

和
と
洋
で
旗
揚
げ
公
演

　

１
８
７
５
年
に
開
校
し
た
老

舗
の
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
、
ア
ー

ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
リ
ー

グ
︵
西
57
丁
目
２
１
５
番
地
︶

で
６
日
︵
水
︶
か
ら
10
月
１
日

︵
日
︶
ま
で
、
同
ス
ク
ー
ル
で

教
え
る
教
師
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

展
﹁
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
サ
ロ

ン
２
０
２
３
﹂
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
１
０
０
年
以
上
の
伝
統

を
誇
る
同
校
が
毎
年
開
催
す
る

作
品
展
で
、
今
回
は
約
１
０
０

人
の
現
役
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
絵
画
や
彫
刻
が
展
示
さ

れ
る
。
日
本
人
作
家
は
、
小
林

園
実
、
清
宮
大
輔
、
高
氏
奈
津

樹
ほ
か
が
参
加
し
て
い
る
。
入

場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月
〜
金

曜
が
午
前
10
時
か
ら
午
後
９

時
、
土
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

　

ま
た
、
小
林
園
実
は
27
日

︵
水
︶
か
ら
29
日
︵
金
︶
ま
で

の
３
日
間
、
午
後
６
時
か
ら

９
時
30
分
ま
で
同
校
に
て
ア

ル
コ
ー
ル
イ
ン
ク
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
。
ア

ル
コ
ー
ル
イ
ン
ク
は
透
明
で

流
動
的
、
抽
象
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
独
特
の
質
感
で
表
現
で

き
、
瞑
想
し
て
い
る
か
の
よ
う

な
癒
し
効
果
も
あ
る
と
い
う
。

参
加
費
は
３
０
５
ド
ル
。
申

し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トhttps://w
orkshops.

artstudentsleague.org/

 

星
の
島
句
会

迎
え
火
や
好
物
盛
り
て
駄
弁
会  

角
谷
妙
子

虫
食
い
の
葉
を
秋
の
日
に
か
ざ
し
け
れ 

長
谷
川
久
美
子

村
中
の
芒
を
活
け
て
月
見
か
な 

原
ヤ
ス
子

風
の
香
の
ブ
レ
ン
ド
変
わ
り
秋
澄
め
り 

森
本
由
美
子

つ
る
か
め
算
日
々
欠
か
さ
ず
に
生
身
魂 

中
川
手
鞠

hoshinoshima819@
gmail.com

楽しい
 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

美術教師たちの
グループ展開催
アート・スチューデント・リーグ

小林園実の作品

https://shopnyseikatsu.com/
https://2023.jazz.org/
mailto:thebricksnyc@gmail.com
https://publictheater.org/productions/joes-pub/EVENT%E3%80%80
https://publictheater.org/productions/joes-pub/EVENT%E3%80%80
https://www.usopen.org/
https://www.japanfes.com
mailto:tozaburo.rsv@gamil.com
https://www.nyctourism.com/broadway-week
https://www.nyctourism.com/broadway-week
http://www.donttellmamanyc.com
https://www.thebricks.nyc/
http://www.mirviss.com
http://www.tamabiny.com%E3%80%80
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://workshops.artstudentsleague.org/
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新
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
界
隈

 

文
・
ト
シ
・
カ
プ
チ
ー
ノ

　

あ
の
頃
ワ
タ
シ
も
若
か
っ

た
！ 

名
匠
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
の

代
表
作
﹁
バ
ッ
ク
ト
ゥ
ザ
フ
ュ

ー
チ
ャ
ー
﹂
が
封
切
ら
れ
た

年
は
、
こ
の
ワ
タ
シ
も
花
も

恥
じ
ら
う
若
干
24
歳
！ 

あ
の

頃
、
太
平
洋
の
向
こ
う
側
の
ア

メ
リ
カ
は
、
過
剰
な
富
貴
と
底

抜
け
の
楽
観
を
纏
っ
て
燦
然
と

輝
い
て
見
え
た
も
ん
だ
〜
。
ン

ン
10
年
後
に
、
同
じ
ア
メ
リ
カ

で
エ
ン
タ
テ
ー
ナ
ー
兼
糟
糠
の

妻
す
る
事
に
な
る
な
ん
て
、
24

歳
の
私
は
知
る
由
も
な
か
っ

た
！ 

今
も
鮮
明
に
記
憶
に
刻

ま
れ
て
い
る
の
は
、
改
造
型
タ

イ
ム
マ
シ
ー
ン
・
デ
ロ
リ
ア
ン

と
ヒ
ュ
ー
イ
・
ル
イ
ス
＆
ザ
・

ニ
ュ
ー
ス
﹁T

he Pow
er of 

Love

﹂
。
聞
き
ゃ
あ
ー
元
気
モ

リ
モ
リ
湧
き
出
て
く
る
長
調
の

底
抜
け
に
明
る
い
主
題
歌
。
な

ん
つ
っ
た
っ
て
﹁
愛
の
力
﹂
。

万
物
は
﹁
愛
の
力
﹂
を
持
っ
て

解
決
可
能
と
信
じ
て
疑
わ
な
い

っ
つ
ー
ア
メ
リ
カ
さ
ん
っ
ぽ
ー

い
名
曲
。 

そ
ん
な
ア
タ
ク
シ

の
青
春
の
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ

に
も
刻
ま
れ
た
、
映
画
史
上
の

名
だ
た
る
大
作
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
化
と
来
れ
ば
、
期
待
せ
ず
に

は
お
れ
な
い
と
言
う
も
の
。 

が
、
し
か
ー
し
、
こ
れ
ま
で
ハ

リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ヒ
ッ
ト
作
の

舞
台
化
色
々
あ
っ
た
け
ど
、﹁
ヘ

ア
ス
プ
レ
ー
﹂
等
の
稀
な
成
功

例
を
除
く
と
無
惨
な
結
果
に
終

わ
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
残
骸

が
累
々
た
る
有
様
。 

な
の
で
、

期
待
し
つ
つ
も
、﹁
嬉
し
い
よ

う
な
怖
い
よ
う
な
﹂
山
本
リ
ン

ダ
的
心
持
ち
で
劇
場
に
向
か
っ

た
の
で
あ
っ
た
。  

　

映
画
の
舞
台
化
を
ヒ
ッ
ト
に

導
く
こ
と
は
、
前
述
の
ご
と
く

至
難
の
技
だ
。
コ
ア
な
フ
ァ
ン

心
理
を
考
え
、
換
骨
奪
胎
は
ダ

メ
、
か
と
言
っ
て
、
完
コ
ピ
も

ダ
メ
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
命
の
フ
ァ

ン
か
ら
映
画
未
見
の
若
い
層
ま

で
を
納
得
さ
せ
る
匙
加
減
が
実

に
ム
ズ
イ
！
映
画
版
の
脚
本
家

で
あ
っ
た
ボ
ブ
・
ゲ
イ
ル
が
ご

自
身
が
書
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

版
の
脚
本
は
、
ほ
ぼ
映
画
版
と

同
じ
と
言
う
安
全
路
線
。
あ
ら

す
じ
は
ド
ク
が
作
っ
た
タ
イ
ム

マ
シ
ン
、
デ
ロ
リ
ア
ン
に
乗
っ

た
マ
ー
テ
ィ
は
、
30
年
前
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
思
い
も
よ
ら

ず
、
父
と
母
の
恋
愛
の
き
っ
か

け
を
阻
害
し
て
し
ま
い
、
未
来

が
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
気

付
い
た
マ
ー
テ
ィ
は
両
親
の
恋

に
復
活
さ
せ
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
30
年
後
に
戻
ろ
う
と
七

転
八
倒
す
る
。 

　

見
ど
こ
ろ
は
映
画
さ
な
が

ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
や
レ
ー
ザ
ー
光
線
な
ど

の
最
先
端
技
術
を
取
り
入
れ
た

演
出
だ
。
映
画
フ
ァ
ン
が
覚
え

て
い
る
だ
ろ
う
名
シ
ー
ン
を
く

ま
な
く
入
れ
込
み
、
可
能
な
限

り
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
も
再

現
。
お
っ
た
ま
げ
た
の
は
客
席

上
を
飛
ぶ
デ
ロ
リ
ア
ン
の
特
殊

効
果
。
今
の
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
超
え
た
ね
。  

　

粒
揃
い
の
キ
ャ
ス
ト
の
中
で

ド
ク
を
演
じ
た
の
は
ト
ニ
ー

賞
俳
優
ロ
ジ
ャ
ー
・
バ
ー
ト
。

歌
・
芝
居
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
メ

デ
ィ
セ
ン
ス
と
間
の
取
り
方
は

日
本
で
言
え
ば
植
木
等
や
伊
達

き
み
お
レ
ベ
ル
。
そ
し
て
ブ
ロ

ー
ド
ウ
ェ
イ
デ
ビ
ュ
ー
で
ジ
ョ

ー
ジ
・
マ
ク
フ
ラ
イ
を
演
じ
た

ヒ
ュ
ー
・
コ
ー
ル
ズ
は
マ
ク
フ

ラ
イ
を
完
コ
ピ
！
彼
の
も
の
ま

ね
の
実
力
は
日
本
人
で
言
え

ば
、
ち
あ
き
な
お
みby

コ
ロ

ッ
ケ
！
の
レ
ベ
ル
。
そ
れ
を
見

る
だ
け
で
も
価
値
あ
り
だ
！  

　

最
大
の
弱
点
は
音
楽
。
観
劇

後
、
ヒ
ュ
ー
イ
・
ル
イ
ス
＆
ザ
・

ニ
ュ
ー
ス
﹁T

he Pow
er of 

Love

﹂
と
﹁
ジ
ョ
ニ
ー
・
Ｂ

グ
ッ
ド
﹂
以
外
、
全
く
記
憶
に

残
っ
て
い
な
い
。
気
合
い
で
調

理
し
た
晩
餐
だ
っ
た
の
だ
け

ど
、
塩
気
が
足
り
な
か
っ
た
の

か
？
火
力
が
弱
か
っ
た
の
か
？

レ
シ
ピ
が
間
違
っ
て
い
た
の

か
？
な
ん
な
ら
﹁
愛
の
力
﹂
＆

﹁
Ｊ
Ｂ
Ｇ
﹂
以
外
割
愛
で
い
ん

じ
ゃ
ね
っ
て
レ
ベ
ル︵
ト
ホ
ホ
︶  

　

観
劇
前
は
リ
ン
ダ
の
気
持
ち

で
、
恐
る
恐
る
観
に
行
っ
て
、

結
果
は
意
外
や
意
外
、
甘
酸
っ

ぱ
い
青
春
時
代
に
光
り
輝
い
て

い
た
ア
メ
リ
カ
さ
ん
の
元
気
も

ら
え
る
リ
ピ
確
定
の
佳
作
な
の

で
、
英
語
に
自
信
が
な
い
人
で

も
、
老
若
男
女
問
わ
ず
、
多
く

の
人
が
大
満
足
す
る
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
だ
。﹁
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
﹂

の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
見
れ
な
く

な
っ
た
今
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

の
目
玉
は
﹁
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・

ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
﹂
の
空
飛

ぶ
車
、
デ
ロ
リ
ア
ン
に
取
っ
て

代
わ
ら
れ
た
よ
う
だ
。 

い
や

〜
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
っ
て
楽

し
い
だ
け
で
な
く
、
人
生
訓
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
素
晴
ら
し

い
も
ん
な
ん
で
す
ね
。

ト
シ
・
カ
プ
チ
ー
ノ

：

キ
ャ

バ
レ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
／ 

演
劇
評
論
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
１
３
０
名
で
構
成
さ
れ
る
ド

ラ
マ
・
デ
ス
ク
賞
の
数
少
な
い

日
本
人
メ
ン
バ
ー
。
週
刊
Ｎ
Ｙ

生
活
﹁
新
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
界

隈
﹂
連
載
中
。
Ｔ
Ｖ
：
Ｔ
Ｂ

Ｓ
﹁
世
界
の
日
本
人
妻
は
見

た
！
﹂
日
本
テ
レ
ビ
﹃
愛
の
お

悩
み
解
決
！
シ
ア
ワ
セ
結
婚
相

談
所
﹄﹁
ス
ッ
キ
リ
﹂﹁ZIP!

﹂

studio82℉

所
属
タ
レ
ン
ト

 千葉真知子の

 ART COOKING

　

豚
肉
は
薄
切
り
で
も
厚
切
り

肉
で
も
お
好
き
な
も
の
を
お
使

い
く
だ
さ
い
。
ナ
ン
プ
ラ
ー
と

オ
イ
ス
タ
ー
を
加
え
る
だ
け
で

材料
豚バラ肉 ...................... 300g
生姜すりおろし .....大さじ１
オイスターソース ..大さじ１
醤油 .......................大さじ２
オリゴ糖又は砂糖 ..大さじ１
ナンプラー ....................少々
オリーブオイル .....大さじ１

ポ
ー
ク
の
オ
イ
ス
タ
ー
炒
め

ち
ょ
っ
と
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の

味
が
楽
し
め
ま
す
。

作
り
方

１　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
入
れ
て
熱
し
、
豚
バ

ラ
肉
を
入
れ
て
い
た
め
る
。
ナ

ン
プ
ラ
ー
生
姜
す
り
お
ろ
し
を

加
え
て
全
体
に
い
き
わ
た
る
よ

う
に
混
ぜ
る
。

２　

①
に
オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー

ス
、
醤
油
、
オ
リ
ゴ
糖
を
入
れ

て
ソ
ー
ス
が
ポ
ー
ク
に
か
ら
む

よ
う
に
よ
く
混
ぜ
る
。

バ
ッ
ク
ト
ゥ
ザ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html



